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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。
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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　四十二区の空を分厚い雨雲が覆おおい、しとしとと鬱うつ陶とうしい雨を降らせている。

　そんな重たい空気を吹ふき飛ばすような明るい声が陽ひだまり亭ていの中にこだまする。

「凄すごいですね、ヤシロさん。こんなにたくさんのお薬を見たのは初めてです」

　レジーナから預かってきた薬箱の中身を見て、ジネットが感かん嘆たんの声を漏もらす。

　薬箱には、整腸剤ざい、解げ熱ねつ剤、消毒、気付け、精神安定剤等々、多様な薬が取り揃そろえられている。これ一つあれば、家庭で発生する大たい抵ていの怪け我がや病には対応出来るだろう。

「本当にいただいてもよろしいんですか？　それも、無料でなんて」

　ジネットの隣となりで薬箱を覗のぞき込んでいたベルティーナが申し訳なさそうな顔で言う。

　薬は非常に高価な代しろ物もので、一いつ般ぱん人にはなかなか手が出せない物なのだ。

　その点、レジーナの薬はとても良心的な値段で、この付近の連中も安心して使える。……ただ、作った薬やく剤ざい師しが胡う散さん臭くさ過ぎてこれまで誰だれにも見向きもされていなかっただけで。

「だから、まずはこの薬を使用してもらって、忌き避ひ感を払ふつ拭しよくする。そのためにも、万ばん人にんが利用しやすい教会や食堂に設置したいんだよ、この『置き薬』を」

　置き薬は薬の販はん売ばい形態の一つで、決まった周期で薬屋が訪おとずれて『減った分』の薬代を徴ちよう収しゆうしていく。なので、薬を「手に入れる」のは無料だ。使うかどうかも分からない薬を念のために保有しておく余よ裕ゆうのないこの街の連中には打ってつけのシステムだろう。

「是ぜ非ひとも広く告知して、多くの方に使っていただきたいですね」

　苦しむ人を救えるならと、二人とも二つ返事で了りよう承しようしてくれた。

　これで、陽だまり亭には「薬を求める者」が大勢やって来るようになる。

　そして、そうなれば客足は一気に増すだろう。なにせ、「一度も行ったことがない店」と、「見知った店」では入りやすさが雲うん泥でいだからな……ふっふっふっ。

「何やらあくどい顔をしているね」

　明るいビジョンを思い描えがく俺に、どんより天気を思い出させるような声をかけてきたのはエステラだった。左手を腰こしに当て、右手でナイフを突つきつけてくる。

「おいおい……あくどい顔したくらいで刺さそうとすんじゃねぇよ」

「そんなことしないよ!?　……鞘さやに入ったままだろう」

　少しむくれて、鞘に入ったままのナイフを俺に手て渡わたしてくる。

「くれるのか？」

「貸してあげるよ」

「くれる理由が分からんな」

「君は意外と危機感が足りないからね。護身用に貸してあげるんだよ」

「護身用？」

「行商ギルドにケンカを吹っかけて、これから移動販売を始めようっていうんだ……ナイフくらいは携けい帯たいしておいた方がいいよ」

　ゴクリ……と、喉のどが鳴った。そんな荒あら事ごとになりそうなのか、この案件は。

「まぁ、そうならないようにこっちでも警けい戒かいはするけれど……気を付けてね」

　エステラの顔は真しん剣けんそのものだ。きっと、本心からの言葉なのだろう。

「分かった。じゃあ、ありがたくもらっておくよ」

「ちゃんと返してね」

「しみったれ。あくどいことして儲もうけてんだろ、どうせ」

「人聞きが悪いなぁ、もう！」

　腕うでを組んで、分かりやすく頰ほおを膨ふくらませる。

「散々人に手続きをやらせておいてその言い草はなんだい？　君には感謝の気持ちが足りないね！　今度から自分でやるかい？」

「手続きをしようにも、領主が俺を住民とは認めてくれねぇんだよな、なんでか」

「前にも言ったけど、この街に住みついて三ヶ月経たたなきゃ住民とは認められないんだよ」

　何かと言えば規則だ、決まりだ、手続きだと……お役所仕事しやがって。お前、領主代行なんだから、そこら辺の書類をちょこちょこっと弄いじってくれよ。

「ヤシロさんが正式な住民になったら、お祝いをしましょうね」

　薬箱を抱かかえて、ジネットは嬉うれしそうに言う。さも、「嬉しいことばかりで大変です」とでも言いたそうな、はち切れんばかりの笑え顔がおで。

「今のうちから準備を始めた方がいいかもしれませんね」

　ぽふっと手を打って、急にやる気に火を点つけたジネット。……まだ気が早はえぇって。

　しかし、備えか……

　この大雨のせいで食材の買い付けも一苦労なのだ。

　雨のせいで狩かりや漁が中止になってるって話も聞くし、まとめ買いをしておいた方がよさそうだな。……雨が止やんだらな。

　そんなことを軽い気持ちで考えていたのだが……俺はこの後痛感することになる。

　備えってのは、大切なんだなってことを。
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　真夜中の尿によう意いは恐おそろしい。

　抗あらがいがたいその感覚に、俺は真まっ暗くら闇やみに包まれる食堂へと下りる。

　ドアの向こうでしとしとと降り続く雨が、まるで女のすすり泣きのように聞こえて…………めっちゃ怖こわい！　怖過ぎるっ！　おのれ……っ、外便所が憎にくいっ！

　さっさと用を済ませて部屋に戻もどろうと、ドアを開けた……

「…………しくしく……しくしく……」

　……女のすすり泣きが、聞こえた…………気が、した。

　い、いやいや、あれは雨の音だ。ジネットもマグダも部屋で寝ねているし、食堂の外に誰かがいるわけがない。ましてや時刻は深夜。気のせいに、違ちがいな…………いや、いる…………雨音に紛まぎれて、微かすかに気配がする……ナニカガ、ソコニイル…………

「怖くない……怖くない……怖くなんか………………ないっ！」

　ありったけの勇気を振ふり絞しぼって、手に持ったランタンを『気配』の方へと向けると…………そのわずかに照らされた光の中に…………蹲うずくまって泣く女がいた。

「や……し………………やしろぉぉおおっ！」

「ぎゃぁぁあああああああああああああああああああああああああっ！」

　突とつ然ぜん、ずぶ濡ぬれの巨きよ大だいな影かげが俺に覆い被かぶさってきた。

　全力で振り解ほどこうともがくがビクともしない。人間とは思えない怪かい力りきで俺の体を拘こう束そくしたそいつは、ずっと俺の耳元ですすり泣き続けていた。

「ヤシロォ…………たすけて…………」

　助けてほしいのはこっちだっ!?　…………って、この声は……デリア？

　よく見ると、俺にしがみついてめそめそ泣いているのは、川漁ギルドのデリアだった。

　逞たくましいクマ人族の巨きよ乳にゆう美女がその大きな体を丸めて、俺の胸の中で泣いている。

「ど、どうしたんだよ、こんな夜中に？　そんなに濡れて……」

「あ…………あたい…………あたいなぁ…………あ……甘い物が、食べたいぃぃいっ！」

　………………うん。よく、分かんない。

「ヤシロさんっ、大だい丈じよう夫ぶですか!?　一体何があっ…………きゃっ!?」

「……ヤシロ、一体何事…………わぁお」

　おそらく、俺の悲鳴を聞いて駆かけつけてきたのであろうジネットとマグダが、デリアに抱だきつかれている俺を見て息をのむ。

「す……すみません……お邪じや魔ましました…………」

「待てジネット！　誤解だし、俺を助けてくれ！」

　そそくさと戻ろうとするジネットを必死に呼び止め、なんとかかんとかデリアを宥なだめすかして、俺は解放された。……ちなみに、トイレにはマグダが付いてきてくれた。







「騒さわがせて、悪かったな」

　真っ赤に泣き腫はらした目で、デリアがぽつりと呟つぶやく。

　泣き疲つかれたのか、恥はずかしくなったのか、背を丸めて椅い子すに座っている。

「デリアさん、どうぞ。お水です」

「あぁ、ありがと」と、コップを受け取り、一口飲んで、デリアは目を丸くする。

「うまっ!?　なんだこれ？　ホントに水か？」

「はい。ヤシロさんが作ったろ過装置でろ過したお水です」

「ろか？」

「雨で濁にごったお水から、汚よごれや濁りを取って綺き麗れいにすることです」

　と、俺が教えてやった知識を自じ慢まん気げに語るジネット。

　デリアが「へぇ～」とコップの中の水を眺ながめるが、たぶんよく分かってないだろうな。

　大雨が降り続き、井い戸ど水みずの衛生面に疑問を抱いだいた俺はろ過装置を作った。

　井戸の水を一度ろ過して煮しや沸ふつ、その後でレモンを入れてある。おまけに、瓶びん詰づめにして井戸で冷やしてあるから美味うまさ倍増だ。

　コップ一いつ杯ぱいの水を飲み干し、デリアは長く重いため息を漏もらした。

　そして、俺たちに見守られる中、ゆっくりと重い口を開く。

「あたいさぁ……甘い物が大好きでさ。寝る前に甘い物を食べないと怖い夢を見るんだ…………とってもとっても怖い夢なんだ…………泣いちゃうくらい怖いんだ……っ」

　普ふ段だんのこいつからは想像も出来ない、なんとも意外な告白だ。……泣いちゃうのか。

　デリアが言うには、連日の大雨で川漁は中止となり、何日も仕事が出来ていないらしい。四十二区の川漁ギルドだ。ギルド長といえど蓄たくわえなどあるわけもなく、金銭的な理由から甘い物を我が慢まんしていたのだが…………それが限界に達したらしい。

「誰かに借りろよ。副ギルド長のアライグマがいただろ？　オメロとかいうヤツ」

「ダメだ。ギルド内での金銭のやりとりはどんな理由があろうと禁止だ！」

　結束が乱れるからと、デリアは言う。ギルド長故ゆえか、そういう規則は絶対に破れないのだそうだ。泣くほど困ってるくせに。

「それでな、仕事が出来ない間、オメロに泳ぎを教えてやることにしたんだよ。あいつ、泳げないから」

「泳げないヤツが副ギルド長やってていいのか、川漁ギルド……」

「オメロを川に連れて行ってさ、泳がせてみたんだけどさ、物の五分ほどで浮うかんでこなくなっちゃってさ……」

「溺おぼれてんじゃん!?」

「参ったよ……授業料もらってないのに」

「そこじゃない、参るポイント！」

　大雨の後で氾はん濫らんしている川で泳ぎの練習とか、金づちじゃなくても溺れるっつの！

「川底から引き揚あげてやったんだけど……あいつ、家に閉じこもって出て来ねぇんだ」

　なんでかなぁみたいな顔をするデリア。

　教えてやろうか？　それがトラウマってヤツだ。

「でもよかったです、オメロさんがご無事で」

　ほっと胸を撫なで下ろすジネット。無事かなぁ、今の話……？

　甘い物が食えないだけで人命が危機にさらされたのか。深刻な問題だな。

「あの、もう一杯いかがですか？　それとも、温かいお茶にしますか？」

　空いたコップを見てジネットが申し出る。だが、デリアの表情は冴さえない。水やお茶では、今のデリアを元気づけることは出来ないだろう。

　仕事がない、か。なら、川漁ギルドの連中はみんな暇ひまだってことだよな…………よし。

「マグダ。妹たちの教育は今どれくらいだ？」

「……ほぼ完かん了りよう。何度も練習させて、味も安定してきた」

「接客は？」

「……それはロレッタが担当していた。不安もあるが、基き礎そは完了している」

　さらに、ウーマロに依い頼らいした屋台もすでに完成している。移動販はん売ばいの準備はほぼ整っているわけだ。…………あとは経験、か。

「マグダ。何度も練習させた『成果』は、まだ残ってるか？」

「……食べきれなくて保存してある…………持ってくる？」

「あぁ。頼たのむ」

　マグダが厨ちゆう房ぼうへ向かうのを見送り、俺はデリアに話を持ちかける。

「デリア。商談をしないか？」

　覇は気きのない視線がこちらに向く。完全なエネルギー不足だ。まるでデリアらしくない。

　なので、俺がそのエネルギーを補ほ充じゆうしてやろう。……条件付きでな。

「実は俺たち、明後日あさつてから移動販売ってのを開始するんだが……あ、ちょうど来たな」

　話の途と中ちゆうでマグダが戻ってくる。袋ふくろに入ったハニーポップコーンを持って。

「……ご覧あれ」

「お……おぉっ…………こ、これはっ!?」

　マグダが差し出した袋を覗のぞき込んで、デリアの耳がピンッと立った。鼻がひくひくと動き、口元がふにゃ～んと緩ゆるむ。緩みまくる。

「はぁぁあ…………甘い匂においがするぅぅう～……っ！」

「一つ食ってみろ」

「い、いいのか!?」

　俺が頷うなずくと、デリアはハニーポップコーンを一ひと粒つぶ摘つまみ、そっと口の中へ入れる。

「──っ!?」

　瞬しゆん間かん、デリアの全身に電気が走った。全身がぶるっと震ふるえ、クマ耳と尻しつ尾ぽがぶわっと毛を逆立てて一回り大きくなる。

「……う………………ぅぇえええええええっ！」

　泣き出したっ!?

「あまいよぅ…………おいしいよぅ…………」

「そんなに飢うえてたのかよ……ほれ。もっと食え」

「い……いい、のか？」

「いいから。なんなら、全部食っちまえ」

「ヤシロッ！　大好きだっ！」

「どぅっ!?」

　全力で抱きつかれた。……力加減、考えろや…………軽トラに轢ひかれたかと思ったわ。

　その後、再びジネットとマグダに手伝ってもらってデリアを引き剝はがしてもらう。

「うぅっ！　あたい、今すげぇ幸せだぁ！」

「そいつを報ほう酬しゆうに、頼みたいことが……」

「やるっ！」

「いや、まぁ、とりあえず話を聞いてから……」

「なんでもやる！」

　聞けよ、人の話！

　あとお前、『精せい霊れいの審しん判ぱん』って知ってる？　不用意な発言多過ぎるぞ。

「本番を前にテスト販売を行いたいんだ。そこで、川漁ギルドの連中を集めて、『客役』になってもらいたい」

「あたいらが買うのか？　けど、あたい……そんなにお金が……」

「デリアはいいんだ。お前はこっち側だから」

「こっちがわ？」

　デリアには、陽ひだまり亭ていの『超ちよう期間限定臨時バイト』として移動販売の手伝いをしてもらう。仕事内容は、テスト販売のための客役を集めること。

　そう、あくまで『客役』だ。一応金はもらうが、割引はしてやる。その代わり拙つたない接客やミスに関しては大目に見てもらうし、感想や意見も言ってもらう。

　商売なんてのは、実際やってみないと分からないことがあまりに多い。

　それに、売り子初体験のハムっ子たちを慣れさせる必要もあるしな。

「つまり、あたいがウチの連中を集めて、これを買わせればいいのか？」

　と、ポップコーンを貪むさぼりながら聞いてくる。

　概おおむねそんなところだ。

「協力してくれたら、報酬としてそのハニーポップコーンを進しん呈ていしよう」

「やる！　毎日やる！」

「いや、毎日はやらなくていい」

「じゃあ店を手伝う！　暇な時手伝いに来る！」

　どんだけ欲しいんだ、ポップコーン!?

「じゃあ、まぁ……何かあったら頼むよ」

「うはーい！　甘いのもらえるー！」

　……こいつがギルド長で、本当にいいのか、川漁ギルド。

　そんな俺たちのやりとりを、終始にこにことした顔で見つめていたジネット。

　上じよう機き嫌げんで帰っていくデリアを見送った後、戸と締じまりをするついでのようにこんなことを言いやがった。

「ヤシロさんは、本当に優やさしい方ですね」

　デリアに甘い物をやったからか？　ハムっ子の練習にテスト販売を企き画かくしたからか？

　バ～カ。どっちも利益のためだっつーの。接客業は第一印象が重要なんだよ。

　本番でミスをしないように徹てつ底てい的にしごいてやらなきゃな、なんてことを思いつつその日は眠ねむりに就ついた。







　翌日。河原のそばでテスト販売が行われた。

　川の水は大雨のせいでかなり増していて、茶色く濁り轟ごう々ごうと流れていた。

　川が氾濫しないようにと川漁ギルドの連中が積み上げていた土ど囊のうのそばに、俺たちは屋台を設置していた。この辺りが一番安全らしい。

　川漁ギルドのオッサンたちに見守られる中、妹たちが懸けん命めいに声を絞しぼり出す。

「「「い、いらっしゃいませ～！」」」

「「「かっ、可愛かわええぇ～っ！」」」

　お揃そろいのコスチュームを身に纏まとった妹たちに、オッサンたちはデレデレである。緊きん張ちようしている様がきゅんとくるらしい。……激しく気持ち悪いが、好こう感かん触しよくには違ちがいない。

「よぉし、お前ら！　買い占しめろ！　食いきれない分はあたいがもらってやるから！」

　その場にいる誰だれよりも張り切っているデリアの声が轟とどろく。……デリア、知ってるか？　それ、『タカリ』って言うんだぜ？　いや、『カツアゲ』か。

　始める前には、川漁ギルドのオッサンたちも『スラム』の住人に対する忌き避ひ感を持ってるんじゃないかと危き惧ぐしていたのだが、事前にデリアから「ヤシロの知り合いに失礼を働いたヤツはあたいが直々に『洗う』！」とのお達しがあったそうで、最初から笑え顔がおで出で迎むかえてくれた。……まぁ、その笑顔ってのはかなり引き攣つっていたけどな。

　ちなみに『洗う』ってのは、数日前にオメロが味わった災難みたいなことだな、うん。

「なぁ、アラワレグマ人族のオメロ」

「アライグマ人族だよ！」

　トラウマを負ってもなお、デリアには逆らえない副ギルド長は、健けな気げにも本日の招集に応じていた。脆もろいくせに強い精神を持っているヤツだ。……にしても、今日もブーメランパンツなんだな、お前は。泳げもしないくせに。

　屋台から少し離はなれた位置で、列を成すオッサンどもとそれに対応するハムっ子、そして元気いっぱいに張り切るデリアを眺ながめて会話する。

「正直なところ、どんな感じだ？」

「親方か？　めっちゃ怖こわい」

「違ちげぇよ！　ハムっ子たちだ！」

「あぁ、そっちか……。いいんじゃないか？」

　ほんの少し目を細めて、頰ほおを搔かきながら、オメロは真面目まじめな顔で言う。

「最初聞いた時は、どんなもんかと思ったんだがな。可愛かわいいもんじゃないか」

　ひらひらのワンピースに可愛らしい三さん角かく巾きん、鮮あざやかな色合いのエプロンを身に纏いぱたぱたと駆かけ回る妹たち。

　一方の弟たちは、妹たちのコスチュームに色味を合わせたハッピにねじり鉢はち巻まきだ。

　見た目の可愛さと衛生面に気を遣つかった衣装にしてみたのだが、小こ柄がらなあいつらにはよく似合っている。

「オレは、断然応おう援えんするぞ」

　デカいアライグマの手が俺の肩かたに置かれる。その手は、……ぷるぷる震えていた。

「あの荒すさみまくってた親方をよくぞ鎮しずめてくれた……っ！　あの屋台が、オレたち川漁ギルド一同の命運を握にぎってんだ、全力で応援するぜ！」

　甘い物があればデリアの機嫌がよくなる。……お前、結局デリアが怖いだけじゃねぇか。

　しかしまぁ……

「お嬢じようちゃん、こっちにポップコーン二つ！」

「はぁ～い」

「おい、坊ぼう主ず！　手ぇ止まってんぞ！　頑がん張ばれ頑張れ！」

「大特急でお届けー！」

　……なんとかなりそうでよかった。

「ふふ……いい顔するなぁ、兄ちゃん。すげぇ楽しそうだぞ」

　俺の顔を横目で見て、オメロがそんなことを言う。

　何を言ってんだこいつは？

　移動販売が上手うまくいけば莫ばく大だいな利益が生まれる。そりゃあ、いい顔くらいするっつの。

　見けん当とう違ちがいなことしか言わないオメロを置いて、行列に若じやつ干かんパニックを起こしているハムっ子たちのもとへと向かう。

「ほらほら。忙いそがしい時こそ落ち着いて、一つ一つの仕事を正確に行うんだ」

「「「はぁーい！」」」

「「「やってるー！」」」

　必死な声で返事をするハムっ子たち。相当テンパっているようだ。

　何にそんな苦戦しているんだと、三人で固まっている妹たちを覗き込むと……

「みっつだから、ふたつ分のにひとつ分を足して……おつりは……えっと……」

　なんかの枝で地面に計算式を書いていた。……暗算、出来ないのか？

「なんだ、ハムっ子たちは計算が出来ないのか？」

　俺の隣となりから、デリアが同じようにハムっ子たちを覗き込む。

「できるよー」

「ちょっと時間かかるけどー」

「お姉ちゃんに習ってるー」

　この街には学校なんてものがないから、計算を教えるのは家族か、同じギルドの年長者ということになる。の、だが……ロレッタに教わっているって、ロレッタも計算すげぇ遅おそいじゃねぇか。そりゃ上達しねぇよな。

　今度、教えてやるか……いや、一目で分かるおつり計算表でも作った方が早いか。

「しょーがねぇなぁ、あたいが手本を見せてやるよ。……ん、おつりは70Rbだ」

「「「はや～い！　すご～い！」」」

「へへっ、そうか？　んじゃあ、やってみろ」

「「「むりー」」」

　まぁ、暗算を『見て』覚えろってのは無理があるよな。

　しかし、デリアは計算が出来るんだな。意外ではあるが、ギルド長なんだから当然か。

　それからしばらくの間、デリア先生の暗算教室が開かい催さいされ、ハムっ子たちに計算のコツなんかを教えてやりつつ、並行してテスト販はん売ばいは続けられた。

　ハムっ子たちから緊張が取れ始め、徐じよ々じよにではあるが忙しさにも慣れてきたかなぁというところで、時刻は昼飯時へと差し掛かかる。

「みなさ～ん。お昼ごはんですよ～！」

　素す晴ばらしくいいタイミングでジネットが河原へと弁当を持ってやって来た。

「「「おべーんとー！」」」

　ハムっ子が持ち場を離れてジネットへと群がる。あいつら……職務放ほう棄きしやがって。

　まぁ、腹が減る時間だから……今日はセーフとしてやる。明日あしたからは許さないがな。

「お弁当、持っていかれちゃいました」

　空いた両手をこちらに向けて笑顔で近付いてくるジネット。

　向こうでは、ハムっ子たちが弁当を広げて盛大に盛り上がっている。

「あいつら……ったく、はしゃぎやがって」

「うふふ……。楽しそうですね」

「テスト販売が上手くいってるからな。初めての接客業が楽しくて仕方ないんだろうよ」

「そうなんでしょうね、きっと。でも、そうではなくてですね……」

　くるっと体を反転させて、ジネットがジッと俺の顔を覗のぞき込んでくる。真正面から。

「ヤシロさんが、楽しそうだなって思いまして」

　……は？　俺が？

　俺はただの付き添そい兼けん、監かん視し役兼、鬼おに教官だぞ。楽しめる要素なんかどこにも……

「ほら、この辺が凄すごく楽しそうです」

　そう言って、俺の頰をぷにっと人差し指で突つつく。

[image: ]

　そして、くすくすと口元を隠かくして笑う。…………こいつは。

　俺はただ、移動販売が上手くいきそうだからちょっと喜んでるだけだっつの。

　そもそも、俺はガキがそんなに好きじゃないっつってんだろうが。……ったく。オメロと似たようなこと言いやがって…………

「ジネット。今後お前を『ブーメランパンツ』と呼んでやろう」

「ぅえっ!?　な、なんでですか!?　わたし、そんなの穿はいてないですよ!?」

「『ブーメランパンツ（穿いてない）』」

「ふにょっ!?　も、もう！　やめてくださいってばっ」

　赤い顔をして俺をぽかぽか叩たたいてくる。ふん、痛くもない。……少しは反省しろ。

　ほどなくして、マグダたちをあまり待たせられないからと、ジネットは帰っていった。

　その後もハムっ子たちは練習を続け、日が傾かたむき始めた頃ころにテスト販売は終しゆう了りようした。







　陽だまり亭の裏庭に、移動販売用の屋台が二台並んでいる。

「ハムっ子たちがかなり頑張ってくれたッスから、いい仕上がりになっているッスよ」

　と、ウーマロが太たい鼓こ判ばんを押すほど、機能も見た目も申し分がない。

　その仕事ぶりを見て、ウーマロはハムっ子たちを随ずい分ぶんと気に入ってくれたようだ。

「あいつらはまだまだッスけど、ガッツがあるッスから、鍛きたえがいがあるッス！」

　技術の継けい承しようというのは、やはり面おも白しろいものなのだろうか。

　そういえば、親方も俺に物を教える時はすげぇ楽しそうな顔してたっけ……

　そんな、ウーマロの自信作、『陽だまり亭二号店』及および『陽だまり亭七号店』が、いよいよ本格始動する。初うい陣じんを華はな々ばなしく飾かざるべく、こちらも気合い十分だ。

　ちなみに、なぜ二号店と七号店かというと、「そんなにたくさん支店があるのか」と錯さつ覚かくさせることで安心感を与あたえる効果と、「ならどこかに本店があるんだな」という宣伝効果が見込めるからだ。

　店の名前など好きに付ければいいのだ。文句があるなら、ラーメン屋の二じ郎ろうさんとこに行って「太た郎ろうを出せ！」と言ってこい。これは決して噓うそではない。

　並ぶ二台の屋台を背に、売り子担当のハムっ子たちへと声をかける。今日もお揃いのコスチュームをビシッと着込んでいる。

「二号店は妹たちに、七号店は弟たちに任せる」

「「「「任されたー！」」」」

　元気がいいのは弟たちの方だ。

　昨日のテスト販売の成功が自信をつけさせたようで、「絶対完売させる！」と意気込んでいる。初めての仕事に対し緊きん張ちようしていないのは大いによろしい。

　だが、一方の妹たちは……

「……売れるかなぁ？」

「全然売れなかったらどうしよう……」

「そうしたら、あたしたちクビ？」

「そんなの、やだ……」

　ネガティブである。

　昨日の成功を褒ほめてやっても、「みんな、お兄ちゃんのお友達だったから……」と浮うかない表情で、不特定多数を相手にする不安が拭ぬぐいきれていないようだった。

　本当は、バカどもに付いていってしっかり見張っていたかったのだが……やはり妹たちを放ほうってはおけない。俺は妹たちの方に付いていくことにした。

「ではみなさん。頑張ってきてくださいね」

「……健けん闘とうを祈いのる」

「あんたたち、真面目まじめに働くですよー！」

　陽だまり亭の面々が見送りに出てくる。あまりに和なごやかな笑えみに、戦地に赴おもむくってほどの緊張感はないのだが……いっちょ気合いを入れていくか。

「よし、それじゃあ売って売って、売りまくるぞ！」

「「「「おぉーっ!!」」」」

　そんな掛け声と共に、俺たちは二台の屋台を曳ひいて陽だまり亭を出発した。







「ありがとうございましたー！」

「ございましたー！」

　元気いっぱいの声が、四十二区の大通りにこだまする。

　妹たちが、去っていく客の背中に深々と頭を下げる。

　そうこうしている間にも、次の客が注文を寄よ越こしてくる。

「おい、次は二人前、その次は三人前だ！」

「はーい！　ただいまー！」

「お兄ちゃん、こっち、計算ー！」

「早見表があるだろ！　ったくもう、全部で80Rbだ！　数え間ま違ちがえるなよ！」

「はーい！」

　本当は見守るだけに止とどめておこうと思ったのだが、予想を上回る大だい盛せい況きようで、接客に慣れていない妹たちだけでは到とう底てい捌さばける数ではなかった。今も、屋台の前には長ちよう蛇だの列が出来ている。こんな状じよう況きようでは傍ぼう観かんなどしていられない。

　この様子じゃ、弟たちの方はてんてこ舞まいになっていそうだ。

　こっちが一段落したら見に行ってやる必要があるだろう。

「ポップコーン、残りわずかー！」

「陽だまり亭に走って追加をもらってこい！」

「うんーっ！」

　妹が一人、全速力で駆かけてい…………って、速ぇなっ!?　チョコチョコチョコチョコッて、さながら小動物のような足さばきで驚おどろくようなスピードで走り去っていく。

　また意外な一面を見つけてしまった。

「ふぃ～、暑い～……お兄ちゃん、コレ取ってい～い？」

「ダメだ。髪かみの毛が入ると不衛生だろ。我が慢まんしろ」

「むぅ～……」

　膨ふくれる妹。だが、衛生面は最重要事じ項こうだ。疎おろそかには出来ない。

　それに、三さん角かく巾きんを頭に巻いたこいつらは割と可愛かわいい。チラホラと、妹たちに見み惚とれて頰ほおを染めている男がいる。そういう効果もあるわけだ。

「すご～い！　目が回りそ～！」

　くるくると、屋台の周りを動き回る妹たち。

　その働きっぷりと、動きの可愛さがいいギャップを生み出して、列を成す客たちには好評を博している。

　これなら、ハムスター人族が街に溶とけ込むのに、そう時間はかからないだろう。

「よし、そろそろいいかな」

　最初に殺さつ到とうした客足も一段落し、妹たちも少しずつ慣れてきた。

　あとはこいつらだけでもなんとかなりそうだ。

「なぁ。俺、ちょっと弟の方見てくるから、こっちは任せるな」

「うんー！」

「まかせてー！」

「よし！　じゃあ、何かあったらすぐ呼びに来てくれ」

「「「はーい！」」」

　元気いっぱいの笑顔に見送られ、俺は屋台を離はなれた。

　きっと向こうも大盛況で、弟たちが調子に乗りまくっていることだろう。

　……と、そんなことを考えていたのだが。そいつは見当外れだった。







「……なんだ、これは？」

　陽だまり亭七号店の前には、客が一人もいなかった。

　人通りがないわけではない。人はいるのだ。

　ただ、その誰だれもが屋台から距きよ離りを取り、遠巻きに窺うかがうような視線を向けている。

「おい、お前ら」

「……あ、お兄ちゃん…………」

　屋台へ近付くと、弟たちが駆け寄ってきた。柄がらにもなくしょげかえっている。

「何かトラブルでもあったのか？」

「……なにも、ない…………」

「最初から……」

「誰も……来てくれない…………」

　酷ひどく落ち込んだ、しょんぼりとした声を漏もらす。肩かたが落ち、耳もぺたりと寝ねている。

　顔を上げると、遠巻きに見つめている連中がさっと目を逸そらしやがった。

　興味を示すガキどもの手を親がしっかりと握にぎり、押さえつけている。決して近付かせないために。決して、関かかわらせないために。

　なんて……重たくて、粘ねばっこい……嫌いやな空気だ。

　まったく、嫌になるぜ…………俺としたことがよ。

　昨日のテスト販はん売ばいで温かく迎むかえ入れられ、妹たちの方で好こう感かん触しよくを得て……こんな単純なことを見落としていたなんて。

　いや、分かっていたはずだ。ただ、甘く見ていたんだ。

　俺たちを遠巻きに取り囲む連中の目……俺はあの目に覚えがある。

　アレは、他人を蔑さげすみ、排はい除じよしようとする目だ。

　あの目は如によ実じつに語っている。




　スラムの人間が売っている物なんか、食べられない──ってな。




「……帰るぞ」

「え…………うん」

　これ以上、ここで粘っても意味はない。

　もっと根本的な打開策を打ち立てないと、この問題は解決しないのだ。

　スラムの住民に対する忌き避ひ感というものは、俺が思っている以上に大きかった。

　人のいいウーマロでさえも、最初はスラムという言葉にいいイメージを持っていなかったのだ。もっと早く気が付くべきだった。

　……こいつらを、イタズラに傷付けてしまったな。

「なに、心配すんな。俺がなんとかしてやるよ」

「…………出来るの？」

　……さぁな。それは分からん。

　だがな。

「やらないつもりはないぞ、俺は」

　このまま諦あきらめるなんざ真っ平ぴら御ご免めんだ。尻しつ尾ぽ巻いて逃にげ出すなんざ出来るかってんだ。

　折せつ角かくのビジネスチャンスだぞ。きちんと売ればかなりの売り上げになるのだ。

　ただ、そうするためには少々時間がかかるだけで……

　弟たちは、妹たちと違ちがってどこからどう見てもハムスターだ。スラムの住人であることが一いち目もく瞭りよう然ぜんなのだ。それを誤ご魔ま化かして売るという方法は取れない。

　こいつらがちゃんと商売をするためには、ハムスター人族の地位を向上させなければいけない。信しん頼らいを回復させなければいけない。

　それが、すげぇ大変なことなんだけどな。

「お兄ちゃん……」

　弟の小さな手が、俺のズボンを摑つかむ。震ふるえる指がギュッと握られる。

「……僕たち、……いらない？」

　こんな幼い子供が、自分の存在を否定するなんて……どれだけつらいだろうか。

「アホか」

　強めのチョップを額に入れる。

「アタッ…………痛いよぉ……」

「仕事なら、他ほかにいくらでもあるんだよ。だいたいな、商売ってのは難しいもんなんだ。最初から大成功で一いつ切さい問題がないなんてこと、あるわけないだろう」

　問題が発生したのなら、その都度対応していけばいい。

「落ち込んでる暇ひまはないぞ。これからどんどん忙いそがしくなっていくからな」

「…………うん」

　空元気すら出せないでいる弟たちを横目に、しばらくは妹たちだけで移動販売をやっていくしかないな……そんなことを考えていた。

「とにかく今日は一度陽だまり亭に帰れ。作戦を練って出直しだって、ジネットに伝えといてくれるか？」

「…………うん。分かった」

　がっくりと肩を落として、弟たちが屋台を曳いて去っていく。

　遠巻きで見つめる群衆は、いまだその場に留とどまりこちらを窺っていた。

　なんだか無む性しようにイライラする。

　……だが今はそんなことよりも、妹たちの方で売れるだけ売って利益を上げることを考えなければ。七号店の分も、妹たちの二号店で賄まかなうのだ。

　そう結論付けて、俺は大通りを目指して走り出した。

　まったく、つくづく嫌になるんだが……こんな事態に陥おちいってもまだ、俺は、重大なことを失念していたんだ。

　折角、エステラが前もって忠告してくれていたというのに……




『ヤツらが必ず妨ぼう害がいしてくるだろう』と──







　妹たちのもとへ戻もどった俺は、また戸と惑まどうことになった。

　先ほどまでの行列が噓うそのように、屋台の周りに人がいないのだ。

　大通りにはそれなりの数の人がいた。にもかかわらず、誰も近付こうとはしない。

　そればかりか、遠巻きにこちらを窺うような視線を向けてきている。……これは、さっき見た弟たちの時と同じ状況……

「あ……おにぃ……ちゃん」

　屋台の陰かげに隠かくれて、妹たちが震えている。……何かがあったんだ。一目でそれが分かった。

　くそっ。一体どこのどいつが……って、こんなことをするのはヤツらしかいない。

　くそったれ……やってくれたな…………行商ギルド。

　ヤツらの対応は、俺の想像をはるかに超こえて早かった…………誤算だ。

　いや、それよりもまずは、この状況をどうにか打破して……

「おいっ！」

　状況を整理しようと思った矢先、耳みみ障ざわりなノイズが聞こえてきた。

　見ると、カマキリを哺ほ乳にゆう類るいにしたような、瘦やせた男がへらへらと笑いながらこちらに近付いてくるところだった。

「誰に許可取って、ここに店出してんだよ？」

「見て分かんねぇのか？　領主の許可だよ」

　よく見やがれと、屋台の屋根に提示されたエステラ直筆の出店許可証を指す。

「けーっ、よく出来た偽にせ物ものだなぁ、おい！」

「これが偽物に見えるのか？」

　因いん縁ねんをつける気満々なようだ。最悪、応戦も必要かと、懐ふところに手をやる。エステラに借りたナイフが、指先に触ふれる。

「そもそもなぁ、領主が、スラムの人間に許可なんか出すわけねぇだろうがっ！」

　カマキリ男がバカでかい声で叫さけぶ。

　その瞬しゆん間かん、辺りの空気が一変した。絡からみつくような、不ふ愉ゆ快かいな……「あぁ、やっぱりそうなんだ……」という、居い心ごこ地ちの悪い空気に……

　これがヤツらのやり方か……

「お……お兄ちゃん……」

　真っ青な顔をして、妹たちが俺にしがみついてくる。

「おいおい、なんとか言えよ!?　聞こえてんのか!?」

「うるせぇぞ」

　耳元でがなるカマキリ男に少し理性が切れかけた。

　威い嚇かくの視線を向けると、カマキリ男は息をのみ、体を半歩引いた。口先だけの三下ならこの程度だろう。相手にするだけ時間の無む駄だだ。

「今日はもう店じまいだ。片付けてくれ」

「え…………う、うん」

　妹たちの頭を撫なで、優やさしく声をかける。

　落ち込んでいても仕方ない。とにかく帰ろう。もう一度、作戦を練り直すんだ。

　妹たちが片付けを始めようと動き出した時、バカがまた余計なことをしやがった。

「おいコラ！　逃げんじゃねぇよ！」

「きゃあっ!?」

　カマキリ男が、近くにいた妹の頭を摑みやがった。

　恐きよう怖ふに怯おびえた妹は、必死にその手を振ふり解ほどき、パニックになって逃げ出した。

「あっ！」

　その声を発したのが誰かは分からない。群衆の中の誰かだ。

　ただ、その声をきっかけに、そこにいた者の視線が妹へと集中してしまった。

　三さん角かく巾きんが脱ぬげて、あらわになった……ハムスターの耳に。

「ほら見やがれ！　やっぱりスラムの住人じゃねぇか！　こんなもんで隠したって無駄なんだよ、無駄ァ！」

　嘲あざ笑わらうように耳障りな声でがなり立て、三角巾を地面へ叩たたきつけるカマキリ男。

　群衆の目にさらされて、耳を押さえながら蹲うずくまって泣く妹。

「…………」

　その時、俺は何も考えていなかった。

　ただ、細さい胞ぼうに刻まれた、本能以前の、もっと原始的な思考によって体が動いていた。

　すなわち──




　──敵は殺せ。




　自分でも驚おどろくような滑なめらかな動作で、俺はナイフを取り出し、躊躇ためらうことなくカマキリ男の首に刃やいばを走らせた。

　頸けい動どう脈みやくを一いつ閃せん。

　これで、うるさいノイズは一生聞こえなくなる…………はずだった。

「領内での理由なき殺せつ生しようは死罪ですよ、オオバヤシロ」

　突とつ如じよ──そんな言葉がピッタリくるほど突然の出来事だった。

　俺の目の前にナタリアが出現していた。

　鋭するどい視線がメガネ越ごしに俺を見つめている。

　俺の振り上げたナイフは、ナタリアのナイフに搦からめ捕とられ、俺の手からは消えていた。

　ナタリアの右手に二つのナイフが握にぎられている。

　そして、左手には……

「…………ぐ…………ぐる……じ…………ぃ……っ」

　口から泡あわを吹ふいて目を白黒させているカマキリ男の首が握られていた。

　気管を的確に潰つぶしている。アレは苦しいぞ。

「領主代行のお嬢じよう様さまが許可を出した店を襲しゆう撃げきすることは、そのお嬢様に盾たて突つくことと同意。つまり……私のお嬢様の顔に泥どろを塗ぬることと同義、イコォォォォール、死っ！」

　いやいやいやいや！　飛ひ躍やくし過ぎだろう!?

「……冗じよう談だんはさておき」

　笑えない冗談を真顔で言った後、ナタリアは射殺すような視線をカマキリ男に向ける。

「あなたには聞きたいことがあります。領主の館やかたまでご同行を。拒きよ否ひ権はありません」

「…………ば…………ばい…………わがり……まじ…………」

　そこでようやくカマキリ男が解放され、鈍にぶい音と共に地面へと落下する。

　ぴくぴくと痙けい攣れんしているが、生きてはいるようだ。きっと、死ぬギリギリのラインを心得ているのだろう。

「皆みなも聞きなさい」

　そして、ナタリアは、カマキリ男を握っていた左手を純白のハンケチーフで拭ふきながら、遠巻きにこちらを窺うかがっている群衆に言葉を向けた。

「この店は、正式に領主であるクレアモナ家が許可を出したものです。好むと好まざるとにかかわらず、不当な扱あつかいを行う者はこの私、ナタリア・オーウェンが許しません！」

　ナタリアの声が止やむと、辺りは水を打ったような静けさに包まれた。

　四十二区のメインストリート、毎日多くの人で賑にぎわうこの大通りがだ。

「これで客が戻るとは思えませんが、少なくとも露ろ骨こつな破は壊かい工作はなくなるでしょう」

「すまない。助かった」

「あなた自身も、短たん絡らく的な行動は控ひかえてください……そちらの無む垢くな瞳ひとみに、血なまぐさい光景を刻み込みたくはないでしょう」

　俺の背後で身を寄せ合う妹たち。

　そうだな。もう少しで、取り返しのつかないことをするところだった。

「以後、気を付ける」

「そう願います」

　事務的に言って、ナタリアはカマキリ男を担かつぎ上げる。

　……自分で運ぶんだ。部下とかいないのかよ。

「あとのことは、ご自分でなんとかしてください」

　それだけ言うと、こちらの返事も聞かずに歩き出してしまった。

　あぁ。分かってるよ。絶対成功させてやる。こんなことくらいで諦あきらめられるかよ。

　ただ一つ、あのカマキリ男に伝言出来なかったのが悔くやまれるな。

　まぁ、今度会った時にでも直接言ってやるか。

　行商ギルドの連中よ。

　お前らは、『叩き潰しても心が痛まないリスト』から──




『何がなんでもぶっ潰してやるリスト』に変へん更こうされたってな。
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　翌日の早朝。俺たちはいつものように、教会を目指して歩いていた。

　いつもと違ちがうのは、下ごしらえ済みの材料がちょっとばかり多いってことか。

「……今日は、マグダも手伝う所存」

「大人数ですからね。お願いします」

　マグダとジネットがこんなにも意気込んでいるのには理由がある。実は、本日の朝飯にロレッタ姉きよう弟だいを呼んだのだ。もちろん昨日のうちにベルティーナの許可は取ってある。

　まぁ、なんつうか。ミーティングだな。どうすれば移動販はん売ばいが上手うまくいくのか。そこら辺をガッツリ時間をかけて煮に詰つめていこうと、そういう前向きな考え故ゆえの招集だ。

「ヤシロさんは、いいお兄さんですね」

　前を歩くジネットが振り返りながらそんなことを言う。

　一体なんの話をしているのやら。ミーティングの招集をかけただけで何がいいお兄さんだ。よく分からんことでにやにやしやがって。

「元気になってくれるといいですね」

　それだけ言って、顔を前へと向ける。……ふん。

「陰いん気きな売り子じゃ、客も寄りつかないからな」

　そんな至し極ごくまっとうなことを言っただけなのに、ジネットはくすくすと肩かたを揺ゆすって笑っていた。ふわふわとジネットの長い髪かみが揺れる。

　楽しげなジネットとは対照的に、空は薄うすい雲に覆おおい尽つくされ、雨は降っていないが酷ひどく肌はだ寒ざむい。そんな空模様の中ぬかるむ道を進んでいくと、教会の前にロレッタが立っていた。浮うかない顔をして、一人で。

　……そうか。来ないのか、あいつらは。

「ロレッタさん。おはようございます」

「あ、店長さん……おはよう、です」

　ジネットに声をかけられても、いつものような元気が出てこない。

　そればかりか、俺に視線を向けてはすぐに逸そらす、なんてことを繰くり返している。

「張りきり過ぎた翌日は朝あさ寝ね坊ぼうしやすいもんだ」

「へ……？」

「たっぷり寝ねれば、また元気になるだろう。あいつらならな」

「お兄ちゃん…………。そうですね。今日だけは、寝坊を許可してやるです。姉として」

　空元気を振り撒まいて、胸を張る。……お前まで無理すんじゃねぇっての。

　通り過ぎ様にロレッタの髪をくしゃっと撫でる。

「…………お兄ちゃん、……ごめんです」

　背後から聞こえた声はあまりにも小さかったので、聞こえなかったことにしておいた。

「それでは、ロレッタさん、マグダさん。お手伝いをお願いします」

「は、はいです！」

「……任せて、ロレッタはマグダがきっちりアゴで使う」

「ほにょ!?　マグダっちょも手伝うんですよ!?　指示だけじゃなく！」

　ジネットの明るい声に後押しされるように、連中の声が少し明るさを増す。

　材料は余っちまうだろうが、今日はちょっと豪ごう勢せいな朝食を食いたい気分だ。

「やぁ、ヤシロ。朝から辛しん気き臭くさい顔をしているね」

　談話室前の廊ろう下かにエステラがいて、そんな皮肉を寄よ越こしてくる。

　移動販売の手伝いには来ないくせに、飯だけはしっかりと食いに来るんだな、お前は。

「栄養価が全部腹に行け」

「ちょっ!?　またそういう不ふ吉きつなことを！」

　ぷくっと頰ほおを膨ふくらませるエステラを素す通どおりして談話室へと入る。

「気を遣つかわれ慣れてないのが、顔に出てるね」

　すれ違い様ざま、そんな言葉を寄越して、俺の足を止めやがる。ふん。知った風な口を……

「大方、『会わせる顔がない』とか、思ってるんじゃないかな」

「誰だれがだよ」

「で？　元気づけてあげるつもりが、逆に気を遣わせちゃって戸と惑まどっているのかい？」

「さっきから、なんの話だ？　主語がねぇから、よく分かんねぇぞ」

　エステラを無視して適当な椅い子すへと腰こし掛かける。と、その背後にエステラが立つ。

　……背はい後ご霊れいか、お前は？　清めの塩を振ふりかけるぞ、コノヤロウ。

「らしくないよね」

　不意にかけられたその言葉は、いつもとは違う柔やわらかい雰ふん囲い気きを纏まとっていた。

「他人を助けるフリして、自分が一番おいしいところを持っていく。そういう男だったんじゃなかったのかい、君は？」

「人聞きが悪いな。俺ほど心優やさしい人間はそうそういないぜ？」

「ふふ……もし君が本当にそういう人間に生まれ変わろうとしているのなら、ボクは歓かん迎げいするべきなのかもしれないね……けど」

　こつんと、軽いげんこつがつむじを叩く。

「らしくないよね」

　言いたいことだけ言って、エステラの足音が遠ざかっていく。

「わ～、エステラお姉ちゃ～ん！」

「見て見てー！　アケビー！」

「お、みんなで採りに行っていたのかい？」

「うん！　ハムっ子ちゃんたちにあげるのー！」

「あとで届けに行くんだよー」

　廊下からガキと戯たわむれるエステラの声が聞こえてくる。

　賑やかな声はそのまま遠ざかっていき、厨ちゆう房ぼうへと向かった。

　声が消えると、談話室には静せい寂じやくが落ちた。俺一人だけが存在する空間。

　いつも賑やかな場所が静かだと、なんだか気温が下がったような肌寒さを感じる。

　テーブルが部屋の隅すみに除よけられ、大人数が入れるようなレイアウトに変更されている。そのせいもあるのかもしれないな、少々気分が落ち着かないのは。

「だ～れだ？」

　そんなお茶目な言葉が聞こえて、突とつ然ぜん俺の両目が塞ふさがれた。

「……このおっぱいの揺れる音は……ベルティーナさんですね」

「うふふ。懺ざん悔げ室へ行きますか？」

　耳をぴっと摘つままれた。ベルティーナの説教は長いから御ご免めん蒙こうむりたいところだ。

　すべてを知っているような穏おだやかな笑えみを浮かべるベルティーナは、やはり、すべてを知っていたようで、子供たちと採りに行っていたのであろうアケビを俺へと手て渡わたしてきた。

　よく熟うれて皮が弾はじけたアケビは、ほのかに甘い香かおりがした。

「アケビって……匂においがないと思ってた」

「そうですね。あまり印象に残るようなものではないですね」

　ベルティーナの細い指が、丸みを帯びたアケビの実を撫なでる。

「けれど、こうして静かな場所で、心を穏やかにして向き合えば……これまで気が付かなかったことにも気が付けたりするものです」

　すっと、俺の手からアケビを取り上げ、割れていた部分を広げるように実を押し曲げる。ぱっかり口を開いたアケビを再び俺の前へと差し出してくる。

「走り続けるのも人生。立ち止まってみるのもまた、人生ですよ」

「さぁ、お食べなさい」とでも言わんばかりに差し出されたアケビは、何かを暗示させるものなのか、はたまた、美味おいしいものを食って元気を出せという単純な励はげましなのか……

「食べるのも人生、食休みもまた人生……ですね」

「そうですね。食休みの間は『この次に何を食べようか』と考えることが出来ますから、大切な人生の一部ですよね」

　俺の皮肉を、無む邪じや気きな笑みで跳はね返す。まったく……どいつもこいつも。心配しているみたいな顔しやがって。別に、俺は……

「食べないなら、私が食べちゃいますよ」

「……食いますよ」

「半分こでもいいですよ？」

「だから、食いますって」

「スプーンを持ってきますね、二つ」

「いや、ちょっと待って！　持ってくな、食うから！」

　結局、アケビは半分食われ、代わりに「てへぺろっ」的な可愛かわいらしい笑みを真正面からもらったわけだが……得した気分にはなれなかったな。

　ただ、まぁなんとなく、気持ちが軽くなったような気がした。







　朝食を終えて帰路を進む俺たちの前に、デリアが現れた。

　陽ひだまり亭ていの方向から歩いてきて、俺たちを見つけるや駆かけ寄ってくる。

「おーい、ヤシロ！」

　どうやら、陽だまり亭で俺たちの帰りを待っていたらしい。……で、待ちきれずにうろうろしていたのだそうだ。

「な、なぁ、移動販売がダメだったってホントか？」

　どこから聞きつけたのか、デリアは不安そうな顔で俺へと詰つめ寄ってくる。

　テスト販売で関かかわった身として、心配してくれているのかもしれない。

「ウチの連中が、何か変なこと教えたせいなんじゃないかって思ってさ……」

「そんなことはないですよ」

　取り乱すデリアを落ち着かせるような声こわ音ねで、ジネットがふわりと言う。柔らかくて優しい、けれどしっかりと耳に届く、そんな声で。

「弟さんも妹さんも、みなさんとても楽しそうでしたし、川漁ギルドのみなさんには感謝しています。それに、移動販売はダメになんてなっていませんから」

　自信たっぷりに言って、そして、大きな瞳ひとみをこちらへ向ける。

「ね？　そうですよね、ヤシロさん」

　ジネットの顔に浮かんでいたのは、信しん頼らいとも確信とも少し違ちがう、けれど確固たる自信を窺うかがわせるような……未来は当然明るいと知っているような、そんな自然な笑みだった。

「……当然だ」

　利益を上げずに逃にげ出すなんてあり得ない。

　俺が断言すると、ジネットはにこりと微笑ほほえみ、デリアはほっと胸を撫で下ろした。

　心配性しようだな、どいつもこいつも。

　だいたいガキなんてのはな、少々厳しめに躾しつけてやった方がいいんだ。世の中の厳しさを知れば、その分大きく成長出来るからな。なんでもかんでも面めん倒どう見てやって、世話を焼いてやるのは間違ってんだよ、そもそもが。

「なぁ、ロレッタ。弟妹たちは今、何してんだ？　まだ寝てんのか？」

「今は、えっと……家にいるです」

　俺を気にする素そ振ぶりを見せて、ロレッタが言葉を濁にごす。

「まぁ、家で何か雑用でもさせとけば、そのうち元気になるですよ」

　そのセリフは、『弟妹が家でしょげかえっている』と白状しているようなもんだぞ、ロレッタ。お前は気が付いていないのかもしれんがな。

「デリアちゃ～ん！」

　と……陽だまり亭の庭から、鼻にかかったような甘ったるい声が聞こえてきた。

　誰かいるのか？

「あ……あいつのこと忘れてた」

　ハムっ子のことで頭がいっぱいだったのか、デリアは連れの存在をすっかり忘れていたらしい。……忘れんなよ。

「なんか、そろそろ大雨が来るからって、あたいに会いに来たヤツがいてさ」

「ねぇ、デリア。今の声って、もしかしてマーシャかい？」

「あぁ、そうだぞ。なんか、マーシャのヤツがエステラにも会いたいって言っててさぁ。ここなら会えるかと思って連れてきたんだよ。お前ら知り合いだったんだな？」

「うん。まぁ……友達、かな」

「そうなのかぁ。世の中って狭せまいなぁ」

「ね～！　デリアちゃ～～んってばぁ～！」

　意外な繫つながりを発見して嬉うれしそうなデリアと、なんだか妙みように俺を見てくるエステラ。そして、そんな二人のせいでさらに放置されるマーシャとかいう名の人物。

　声の主がマーシャだと分かった時のエステラの反応……俺をチラッと見てから目め尻じりをひくっと引き攣つらせたあの感じ…………マーシャってのは、巨きよ乳にゆうだな？

「デリア。紹しよう介かいしてくれないか？」

「あぁ、いいぞ」

　ふふん！　と、エステラに視線を向けると、物もの凄すごく嫌いやそうな顔をされた。

　お前がそういう顔をする時は、大たい抵てい俺に利がある時だ。楽しみだなぁ。

　デリアを先頭に、荷車を曳ひきつつ陽だまり亭へ戻もどると──




　庭に、人魚がいた。




「あれぇ～？　なんだか人がいっぱ～い☆」

　舌足らずで鼻にかかった、聞く者の脳みそをとろけさせてしまうような甘い声の主は、まさに絵本に出てくる人魚そのものだった。

　おっとりとした垂れ目の脇わきには泣きボクロがあり、気だるげな表情は妖よう艶えんさを遺い憾かんなく発揮している。緩ゆるくカーブした口元は甘えん坊ぼうのようにすぼめられ、大人の色気の中に少女の可愛らしさを覗のぞかせる。

　下半身が魚故ゆえの処置なのだろう、マーシャは改造荷車に搭とう載さいされている大きな水すい槽そうの中に入っていた。水槽がガラス張りじゃなくて、湯船みたいになっているのが非常に悔くやまれる。

「みなさ～ん、初めまして～☆　海漁ギルドのギルド長、マーシャだよ☆」

　俺たちに挨あい拶さつするためか、マーシャは水槽から体を出して、水槽の縁ふちへと腰こしを掛かけた。

　ありがとう、マーシャ！　分かってるな、お前！

　しなやかな腰のラインから視線を上げていくと、頰ほおずりしたくなるようなお腹なか……そして、指を埋うめればのみ込まれてしまうであろう柔やわらかそうなおっぱい。爆ばく乳にゆうだ。京都の水みず菓が子しのようなぷるぷるとした質感は見る者に幸福な気持ちを与あたえてくれる。

　清せい楚そな気品を感じさせつつも、その迫はく力りよくはキングサイズ。

　そんな暴あばれん坊バストがたった二枚のホタテ貝に覆おおわれている。左右に一枚ずつ、もちろんホタテ貝などではそのすべてを隠かくすなんて不可能だ！

　横から下から谷間から、豊かな乳ち房ぶさが顔を覗かせている。

「あ～、エステラだぁ～！」

「マーシャ……」

　マーシャはエステラを見つけるとひらひらと可愛らしく手を振ふった。

「君はまた、こんな内陸にまで遊びに来て……少しは人魚としての自覚を持って……」

「今日はと～っても大事なお話があるから、特別だよぉ～☆」

　随ずい分ぶんと親しげだ。そういえばエステラは海で魚を捕とったりしていたっけな。なら……

「おい、エステラ。なぜもっと早くこのおっぱいを紹介しなかった!?」

「そういう反応が目に見えていたからだよっ！」

　くっそぉ、エステラめ！　おっぱいの独どく占せんは許されざる罪なんだぞ!?　日本だと一発で実じつ刑けいを喰くらうレベルだ。

「うふふ。面おも白しろい子だねぇ☆　君がオオバヤシロ君？」

　なぜ俺の名を？　デリアから聞いたのか？　……なんてことを考えていると、マーシャが俺の顔を覗き込んできた。とろけるような瞳が妙に色っぽい。

「行商ギルド相手に、盛大にケンカを吹ふっかけたんだってね？」

　……ちっ。そっちで名を知られていたのか。

　エステラの話では、行商ギルドや海漁ギルドは全区を股またにかける大手ギルドで、領主にも引けを取らない権力を持っているとか……もしかしたら、行商ギルドに対する仲間意識で俺を疎うとんでいるかもしれない。

「思ってたより可愛い顔なんだねぇ☆　ねぇ、撫でてい～い？」

「……は？」

「いいこいいこ～☆」

　…………えっと……俺、何されてんの？

「仲良くしてねぇ☆」

「それは、個人的にか？　それとも……」

「あ、ごめんねぇ。ギルド的にはちょっとＮＧかも☆　実はね、『ゴミ回収ギルドに海魚を売るな』って、あからさまに圧力かけられちゃったんだよねぇ☆」

　マーシャの顔は笑え顔がおのままだが、噓うそを言っている雰ふん囲い気きはなかった。

　悪意はない。だが、大手ギルド同士、何かと複雑な繫がりがあるのだろう。

　今のマーシャの言動から真意を読み取ると…………

「ギルドとして手助けは出来ないけれど、個人的には仲良くしたいってところか？」

「うん～☆　そういう物分かりのいいところ、とっても好印象だよぉ～☆」

　人好きのする笑顔と、甘え上手な性格。そして、人当たりもいいが、その実態は大手ギルドを束ねるギルド長だ。そのおっとりした微笑みの裏にどんな思おも惑わくを隠しているのか、分かったもんじゃない。

　とはいえ、友好な関係を築いておいて損はないだろう。

「まぁ、折せつ角かく来たんだ。ゆっくりしていってくれ」

「うん☆　そうさせてもらうねぇ～☆」

　友好の証あかしとして握あく手しゆを交かわす。

　どんなに見つめても返ってくるのは笑顔だけ。食えない相手だ。

　マーシャのもとを離はなれ、そっとジネットに視線を送る。

　接待ではないが、どうせなら美味うまい飯の一つでもご馳ち走そうをして好印象を与えておこうと思ったのだ。なんだかんだ言って、海の魚は捨てがたいし、四十二区では手に入らないものだからな。

　俺の意図を汲くみ取ったのか、ジネットは物凄く嬉しそうな顔をして頷うなずいた。

「マグダさん、ロレッタさん。お手伝いをお願いします。折角ですので美味おいしいものを食べていただきましょう」

「あ、ならあたいも手伝うよ」

　マグダとロレッタを連れて店内へと入るジネット。その後にデリアも続く。

　そんな四人を見送って振り返ると、マーシャがエステラに耳打ちをしていた。

　何か内ない緒しよの打ち合わせかと思ったのだが……

「エステラ、よかったねぇ。素す敵てきな人が見つかって☆」

　……なんだか、すっげぇ見けん当とう違ちがいな女子トークをしてた。

「なっ、なに言ってるのさ!?　ボ、ボクとヤシロは別にそんな……っ!?」

「へぇ～、『ヤシロ』って呼び捨てにしてるんだぁ～」

「そっ、それは……っ！　身分的差別だよっ！」

「おいコラ、そこのポンコツ貴族」

　からかわれたくらいで取り乱してんじゃねぇよ。

　まぁ、今の会話から、マーシャがエステラの正体を把は握あくしているのは分かった。

　そのマーシャが「エステラに会いたい」と言っていたのなら、こいつの持ってきた話というのは領主関連のことなのだろう。

「エステラ、真面目まじめに聞いてやれ。この大雨に関する話があるみたいだからよ」

「おっ☆　さすがヤシロ君だねぇ。噂うわさ通り勘かんが鋭するどいなぁ」

　どんな噂がどこで流れているんだか……

　くすくすと楽しげに笑うマーシャの目が、ほんの少し真しん剣けんみを増した。

「じゃあ、ヤシロ君も一いつ緒しよに聞いてくれる？」

　そうして、マーシャは俺とエステラに向けて話を始めた。

「四十二区って、一番低い位置にあるでしょ？　だから、ここから海に流れてくる汚お水すいが一番酷ひどいのね……あ、四十二区を責めてるんじゃなくて、立地的にね？」

　そんなフォローを挟はさみつつ、オールブルームと呼ばれるこの四十二の区からなる巨きよ大だいな都市で生み出された生活排はい水すいが海へ垂れ流しにされている現状と、それによる海への被ひ害がいに関する報告が短くまとめて告げられた。

　中でも、四十二区から海へ垂れ流される汚水は汚お染せん度も酷く、近きん隣りんの海を汚よごしまくっているらしい。

「デリアちゃんのところでも、汚水が海に流れないように対策はしてくれてるんだけどぉ…人間の生理現象のたまものがそのまま海に流れ着いちゃうのはちょっとねぇ……」

『生理現象のたまもの』というのは、要するに糞ふん尿にようのことだ。

　そいつがここ一ヶ月弱の降ったり止やんだりの長雨のせいで肥こえ溜だめから溢あふれ出し、汚水が川へと流れ込んでしまっているようだ。そして、そのまま海へ……か。

「少しくらいなら、お魚が食べてくれるからいいんだけど、あんまり多いとねぇ……」

「確かにそれは深刻だね……ボクの方でも何か出来ないか考えてみるよ」

「うん☆　お願いね、エステラ。それから、ヤシロ君も」

　なぜ俺に言う。そういうのは完全に領主の仕事だろうが。

　あえて返事をせずに視線を外すと、デリアが店から顔を出した。

「お～い、もうすぐ準備出来るから早く入ってこいってよ」

「わ～い、デリアちゃん、だっこ～！」

「もう……甘えんなよなぁ」

「だって、私ぃ、歩けないし☆」

　両りよう腕うでをピンと伸のばして抱だっこをせがむマーシャ。デリアは面めん倒どうくさそうに水槽へと近付き……その横に積んである樽たるを見て顔をしかめた。

「おい、マーシャ！　お前、まだこんなにたくさんあんのかよ!?」

　樽に手を突つっ込み、中に入っていたものを引き摺ずり出す。デリアの手には、漁師が使うような網あみが握にぎられていた。……無数の海かい藻そうが絡からまり悲ひ惨さんな状態になった網が。

「一体、何個持ってきたんだよ、網!?」

「ごめんねぇ☆　大雨のせいでなかなかこっちに来られなかったからねぇ」

「あたいも川の氾はん濫らん防ぐ仕事があるんだよ。こんなにたくさん引き受けられねぇよ」

「えぇ～！　そんなの、困っちゃう～！」

「困っちゃうって言われても、無理なもんは無理だ！」

　バッサリと切り捨てるデリアに、マーシャは尾おびれで海水を叩たたいて抗こう議ぎしている。

「なぁ、ちょっといいか？」

　一向に進展しない二人の言い争いに割って入る。もし俺の推察が正しければ……

「この網に絡みついた海藻を取り除いてほしいって話か？」

「そうなんだよ。こいつ、いっつもあたいに押しつけるんだ。面倒くさいったらないよ」

　デリアはこういうちまちました仕事が嫌きらいそうだもんな。

「だってぇ、私たち水かきが付いてるから、こういう細かい作業苦手なんだも～ん！」

　マーシャが甘えた声を出すが、デリアは一いつ切さい揺ゆらがない。

　ふむ。こいつは、いいな。誰だれもやりたがらない面倒なことってのは、商売のいい種だ。……この仕事、あいつらにやらせてみるか。

「しょうがねぇなぁ。俺が引き受けてやるよ」

「えっ、ホントぉ!?　わ～い、うれし～！　ヤシロ君、だ～い好き！」

　両腕をぱたぱたと振り回して、マーシャが可愛かわいらしく俺に営業用のラブラブ光線を飛ばしてくる。ちょっと勘かん違ちがいを誘ゆう発はつされそうなその勢いに、「じゃあ、そのホタテ貝をくれ！」と、言いたいところだが、今回は別の物を要求する。

「なら、『網に絡まったいらない物』は全部こっちで引き取っていいよな？」

　そんなことを言いながら、俺はジッとマーシャに視線を送る。

　強したたかで頭の切れる人魚姫ひめなら、この視線で俺の求める物が理解出来るよな？

『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』に残らない契けい約やくをしようじゃないか。

「あっ、そゆことかぁ☆　うんうん、いいよぉ。網に絡まった『ゴミ』は、そっちで処理しといてねぇ☆」

　と、空中に指で魚の絵を描えがく。──どうやら、俺の思惑は正しく伝わったようだ。

　行商ギルドに『ゴミ回収ギルドに海魚を売るな』と圧力をかけられた海漁ギルドから海魚をもらうには、「偶ぐう然ぜん網にかかった物を、こちらで処分する」以外にはない。

　マーシャもそれを理解してくれたようだ。きっとこの次に網を持ってくる時には、「うっかり取り忘れた海魚がわんさか引っかかったままの網」を持ってきてくれることだろう。

「それじゃあ、この網は預かるな」

「うんうん☆　よろしくねぇ～☆」

　ひらひらと手を振ふるマーシャ。

　海漁ギルドは網の修しゆう繕ぜんが無料で頼たのめて、俺たちは海魚を無料でもらえる。等価交こう換かんだ。

　…………だが、俺のうまみはそれだけではない。

　こっちの連中が一切気付いていないので教えてはやらないが……海藻は美味いのだ！

　特に昆こん布ぶ！　こいつが手に入ったのはかなりラッキーだ！

　ジネットの作る動物性の出汁だしも美味いのだが、やはり日本人として昆布出汁は捨てられない！　こいつを天日で干せば、きっといい出汁を出してくれる。

　ふふふ…………網の修繕くらいたやすいものだ。なにせこっちには、ハムっ子という仕事に飢うえた労働力が山ほどいるのだからな！

　ふは……ふははは！　またしても、またしても俺の一人勝ちじゃねぇか！　むははは！

「ふふっ、よかったね。いい口実が出来て」

「…………なんの話だ？」

「さぁ、なんだろうね？」

　ニヤリと訳知り顔で笑うエステラ。

　なに言ってんだ、こいつは。だから主語を話せってのに…………ったく。

「みなさ～ん、ポップコーンと焼き鮭ざけ定食が出来ましたよ～！」

　こちらの話が済んだところで、ジネットが俺たちを呼びに来た。小難しい話を終えて小腹が空いた頃ころ合あいだ。

「たくさん食べてくださいね」

　そんなジネットの言葉に、今は素す直なおに従うことにした。







　マーシャから網を預かってから数日が経たった。

　雨は降ったり止んだりを繰くり返して、道はぬかるみ、客足は遠のき、湿しつ気けばかりがたまっていく鬱うつ陶とうしい日々が続いていた。

　そんな雨間を狙ねらって、俺はスラムへと訪おとずれた。

「あー、お兄ちゃん！」

「よぉ。真面目に仕事してるか？」

「ぼちぼちでんなー！」

「……いや、そこは真面目にしとけよ」

　ぼちぼち真面目ってんなら適度に手を抜ぬいてるってことになって……まぁ、いいか。

　スラムでは、ハムっ子たちが群がって海藻を干していた。

　網に絡まった海藻を取り除き、種類ごとに分け、ゴミや汚れを綺き麗れいにしてから天日に干す。網は網で洗い、傷いたんでいるところがあれば補修する。

　そんな作業をここ数日でこいつらにみっちり叩き込んでやった。これで、どれだけ大量に網が持ち込まれても滞とどこおりなく作業が進むだろう。

「「「おにーちゃーん！」」」

　俺が来ると、いつもハムっ子が群がってくる。俺の何を気に入ってるんだか……

　改めて見ても凄すごい数だ。誰かがこいつらを養うなんてのは無理だろう。こいつら自身がそれぞれに稼かせがなければ生活は出来ない。だが、そのためには仕事の量が足りな過ぎる。

　ハムっ子たちはのみ込みが早く、どんどん技術を吸収していく。おまけに仕事は丁てい寧ねいでやる気もある。なるほど、ウーマロが教育に熱を入れるのも頷ける。

　こいつらは貪どん欲よくなのだ。仕事がしたいと、誰よりも思っているのだ。

　……こんな仕事しか振ってやれないのが、申し訳なくなるほどに。







　スラムを離れ、降り出した雨に急いで陽だまり亭に戻もどると──

「お帰りなさいませにゃん、ご主人様」

　──ナタリアがいた。……何やってんだ、こいつは？

「おや？　面おも白しろい顔を……おっと失礼、珍ちん妙みような顔をされていますね」

「言い直した方が失礼さ増量してんじゃねぇか！」

「私の挨あい拶さつは間ま違ちがっていましたか？」

「間違い過ぎてて指し摘てきするのが嫌いやになるレベルだ」

　仮に領主の館やかたでその挨拶が導入されたらどう思うよ？　……エステラ、怖こわがって家に帰らなくなるぞ。

「つかそもそも、なぜお前がここにいる？　ジネットはどこだ？」

「私は所用です。店長さんは今、奥へと行っておられますよ」

　厨ちゆう房ぼうへと視線を向けたナタリア。その体が微かすかに傾かしぐ。

　よく見ると、なんだかダルそうだな、こいつ。

「お前、風邪かぜ引いてるんじゃないか？　顔が赤いし目がちょっと潤うるんでるぞ」

「気のせいではないですか」

「それじゃ、俺に会えてときめいちゃってるのか」

「風邪です。今朝から少し調子が悪いのです。人の尊厳を踏ふみにじるような言いがかりは付けないでください」

　やはり風邪なのか。あと言い過ぎだから。俺でもたまには傷付くからな？　そこだけは忘れるな。

「あ、ヤシロさん。ちょうどよかったです」

　薬箱を持って、ジネットが厨房から出てくる。

「どのお薬をお渡わたしすればいいのか少し不安で……ヤシロさん、診みてあげてくれますか？」

「おぉ、薬か」

「お嬢じよう様さまがもらってこいと……心配いりませんと何度訴うつたえても聞いていただけなくて」

　困ったような顔でナタリアがため息を漏もらす。

「お嬢様は少し心配性しようなのです」

「無理して倒たおれられちゃ困るんだろ。いつから具合が悪かったんだ？」

「そうですね……大通りであなたにお会いする、少し前から、でしょうか」

「え……じゃあ、あん時も体調悪かったのかよ？」

「そのせいで、普ふ段だんの六分ほどの力しか出せませんでした」

「……お前はバケモノか？」

　カマキリ男とのいざこざを鮮あざやかに止めてくれたナタリア。

　アレで六分って……こいつが十割の力を発揮したらどんなことになるんだろうな。

「じゃあ、ちょっと座れ。診てやるから」

　ナタリアを椅い子すに座らせ、額に手を添そえる。細く柔やわらかい髪かみの毛が手の甲こうに触ふれ、くすぐったい。

「…………なんのマネですか？」

「熱を診てんだよ……結構熱が上がってるな。解げ熱ねつ剤ざいいるか？」

「解熱剤はいらないので、消毒液をください」

「雨の中放ほうり出すぞ、コノヤロウ」

　涼すずしい顔をして憎にくまれ口を叩くナタリアだが、やはりどこかダルそうにしている。視線にも、以前のような鋭するどさがない。

　ナタリアのメガネをズラして頰ほおに手を添える。下瞼まぶたをくいっと押し下げ、毛細血管の状態を確かく認にんする。この箇か所しよが白っぽくなっていると貧血の恐おそれがあるのだ。

「……キスをする気ですか？」

「するかっ!?」

「頰に触れたりするから……」

「診しん察さつだっつってんだろ！　……ったく。ほれ、口を開けて舌を出せ」

「…………ディープキ……」

「ちがーう！　喉のどが腫はれてるかを診るの！」

　メイド長としての威い厳げんを失わないためか、表情は一切変化しないのだが、妙みように口数が多い。……もしかして、照れてるのか？　ならもっと分かりやすく照れろよな。そうすりゃ多少は可愛くも見えるだろうに。

「喉がかなり腫れているな。紅茶があるなら、それを薄うすめてうがいするといいぞ」

「紅茶で、ですか？」

「あぁ。お茶の殺さつ菌きん作用といえば緑茶のカテキンが有名だが、紅茶テアフラビンはさらに強力な殺菌効果を持っているんだ。……って、分かんないか？」

　この街にはヨード液なんかないだろうから、紅茶うがいが最適だ。

「とりあえず、要いりそうなやつを何種類か出しとくな」

「いえ。治ち療りよう法を教えていただいただけで十分です」

「いや、薬飲んどけって」

「私はお嬢様にお仕えする使用人。使用人が薬のような高価な物を、個人的な理由で使用するわけにはいきません」

「薬は基本、個人的な用よう途とでしか使わねぇだろうが」

　個人が病気になった際、個人的に使うんだよ。

「そもそも、レジーナの薬を広めたがってるのはエステラなんだぞ？　お前が使って、この薬の効果や利便性を広めれば、エステラの思おも惑わくに合がつ致ちするだろうが」

　四の五の言わず、お前はお前の主あるじに協力していればいいのだ。

　と、そのようなことを言うと、ナタリアは驚おどろいたような表情を見せた。

「驚きました。お嬢様のためにそこまでお考えを巡めぐらせるとは……」

「いや、エステラのためっていうか……いいから、薬飲んどけよ」

「そうですね…………では、喉の薬をいただきましょうか」
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「解熱剤は？」

「熱は本当に大したことがないのです。薬に頼たより過ぎるのもよくはないでしょうから」

　まぁ、それはそうか。

　あまり薬を飲むと眠ねむたくなるかもしれないしな。もっとも、レジーナの薬に抗こうヒスタミン剤が含ふくまれているかなど、俺の知る由よしもないことではあるが。

「ジネット。喉の薬とぬるま湯を持ってきてやってくれ。あぁ、あと、何か軽く胃に入れられるものを」

「はい！　ただいま」

　ジネットがぱたぱたと厨房へと駆かけていく。

「至いたれり尽つくせりですね」

「それがこの店の『売り』だ」

　適当にそう言ってやると、ナタリアは静かに瞼を閉じた。

「なるほど……お嬢様がここを特別視される理由が、なんとなく分かりました」

　そう呟つぶやいたナタリアは、少し微笑ほほえんでいるように見えた。

「それより。ここでエステラのことを『お嬢様』とか言っていいのか？　あいつ、隠かくしてるんだろ、自分の身分を？」

「特別気を付けるようには伺うかがっておりませんので。……ですが、こちらの店長さんは私がクレアモナ家のメイド長であるということはご存じないようですよ」

　なら、エステラがお嬢様でも問題ないのか…………まぁ、ここら辺の連中はちょっとぼけ～っとしてるから、気付きはしないのかもしれないけどな。

「しかし……レジーナ・エングリンドの薬を飲む日が来るとは……」

「レジーナを知ってるのか？」

「以前、お嬢様と一いつ緒しよにお店へ伺いました……怪あやしくない物が一つもないお店でしたね」

　言い得て妙だな。

　普ふ通つうの神経をしている人間なら、進んであいつと関かかわろうなんてしないだろう。

「お店を拝見した限りでは、彼女の薬は一いつ切さい信用出来ないと思ったのですが……お嬢様が信用されているのでしたら、私も考えを改めないといけませんね」

「まぁ、最初は抵てい抗こうがあるかもしれんが……」

「いえ」

　短い否定は俺の言葉を遮さえぎり、真っ直すぐこちらに向けられた視線は次の言葉を封ふうじた。

　ゆっくりと流れる時間の中で、ナタリアは澱よどみのない声で言う。

「……あなたも、信用しているのでしょう？」

　俺に問いを投げかけてくるその瞳ひとみは、これまで見たことがないほどに優やさしく、ナタリアの中の女性らしさを垣かい間ま見みた気がした。

　これが素すの表情なのか、それともただ風邪で弱っているだけなのかは分からんが、緩ゆるやかに微笑むナタリアは、とても女性的で、美しかった。

「あぁ。レジーナの薬はよく効く。お前の風邪もすぐに治るさ」

「そうですか…………では、信用すると致いたしましょう」

　ナタリアの視線が俺から外れ、厨房へと向けられる。

　視線を追うと、ちょうどジネットが顔を出すところだった。

「お待たせしました～」

　ナイスタイミング。と、いうよりピッタリ過ぎる。

　俺が振ふり向いてピッタリってことは、……ナタリアはジネットが姿を現す前に気付いていたってことか？　気でも読めるのか？　怖っ。

　お盆ぼんにぬるま湯とカットフルーツが載のっている。

　薬は、先ほどジネットが持ってきていた薬箱から俺が選んで出してある。

「不思議な気分です。メイドの身でありながら、このようにお世話をされるだなんて」

「メイド長として仕えるべきお嬢様のために、さっさと風邪を治せってことだろ」

「なるほど……道理は通っていますね。では、失礼して」

　ナタリアはカットフルーツを一つ二つと口に運び、そして、薬を手に取る。

「私が薬を使うと、お嬢様のお役に立てるのですよね？」

「あぁ。間ま違ちがいなくな」

　エステラが忙いそがしくしていたということは、それを支えているナタリアはもっと大変だったということだ。体調を崩くずしてしまうほどに。

　そういう人間を放っておきはしない。俺の知るエステラという人物はそういうヤツだ。

　ナタリアは薬を手に持ち、ジッとそれを見つめる。少し、不安げな表情で。

「喜ばれる、……でしょうか？」

「たぶんな」

「……褒ほめられますか？」

「上手うまくいけばな」

「一緒に寝ねて、ギュッてしてもらえますか!?」

「どこまで望むんだ、お前は!?」

　褒められるくらいでいいだろうが。いいからさっさと薬を飲め。

「それでは、いただくとしましょう」

　背筋を伸のばし、非常に行ぎよう儀ぎよく粉薬を口に含み、ぬるま湯で流し込む。

　そして、真しん剣けんな眼まな差ざしで俺へ問いかけてくる。

「すぐ治るの『すぐ』とは、何秒後ですか？」

「そんなすぐ効くか！」

「私は忙しい身なのですよ？」

「そう思うなら、さっさと帰ってさっさと寝ろ！」

　……もしかしたら俺は、ナタリアという人物を買い被かぶっていたのかもしれない。なんなんだろうな、この残念美人は。デカい子供を相手にしているようだ。

「それでは、あなたの言う通りに帰って休ませていただきます」

「おう、エステラによろしく言っといてくれ」

「それは出来かねますね」

「いや、言えよ！　よろしく言うだけだよ！」

　頑かたくなに返事を拒きよ否ひし、ナタリアは帰っていった。

　ジネットに手て渡わたされた傘かさを差しながら、時折、くるりと傘を回しながら。

「ナタリアさん。早くお加減がよくなるといいですね」

「まぁな……」

　やれやれ。あまりの騒さわがしさに、沈しずんでいた気分がすっかり軽くなってしまったな。

　これを狙ねらって、ワザと変わり者のフリを……ってのは、さすがに考え過ぎか。

「……で、マグダとロレッタは？」

「二階です。ナタリアさんがいらした途と端たん、ぴゅーっと逃にげるように」

　本能がナタリアを強敵だと判断でもしたのか？　あながち間違っちゃいないが……職場放ほう棄きしてんじゃねぇよ。説教が必要だな。

　まぁ、陽だまり亭には客なんかいないから構わないけどな…………いや、客がいないのは大問題だな。そっちの対策は大至急立てなければいけない。さて、どうしたものか……

「ヤシロさん。お茶、淹いれますね」

　陰いん鬱うつな世界の中でも、ジネットの声は変わらず明るい。それが唯ゆい一いつの救いかもな。

「こんな日もあるさ」で割り切るには少々負の要素が多い、そんな日が続いている。

　空は暗く、窓を叩たたく雨が耳みみ障ざわりな音を鳴らし続ける。

　どんよりと重々しく空を覆おおい隠す雲の陰鬱さが精神に伝でん染せんしていくようだ。

　雨は時間を追うごとに強くなり、マグダとロレッタへの説教を終えた頃ころにはバケツをひっくり返したようなどしゃ降りになっていた。

　今日は早めにロレッタを帰し、早々に店じまいをすることにした。

　雨も強くなっているし、どうせ客も来ない。

　なぁに、明日あしたになればまた潮目も変わるさ。──と、無む理り矢や理りにでもそう思わないとやっていられない、そんな気分だった。

　しかし、潮目が変わるどころか……

　この日一番の災難は、閉店後──店の片付けをしている時にやってきやがった。







　激しくドアを乱打する音が店内に響ひびく。

　激しさを増した雨音に消されないようにしているのか、それともとても焦あせっているのか、とにかくそれは『ノック』などと呼べるような生易しい音ではなかった。

　ドアを開けると、マントを羽織ったベルティーナが立っていた。

　ずぶ濡ぬれになりながら、小刻みに震ふるえている。

　いつも冷静なベルティーナが取り乱したように、俺に縋すがりついてくる。俺の肩かたを摑つかむベルティーナの手は、氷で出来ているのかと思うような冷たさだった。

「……子供たちが…………っ」

　その一言で、食堂内の空気は一変した。

　ジネットの顔から血の気が引き、マグダも無表情の中に緊きん張ちよう感かんを窺うかがわせる。

　俺は俺で、情けないくらいに心臓が早はや鐘がねを打っていた。

　誰だれも何も言えず、ただベルティーナを見つめていた。

　もたらされるであろう次の言葉を、ひたすら待つだけの時間が続く。

　時間にすれば、ほんの一いつ瞬しゆんのことだったのかもしれないが、俺にはそれがとても長く感じられた。

　何も聞きたくない。けど、早く言ってほしい。

　そんな複雑な気持ちで、俺は震えるベルティーナを見つめていた。

「く、薬を…………子供たち……に…………」

「シスター」

　ジネットが、俺の肩に置かれたベルティーナの手に自分の手をそっと重ねる。

　それだけで、ベルティーナの顔に少し血の気が戻もどったように見えた。

「すみません……」

　深い呼吸をし、幾いく分ぶん落ち着いたベルティーナがゆっくりと状じよう況きようの説明を始める。

「子供たちが倒たおれました。教会にいる十人、全員がです……高熱を出し、下げ痢りに嘔おう吐と……みんなどんどん弱っていって…………このままでは……っ」

「そんな……」

「レジーナの薬はどうした？　教会にも置き薬があっただろう？」

　切せつ迫ぱくした状況に敬語を忘れてしまう。が、ベルティーナはそれを咎とがめるようなことはせず、青ざめた顔を横に振った。

「……効きませんでした。薬を飲ませても、嘔吐も、下痢も止まらず……熱も下がりませんでした…………」

　薬が、効かない？

「何か、原因に心当たりはないのか？」

「あります……実は…………」

　この後ベルティーナが語ったのは、ここ数日の集大成ともいえる、最悪な出来事だった。

「この大雨で川が氾はん濫らんし、用水路が決けつ壊かいしました。そのせいで、泥どろ水みずや汚お水すいが井い戸どに流れ込んでしまったようなのです」

「飲み水が……汚お染せんされた…………？」

　店の外では激しい雨音が、しつこいくらいに鳴り続けていた。
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　店のドアを乱打すると、嵌はめ込まれた磨すりガラスがガタガタと騒がしい音を立てた。

「レジーナ！　開けてくれ！　レジーナ！」

「はいはいはい！　今開けるさかい、ドア壊こわさんといてなぁ！」

　ドアの向こうから声が聞こえ、しばらくして店内に明かりが灯ともる。磨りガラスの向こうからぼんやりとした光が漏もれてくる。

「もぅ、なんやのんな、こんな夜中に？　夜よ這ばいにしても、もうちょっと静かに……」

「ちょっと来てくれ！」

「まぁ、待ちぃな。ちょっとは落ち着いて話を……」

「そんな暇ひまはねぇんだよ！」

　悪いが、拒否権は無しだ。俺はレジーナの腕うでを乱暴に摑み、強ごう引いんに引っ張る。

　──と、突とつ然ぜん右手に激痛が走った。

「いっっでぇっ！」

　見ると、レジーナが巨きよ峰ほう大の見たこともない植物を俺の手に押し当てていた。

「痴ち漢かん撃げき退たい用の食虫植物や。こいつの棘とげは人の皮ひ膚ふを溶とかしてまうおっそろしい溶よう解かい液を出すんやで。堪たまらん痛みやろ？」

「……痛いつぅ……、誰が痴漢だ！　危険なもん持ち歩きやがって」

「こんな夜中に突然やって来て、こっちの話も聞かんと強引に連れ去ろうなんて、立派な痴漢や！　あ、立派や言うても……下ネタやないよ？」

　……こいつ、殴なぐりてぇ。こっちは切せつ羽ぱ詰つまってるってのに。

「ウチに急用ってことは、薬が必要なんやろ？　ほならちょっと待っとり。道具があらへんかったら、薬も作られへんわ。合理的に行動せな、助かるもんも助からんようなるで？」

　はっとさせられた。……俺はまた、焦りから暴走して…………何度目だよ、ったく。

「……すまん。事情は道すがら話すから、可能な限り急いでくれ」

「任しとき。ウチ、これでもデキる女やさかい。…………あ、デキる言うても……」

「急いでくれるかな!?」

　余計なことを口走るレジーナをせっついて、薬屋を後にする。

　二人で一つの傘に入り、暗い夜道を早足で進む。

「悪かったな、急な話で」

「あんな強引に連れ出しといて、今さらやな。それに、病気っちゅうんは急にやってくるもんや。気にしてへんよ」

　レジーナは日ひ頃ごろからこういう事態を想定しているのか必要な物がすでにまとめられていた。いつでも飛び出せるように、常にその状態が維い持じされているのだろう。

「お前は、ちゃんと薬やく剤ざい師しなんだな」

「せやで。ただ美人なだけの色っぽいお姉さんやないんや、ウチは」

　どんだけ自分を持ち上げるんだよ。

「……おおきにな。困った時にウチを頼たよってくれたんは、素す直なおに嬉うれしいわ」

　少し照れくさそうに、「なはは」とはにかむレジーナ。

　これまでのこいつは、人に避さけられて頼られるなんてことなかっただろうからな。少し照れているのかもしれない。

「なら、馬車馬の如ごとく頼ってやるよ」

「その言葉おかしない？　適度に頼たのむな。ウチ、ひ弱やさかいに」

　レジーナの肘ひじが俺の脇わき腹ばらを小こ突づく。

　照れはなくなり、いつもの雰ふん囲い気きを取り戻している。

「前も借りたけど……便利やんなぁ、この傘かさとかいうの。お手軽やし、顔濡れへんし……気ぃ遣つこぅて男の方ほうが濡れてくれるし」

　急いでいたせいもあり、傘は一つしか持ってこなかった。さすがに二人で入るにはこの手作りの傘は狭せまい。ならば、どちらかが濡れてしまうのは仕方のないことだろう。

「愛のある道具やねぇ。なんや、大切にされとる気になれるわ」

　大切に……まぁ、思ってはいるか。

「おまけに傘でこう前を隠かくしてしもぅたら、真っ昼間の大通りでも人目を憚はばからずエロいこがし放題……あぁっ、傘どかさんといて！　冷たい！　ウチ今めっちゃ濡れてるて！」

　くだらないことを言った罰ばつとして傘を思いっきり自分側へと傾かたむけてやった。どしゃ降りの雨に打たれてレジーナがわたわたしている。……ったく、こいつは。

「……あぁ、ビックリした。自分、冗じよう談だん通じひんなぁ…………」

　傘を戻してやると、レジーナは肩や頭にかかった雨を手で払はらい除のける。

「けど、ようやっと落ち着いたみたいやね」

「え？」

「さっきまでの自分、今にも死にそうな顔しとったで。切羽詰まり過ぎや。緊きん急きゆう事態の時こそ、周りの人間が落ち着いて判断、行動せなアカン。せやろ？」
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　こいつ、それでワザとこんなふざけたことを…………

「あ、せや。さっきのウチがめっちゃ濡ぬれてるいうのは、別に…………冷たぁ～い！　傘持ってかんといてぇ～！」

　見直しかけて損をした。

　こいつは素すでこういうヤツなのだ。もう二度と判断を誤ったりはしない。……だが。

「少し冷静になれたよ。教会にいる連中はもっと取り乱しているはずだから、俺たちがしっかりしないとな」

「そういうことや。ほんで、教会に行くんか？」

「あぁ。ガキどもがちょっと大変なことになってな」

「置き薬が効かへんかったっちゅうことは、ちょっと難しい症しよう状じようかもしれへんな。診みてみななんとも言われへんけど」

　こいつ、教会とガキって二つのキーワードだけで状況を推測しやがった。

　つくづく頭の回るヤツだ。

「下痢と嘔吐、それから発熱もあるらしい。この雨で用水路が決壊して汚水や泥水が井戸に流れ込んだみたいなんだ」

「…………なるほど。危険やね」

　ベルティーナに聞いた話を改めて整理すると、恐おそろしいことになっているな。

　症状も、コレラや腸チフスに似ているし……抗こう生せい物ぶつ質しつなんかないぞ。どうやって治ち療りようすりゃいいんだよ。

「まぁ、とにかく診てみななんとも言われへんわ。ちょっと急ごぉか」

　俺はレジーナに歩調を合わせつつ、可能な限り急ぎ足で教会を目指した。







「ヤシロッ！」

　陽ひだまり亭ていの前まで来たところで、突然声をかけられた。

　そこにいたのはマグダと、エステラだった。

「エステラ。どうしたんだよ、こんな時間に」

「ナタリアが高熱を出してね。料金を気にして解げ熱ねつ剤ざいを固辞したと聞いて叱しかっておいたよ」

　結局熱が上がってしまったのか。

「それより、一人で来たのか？　こんな夜中に……危険だろ」

「もちろんメイドに付いてきてもらったよ。もっとも、彼女には解熱剤を持って一足先に帰ってもらったけどね」

　ナタリアの具合も深刻なのだろう。

　でなければ、こいつが一人でここに残るなんて言い出したとしても、そのメイドとやらが帰ったりしないだろうからな。……で、こいつが残った理由は、おそらく。

「話はマグダから聞いた。ボクも教会へ行くよ」

「お前が来ても仕方ないだろう？」

「レジーナ。代金はボクが持つから、出来る限りの処置をしてやってほしい」

「さすが、美人はんは男前やねぇ」

「お、男前って……それ褒ほめてないよね？」

　レジーナの返しに、エステラは苦く笑しようを浮うかべる。

　まぁ、今さら言っても大人しく帰りはしないだろうし、何より今から帰すとなれば今度こそ本当に一人歩きになってしまう。

　雨の夜道は暗く何が起こっても不思議じゃない。ここは一いつ緒しよに行動するしかないだろう。

「よし、じゃあ少し急ぐぞ。マグダも来い。戸と締じまりはしてあるな？」

「……抜ぬかりない」

　マグダが鍵かぎ束を掲かかげて見せる。外で待ってたってことは、俺が言うまでもなく、付いてくるつもり満々だったってことだからな。

「よし、じゃあ行くぞ」

　四人になった俺たちは、教会へ向かってぬかるむ道を歩き出した。







　教会に着いてすぐ、ジネットが俺たちを出で迎むかえてくれた。そのまま談話室の脇わきの廊ろう下かを通り抜けて階段を上り、子供たちの寝しん室しつへと案内される。

　二階は完全にプライベートスペースで、生活の匂においがそこかしこに感じられた。

「こっちです」

　かつては自身も暮らしていた場所を、ジネットは勝手知ったる感じで進んでいく。

　大きな子供部屋にガキどもが全員寝ねかされていた。

「レジーナさん」

　部屋に入ると、ベルティーナが俺たちのもとへやって来る。

　憔しよう悴すいしきっており、ついさっき見た時よりもさらにやつれたように見える。

「子供たちを……」

「あぁ、任しとき」

　囁ささやくような声で言葉を交かわすとレジーナは横たわるガキどもへと近付いていく。

「あ、自分らはちょっと外出ててくれるか？　空気感かん染せんする病気かもしれへんし」

　言いながら純白の布で口と鼻を覆おおう。

　ベルティーナや、ベルティーナを手伝ってガキどもの看病をしていたオバサンとお婆ばあさんには退室を求めないあたり……もし空気感染するウィルスだった場合、彼女たちはすでに感染している可能性が高いと判断したのだろう。俺たちとは隔かく離りするつもりらしい。

　レジーナは第一に被ひ害がいの拡大を防ごうとしている。非情に見えるが、賢けん明めいな判断だ。

　部屋の外へと出ると、ジネットがドアの前で祈いのるように手を組む。

「……精せい霊れい神しん様…………どうか、子供たちをお守りください」

　泣きそうな声で祈りを捧ささげる。

　それ以降、誰だれも口を開かず重苦しい沈ちん黙もくの時間が流れる。

　……俺たちが沈しずんでたって意味はない。ガキどもに不安が伝染しちまう。……なら。

「なぁ、ジネット」

「はい」

　どうでもいいことでも構わない、何か会話をしていよう。そう思った。

「中にいたババアとクソババアはどこから発生した妖よう怪かいだ？」

「ふぇっ!?　……し、失礼ですよ、ヤシロさん」

　思ってもいない言葉を耳にして、ジネットは一いつ瞬しゆん言葉に詰つまった。

　けれど、すぐに眉まゆを寄せて俺を叱る。

　非難するようなニュアンスは一いつ切さい含ふくまず、いつものように優やさしく窘たしなめるように。

「彼女たちは寮りよう母ぼさんたちです。わたしも含め、ここにいる子供たちはみんなお世話になっているんです」

　ってことは、あのババアどもはここの職員みたいなもんなんだな。

　ベルティーナが教会を空ける時は、あの寮母たちがガキどもの面めん倒どうを見ているのだろう。

「だったら、朝飯くらいテメェらで作れっての」

「寮母さんたちはご自宅からの通勤になりますので、早朝はシスターしかいないんですよ」

「なら、深夜残業くらいはやってもらおうぜ」

　なるべく、柔やわらかく見えそうな笑えみを心がけて言ってやる。

「病気のガキどもは、信しん頼らい出来る大人がたくさんそばにいる方が安心出来るだろうしな」

　目から鱗うろこでも落ちたのか、ジネットの大きな瞳ひとみが微かすかに輝かがやきを放った。

「そうですね……わたしが、こんな顔してちゃ、いけませんよね」

　両手で自身の頰ほおをぺちりと叩たたき、再び精霊神へと祈りを捧げる。

「わたし、頑がん張ばって看病をします。ですから……どうか、子供たちをお救いください……」

　信じる者しか救わないくせに、奇き跡せきを出し惜おしみする神とやらに祈る気にはなれない。

　だが、ジネットは懸けん命めいに祈っている。……少しくらい、耳を貸してやったらどうだ。

「みんな、ちょっとえぇか？」

　その時、ドアが開いてレジーナが顔を出した。鼻と口を覆っていた布は下げられており、今は首元に巻きついている。感染病ではなかったということだろうか。

　レジーナは部屋から出ると、後ろ手にドアを閉めた。

　俺たちだけに話したいことがあるのか？

「原因はやっぱり飲料水やね。ちょっとタチの悪い病原菌きんがお腹なかん中に入って悪さをしてもうとるんや」

「空気感染の心配は？」

「あらへんわ。あの病気やったら、まだ地元におった頃ころ何回か診とるし、特効薬の作り方も知っとるよ」

「本当ですかっ!?」

　特効薬という言葉に、ジネットが表情を輝かせる。

　だが、それと反比例するようにレジーナの表情は曇くもっていく。

　それが意味するところは、つまり……

「……けどな、残念やけど、その特効薬は作られへんねん」

「………………え？」

　ジネットの顔から血の気が引いていく。

　血の気と一緒に、表情までもがなくなってしまった。

「その特効薬には必要不可欠な素材があるんやけど、それが手に入らへんのや」

「何が必要なんだい？　ボクが用意するよ。たとえ中央区に掛かけ合ってでも……」

「ちゃうねん。四十二区にないんやのぅて、この街、オールブルームにないんや」

「……そん、な」

　ついにジネットは眩暈めまいを起こし、廊下へとへたり込んでしまった。

　マグダがすかさず歩み寄り、ジネットの背中を撫なでてやっている。

「どうしてないと断言出来るんだい？」

　諦あきらめきれないのか、エステラがレジーナに食ってかかる。なんとしてでも探し出してみせると言わんばかりの気き迫はくだ。

「ウチの地元の名産品やさかいな。少々値が張っても定期的に購こう入にゆうしとったんやけど、しばらく前から急に市場から姿を消したんや。今現在は手に入らへんようになってもうてる。もっとも、紛まがい物はぎょ～さん出回っとるみたいやけどな」

　レジーナの地元の名産品で、ここ最近で市場から消え、紛い物が出回る……つまり偽にせ物ものを作りたくなるほど価値のある物……そんなもんは、アレしかないだろう。

「それがあると薬が作れるのか？」

「それがなかったら薬は作られへんのや。今からバオクリエアに向かっても、戻もどってくる頃には、あの子たちはもう……」

「…………そうか」

　なんだかなぁ……と、思う。

「じゃ、しょうがねぇな」

　そんな言葉しか口に出来なかった。

　立ち去ろうと足を出すも、足が酷ひどく重い。

「ヤシロさん？　あの、どちらへ？」

　ジネットが俺に声をかける。だが、俺は無言で歩を進めた。……あ～ぁ、だ。

　本当に…………本っっっ当に、底意地の悪いヤツだぜ、神様ってヤロウはな。

　なんだ？　ワザとか？　さっき悪く言ったから、その腹いせか？

　それとも、この街でのあれやこれやは、全部テメェの手のひらの上か？

　必死に駆かけ回っている俺を見て嘲あざ笑わらってやがったのかよ、クソヤロウ。

　足に力を込めると水みず溜たまりが跳はねた。

　全身に叩きつける雨は、さっきより強くなっている気がする。

　……あれ、俺はいつの間に外に出ていたんだ？

　それで、どこに向かって走ってるんだ？

　なんてよ、とぼけてんのも分かってんだよな、『神様』？

　それを見て、お前今、笑ってんのか？

　数分走り続け、見えてきたのは陽だまり亭。俺の目的地だ。

　マグダから預かっていた鍵でドアを開ける。

　食堂を突つっ切り、中庭に出て、階段を駆け上ると脇わき目めも振ふらずに自分の部屋を目指す。

　いちいち行く手を阻はばむドアを乱暴に蹴けり開ける。

　何もない簡素な部屋。あるのはベッドと生活用品を入れておく長持だけ。泥どろ棒ぼうが入れば、迷うことなくこの長持を持ち出すだろう。

　だが残念だったな。そっちはフェイクだ。本当に高価な物はベッドの下に作りつけた秘密の引き出しにしまってあるのだ。

　木箱にワラを敷しき詰め、シーツを被かぶせただけの質素なベッド。その底に、俺が後から作った引き出しがあり、その中に、布ぬの袋ぶくろいっぱいに詰まった『高価な物』が入っている。

　末まつ端たん価格50万Rbオーバー、日本円にして五百万円以上。

　かつては金と同じ値段で取引されたとまで言われた畑の宝石。




　バオクリエア産の香こう辛しん料りようだ。




　取り立て屋ゴッフレードから巻き上げた曰いわくつきの逸いつ品ぴん。

　いつかほとぼりが冷めたら金に換かえてやろうと思っていたのに…………

「だから俺は、神とか仏とか、上から目線のヤツらが大っ嫌きらいなんだよ！」

　負け惜しみの悪態を吐ついて、俺は大雨降りしきる店の外へと飛び出していく。

　もう濡ぬれ過ぎてどうでもいい気分だ。

　いっそのこと、このイライラも、戸と惑まどいも、呆あきれも、ついでに込み上げてくる変な高こう揚よう感かんと使命感も、みんなみんな洗い流してくれればいい。

　駆け抜ぬけてきた道を全速力で駆け戻っていく。

　毎朝毎朝、嫌いやんなるほど往復した道だ。雨の勢いに瞼まぶたを開けていられなくても、雨で前が見えなくても、教会までなら余よ裕ゆうでたどり着ける。

　明かりが灯ともっているのに妙みように静まり返っている教会。談話室横の廊ろう下かを駆け抜け、階段を駆け上る。

　ガキどもが寝ねている部屋。そのドアの前にいたのはエステラだけだった。

「みんなは、中で子供たちの看病さ」

「……はぁ……はぁ…………お前は、何をしている？」

「何をしているは、君にこそ聞きたいセリフだけど……いいよ、答えてあげよう」

　エステラはすべてを知っていると言わんばかりの表情で俺へと歩み寄ってくる。

「君を待っていたんだ。何かを仕出かすつもりの、君をね。観衆がいた方が君も張り合いが出るだろう？」

　ふん。そんなもんいらん。観衆も張り合いも、俺には必要ない。

「頑張るのはレジーナだ」

　俺は握にぎりしめていた布袋をエステラの手にポンと載のせる。

「スゲェいいヤツが『これを使え』ってよ」

「へぇ、こんな高価な物をくれるんだから、相当にいい人なんだろうね」

「あぁ、お人ひと好よし過ぎで反へ吐どが出そうだ。あぁ、あとそれから……『出所は詮せん索さくするな』とも言っていたかな」

「なるほど……けれど、子供たちの命には代えられない。たとえこれが『悪事の動かぬ証しよう拠こ』であっても、ボクはありがたく使わせてもらおうと思うよ」

　不敵な笑みが俺を見つめる。

　……だからなんだ。目なんか逸そらしてやるもんか。

「それからな……今世紀最大のお人好しが言うにはな、『もし余ったら返へん却きやくしてほしいなぁ』だそうだ」

「残念だね。そうしてあげたいのはやまやまなんだけれど、ボクはその人の顔も名前も知らないんだ。どんな人だったんだい？」

「…………一目見た瞬しゆん間かん気絶するような絶世の美少年だったよ」

「あはは。見たことないなぁ、そんな人」

　テメェの目の前にいんだろうが。

「それじゃ、ボクはこれをレジーナに渡わたしてくるから、君は今すぐ一階へ下りて厨ちゆう房ぼうへ向かうべきだよ」

「夜食でも作らせようってのか？」

「ジネットちゃんがお湯を沸わかしてくれている。『ヤシロさんがきっと子供たちをなんとかしてくださいます』と言ってね。戻ってきた君が寒さで震ふるえずに済むようにって」

　ジネットめ……俺なんかを信用するなと、何度言えば分かるんだ。

　まぁ、湯が沸いているのはありがたい。寒くて死にそうだからな。……ホント、何やってんだろうな、俺は。傘かさ、差せばよかったのに。

「あぁ、そうそう」

　厨房へ向かおうとした時、背後からエステラの声が飛んできた。

「とある街の領主代行が言っていたことなんだけどね……『もし、盗とう品ひんを私利私し欲よくのために換かん金きんしていたら、きっとボクは全力をもってそいつを潰つぶしていただろう』……だって」

　俺は振り向かない。

　だから、今エステラがどんな顔をしているのかは分からない。知りようがないからな。

「……そうかよ。当事者に伝わるといいな」

「伝わらなくてもいいんじゃないかな。きっと、もうその必要もないだろうしね」

「悪人はどこまでいっても悪人のままだ。下手な期待をすると、いつか泣きを見るぞ」

「ということはだよ。根っからの善人はどこまでいっても、結局は善人ってことだよね。……過去に何があったって、どんなに悪ぶっていたって……そういうのに関係なく、さ」

　それは、ただの理想だな……

「早く持っていってやれ。ガキの体力なんかたかが知れてんだぞ」

「そうするよ。君も、早く体を温めてくるといいよ」

　振り向かないまま、手を上げて返事の代わりとする。

　階段を下りて、すぐ目の前のドアをくぐる。

　教会の厨房に、まるでそこが定位置かのようにジネットが立っていた。

　大きな鍋なべで大量のお湯を沸かしている。寸ずん胴どうのような鍋と、五ご右衛え門もんの釜かま茹ゆでを思わせるような巨きよ大だいな釜。二つが竃かまどにかけられてぐつぐつと湯気を立てていた。

「小さな子が多いですので、いつでもお湯を沸かせるようにしてあるんですよ。オネショしちゃう子とか、結構いますので」

　厨房に入った俺に、そんな話をしてくる。

　何も聞かず、何も言わず、いつものように接してくる。

「……俺はオネショ小こ僧ぞうと同類かよ」

「全身ずぶ濡れですので、もっと大変ですね」

　くすくすと笑うその顔には、まだどこか不安げな陰かげが見え隠かくれしていた。

「お前もお世話になったことがあるのか？」

「秘密です」

「無い、とは言わないんだな」

「秘密です」

　はぐらかしつつ、ジネットは寸胴に入っているお湯を床ゆかに置いた大きなタライへと移し換えている。

「とりあえずは、これで足を温めてください。濡れた服は脱ぬいでくださいね」

　テキパキと足湯の用意をして、ジネットは俺に椅い子すを勧すすめる。

　脇には、タオルと大きめのシーツ、濡れた服を入れるカゴが置かれている。

「向こうを向いていますので、着き替がえが済んだら教えてくださいね」

「お前の前で真っ裸ぱだかになるのか？」

「……っ、う、後ろで、ですよ」

　少し照れたようで、急いで俺に背を向ける。

　後ろも前も同じじゃねぇか。……脱ぎにくいな、ったく…………

　俺は、向こうを向くジネットの背後で服を脱ぎ、シーツに包くるまって、湯気の上るタライへと足を浸つけた。…………あぁ～………………じんじんするぅ……これは、気持ちがいい。

「もう、平気ですか？」

「あぁ……」

　振り返ると間を置かず、ジネットは脱ぎ捨ててある俺の衣服を回収しカゴへと入れる。

　そして、タオルを持って俺の背後に回り、俺の髪かみの毛を拭ふき始める。

「子供か、俺は？」

「大きな子供さんですね。任せてください。やんちゃボウズの相手は慣れているんです」

「……誰だれがやんちゃだ」

　わっしゃわっしゃと、髪の毛が揉もむように拭かれていく。

　互たがいに黙だまり、布のこすれる音だけが聞こえる。

　とても静かで……でもその静せい寂じやくの中に、確かに他人の存在を感じる。

　なんだか、心ここ地ちいい空間だ。

「わたし、信じていました」

　不意に、ジネットがそんなことを言う。

　俺の髪を拭く手は止めずに。

「ここを飛び出していった時のヤシロさん、いつものアノ表情をされていましたから」

「…………『アノ表情』？」

「ご自分では意識されていないんですか？」

　まるで自覚がない。俺は基本、ポーカーフェイスのつもりなのだが。

「わたしたちが困った時、どうしていいか分からなくなった時、ヤシロさんはいつも同じ表情をされているんですよ。わたし、そばで見ているので知っているんです」

　自じ慢まんげに言って、くすっと笑い声を漏もらす。

「そんなにユニークな顔なのか？」

「いえ。とても頼たのもしい顔ですよ」

　ジネットの拭き方が変化する。

　根元をしっかり押さえるようなものから、毛先をふんわりと拭くような手つきへ。

「『ここは任せろ』って、そう言われている気になる、そんな表情です」

　とんでもない誤解だ。そんなこと、考えたこともない。たったの一度もだ。

「だから、わたし。信じていましたよ」

「あのな、ジネット」

　まだ何も解決していないにもかかわらず『していました』と過去形なのも気になるが、それよりも何よりも……

「俺のことなんか信用するな。俺は、お前が思うようなスーパーマンじゃない。噓うそも吐くし人も騙だますし、巨きよ乳にゆうが大好きだ」

「前にもおっしゃってましたね。それで、わたしに警けい戒かいしろと」

「それを覚えているなら、なぜ警戒していない？　俺の言うことを鵜う吞のみにするということは、いつ騙されるか分からんということだ。ホイホイと信用してんじゃねぇよ」

「う～ん……」と短く唸うなり、そしてそのすぐ後、ジネットは「はい。分かりました」と、信しん憑ぴよう性せいのない言葉を口にする。

「つまり、ヤシロさんの言葉を１００％信用するのはいけないということですね」

「まぁ、そういうことだ」

　こいつは絶対分かってないのだろうけど。

「でしたら、わたしは『ヤシロさんは噓うそ吐つきで信用してはいけない』というヤシロさんの言葉を信用しません」

「はぁっ!?」

「うふふ。もう騙されませんからねぇ」

　こ、こいつ…………真性のバカか？

「『ヤシロさんは噓吐き』という噓なんですよね」

「いや、それが真実なら俺は噓吐きということになって、それが噓なら噓吐きではないということになるがそもそも噓を吐いているという前提ならもうすでに噓吐きで…………結局どっちも噓吐きなんじゃねぇか」

「はい。ヤシロさんは噓吐きなんですよね？」

「あぁ、そうだ……けど………………ん？」

　あれ、いいのか？　いや、しかし、絶対ジネットは俺の思っているのとは真逆の解かい釈しやくをしている…………あぁ、ややこしい。

「もういい……好きにしろ」

「はい。します」

　それからまた、二人とも黙って、静かな時間が流れていく。

　タオル越ごしに俺の頭を撫なでるジネットの手の感かん触しよくを味わいつつ、この静寂は心地いいなと、改めて思った。




　特効薬が完成したという一報が入ったのは、それから間もなくのことだった。







　あれから順番に仮か眠みんを取り、太陽が顔を覗のぞかせたあたりで全員が起きてきた。

　特効薬が効いたようで、ガキどもの症しよう状じようは治まっていた。今は爆ばく睡すい中だ。

　寮りよう母ぼたちは厨房へ行き、子供たちがいつ目覚めてもいいようにとお腹なかに優やさしい料理を用意しておくと言っていた。なので、朝食の寄付は今日だけお休みだ。

　窓の外では、いまだに１メートル先も見えないような大雨が降り続いている。

「今日、お店どうしましょうか……」

　窓の外を見ながらジネットがそんな言葉を漏らす。

　ガキどもの看病をしてやりたい、けど、店を空にして万が一にも客が来たら……と考えているのだろう。でもな、ジネット。来ねぇよ、客なんか。

　昨日の雨でも来客はゼロだったのだ。さらに雨あま脚あしが強くなった今日、来るわけがない。

　さすがのウーマロも、この雨の中はやって来られないだろう。いや、むしろ、この雨の中をマグダに会いに来たら引く。それはさすがに必死過ぎてキモい。

「……大だい丈じよう夫ぶ。抜ぬかりはない」

　マグダが『無表情にもかかわらず得意げなのがまる分かり』な、なんとも微び妙みように難しい表情で小さな胸を張る。

「……さっき戻もどった時に貼はり紙をしておいた」

　マグダはさっき、俺の着替えを取りに陽だまり亭へ戻ってくれていたのだ。

　夜も明けたということで、この大雨の中を一人で行ってくれた。

　エステラとベルティーナに「全ぜん裸らの男が教会にいるのはよろしくない」と強く言われたという背景もあり、そのようなことになった。

　陽だまり亭に戻ったマグダは「折せつ角かくだから」といろいろ行動を起こしてきたらしい。

　まず、玄げん関かんに『御ご用ようの方は教会まで（食事も出来ます）』という貼り紙を貼ったのだそうだ。その貼り紙が雨で破れたり風で飛んだりしてないといいけどな。

　そして、マグダは屋台を曳ひいてやって来ていた。

　屋台の中にいろいろな食材を詰つめ込んで持ってきてくれたのだ。各種食材と、ろ過された水を中型の水みず瓶がめいっぱいにだ。これでだいたい10リットルほど入っているだろう。

　相当な重さだったはずだが、そこはマグダ。人間離ばなれした怪かい力りきで難なく屋台を曳いて戻ってきた。しかも、片手に傘かさを差しながら。

「よく気の利きく、いい娘むすめだ」

「……褒ほめるといい」

　マグダがとてもいい働きをしたので、さっきからずっと膝ひざの上に抱だいて頭を撫でてやっている。念のため、これはマグダからの要望であることを強調しておく。

「飲み水を持ってきてくださったことは、本当にありがたいです」

　ベルティーナがマグダに深々と頭を下げる。

　折角症状が落ち着いたのに、水が飲めないのでは子供たちもつらいだろうしな。

　教会には大きな水瓶があり、そこに生活用水が備び蓄ちくされているのだが、これらは風ふ呂ろや洗せん濯たくに使われるもので、飲料水としては使用出来ない。

　飲料水は庭に井い戸どがあるため備蓄はされていなかった。

　まさか、井戸の水が水瓶に溜ためてあった生活用水より汚お染せんされるなんて、思いもしなかったのだろう。……というか、生活用水を水瓶に溜めておくこのシステムから見直す必要があるかもしれない。

　いくら飲まないとはいえ、食器を洗ったり風呂に使ったりするのは少々不衛生だ。水に対する改革が必要だな。

　そして今現在、俺たちは談話室で話し合いを行っている。

「井戸がやられたのは痛手だね。飲料水はもちろん、料理にも水は使うのに」

「それに、顔を洗ったり歯を磨みがいたり、食器や洗濯物を洗うことも難しいですよね」

「……お風呂もダメ」

　エステラに続き、ジネットやマグダも問題点を指し摘てきする。

　汚お水すいが混ざってしまった以上、直接間接を問わず人体に触ふれるものには使えない。

「つまり、井戸の使用そのものが出来ないというわけなのですね……困りました」

　と、ポップコーンをぽりぽり食べながらベルティーナが深刻そうな表情を見せる。

　……いや、仕方ないのだ。ベルティーナは子供たちが倒たおれてから不ふ眠みん不ふ休きゆう不食で看病を続けていた。疲ひ弊へいした体力と気力を回復するために、こうして糖分を摂せつ取しゆしているのだ。

　なので、あまりベルティーナを見ないようにして、真面目まじめな話を続ける。

「事態はここだけでは収まらないかもしれないぞ」

「……どういうこと、かな？　まだ何かあるって言うのかい」

　エステラの表情に緊きん張ちようが走る。

　気付いていないようなので教えておいてやる。

「大雨と川の氾はん濫らんが原因だとするなら、同じような現象があちらこちらで発生する可能性がある。それこそ……街中で、同時多発的にな」

「──っ!?」

　エステラと同様にジネットも驚きよう愕がくの表情を浮うかべる。

　マグダも、俺の顔を覗き込んでくるあたり驚おどろいているのだろう。

「安全な飲み水の確保が必ひつ須すだが、それ以前に水に関する知識を住民に周知する必要がある。『井戸の水は安全』なんて思い込みを持っているヤツは、間ま違ちがいなく同じ轍てつを踏ふむ」

　病気を引き起こす細さい菌きんは目には見えない。無色透とう明めいな病原菌きんまみれの水だってあり得るのだ。そんな水を飲んでしまったら……最悪、命を落とすこともあり得る。

「ヤシロ……何か手はないのかい？」

　エステラの声に余よ裕ゆうは感じられなかった。切せつ迫ぱくした瞳ひとみが俺を見つめている。すがるような視線だ。……そういう目を向けられるのは好きではない。

　俺はヒーローでも救世主でもなんでもない、ただの詐さ欺ぎ師しだ。ほんのちょっと口が上手うまく人を欺あざむくことに長たけているだけの、ごく普ふ通つうの人間なのだ。

　どれほど期待を寄せられても、俺には出来る事しか出来ない。

　だが、言い換かえれば、こういうことでもあるよな。──俺は、出来る事なら出来る。

「陽だまり亭にあるろ過装置を大至急量産するぞ」

　それで貸しが作れるのなら、きっとゆくゆく俺の利益になってくれるだろう。

　俺の知識が必要なら、いくらでも披ひ露ろうしてやる。

「構造はいたって簡単なんだ。使っている材料もどこでも手に入る、金のかからないものだ。作るのにちょっとしたコツと知識が必要だが……そこら辺は俺が知っている」

　当然、ろ過だけでは不十分なので煮しや沸ふつしたりと細菌対策は必須だろう。レジーナが炭酸を持っていればそれも効果的だ。

「ヤ、ヤシロ、ちょっと待って！」

　ろ過装置の仕組みを教えてやろうとしたところ、エステラがそれに待ったをかけた。

「そのろ過装置……その技術を教えてくれる……ってことかい？」

　エステラの瞳が戸と惑まどいの色を濃こくしている。らしくもなく狼狽うろたえ、落ち着かない。

　エステラはこう言いたいのかもしれない。「そんな凄すごい技術を、無む償しようで公開していいのかい？」と。さらに、「金に汚きたない君が、かい？」と。……やかましいわ。

　まぁ、金になるならそれに越こしたことはないが……

「緊きん急きゆう事態だ。金より重いものがあることくらい、俺だって知っている」

「……ヤシロさん」

　ジネットが俺の袖そでにそっと触れる。

　義理の祖父を亡なくしているジネットは味わったはずだ、大切な人が二度と手の届かない場所へ行ってしまう悲しみと恐きよう怖ふ、そしてその後の孤こ独どく感を。

　あんなもん……そう何度も味わいたいもんじゃないよな。

「エステラ、この技術はお前に預ける。権利をやるから俺が領主の力を最大限行使出来るよう便べん宜ぎを図はかってくれ」

「えっ!?　そ、それは、さすがに…………いや、緊急事態だったね。いいだろう。ボクの責任で君の要求を押し通してみせるよ」

　一応、ジネットやマグダ、ベルティーナたちはエステラの身の上を知らない……かもしれない。明言は避さけ、あくまでパイプ役として話を進める。

　俺が秘密にしてやる義理はないのだが、本人が話してないことを他人がペラペラしゃべっていいものでもない。必要があれば、自分の口から言うだろう。

「まず、今すぐ人材を総動員して住民の家々を回り、水への警けい戒かいを呼びかけてくれ。その際、病人の有う無むの確かく認にん、そして、水の安全を確保するための講習会を開く旨むねを伝えてくれ。その講習会までにろ過装置を広場か大通り辺りに設置出来るよう手配を頼たのむ。それと、ろ過装置の粗そ悪あく品が出回っちゃ困るから、規制をかけてくれ。安全第一で行くぞ」

「……ヤシロ。君は…………」

　矢や継つぎ早に話す俺の言葉をぽかんとした表情で聞いていたエステラは、少しだけ口角を上げて薄うすい笑えみを浮かべる。

「……少し、変わったね」

　なに言ってんだ、こいつは？

　そんなわけがない。俺はいつまでも俺のままだ。

「さぁ～て。尊い人命を救う歴史的技術の提供だ。見返りに何がもらえるのか今から楽しみだなぁ～っと」

「ふふっ……」

　くすくすとエステラが笑みを零こぼす。

　こんな状じよう況きようで笑うとか、心がカッサカサに乾かわいちゃってんじゃないのかね？

　だいたい、アレだ。この教会で昨晩起きたような事件が多発してみろ。経済がマヒするぞ？　どこもかしこもお通つ夜や状態だ。なにせ、あのベルティーナが食事をとることを忘れるほど憔しよう悴すいしていたのだからな。

　そんな陰いん鬱うつな空気が街全体に広まってみろ。ポップコーンを食ってる場合じゃなくなる。そうなりゃ、移動販はん売ばいのリベンジとか言っていられなくなる。

　このままじゃ金かね蔓づるが台無しだ！　だからやるのだ。俺は、俺のために！

　……ただ、ついでだから「キャー、ヤシロさんっていい人、素す敵てき！　巨きよ乳にゆうで挟はさんであげたい！」と思われるような役得が転がっているなら回収しておいて損はないだろう。

　善人のフリは、得意だからな。こんな風に──

「さぁ、みんな今すぐ行動開始だ！　街の人々のために！　明日あしたの笑顔のために！」

「いや、ヤシロ。そこまでやるとさすがに噓うそくさいよ」

「……新興宗教」

　おい、マグダ。滅めつ多たなこと言うんじゃねぇよ。

　誰だれがそんなもんを…………いや、金になるかもしれないな。ふ～む……

「ごめんくださいませ！」

　降りしきる雨の音に混じって、聞き覚えのある声が教会の入り口から聞こえてきた。

　この声は……

「は～い、ただいま………………ぽりぽりぽりぽり」

　いや、ポップコーン置いていけよっ！　どんだけ腹減ってたんだよ……

「お邪じや魔まいたします」

「ナタリアっ!?」

　来客の顔を見てエステラが腰こしを浮かせた。

　昨晩高熱を出してぶっ倒れたヤツが、この大雨の中、館やかたから遠く離はなれた教会にまでやって来たのだ。そりゃ驚くだろう。

「寝ねてないとダメじゃないか」

「しかし、お嬢じよう様さまが男と一夜を共に過ごしたと聞いて、居ても立ってもいられず……」

「誤解を招く表現はやめてくれるかな!?　同じ建物の中にいただけだよ！」

「いいえ、お嬢様。この男は、風邪かぜで弱った私に『口を開けて舌を出せ』とか、頰ほおに触れながら、こんな至近距きよ離りで言ってくる男なのですよ!?」

「誤解を招く表現はやめてくれるかな!?　お前の風邪を診しん察さつしただけだろうが！」

　なに、この歩く人間爆ばく撃げき機……大雨の中不法投とう棄きしに行きたい。

「本当に、無む茶ちやばかりして……」

　エステラがナタリアに歩み寄り、体を労いたわるように声をかける。

　その間に、ジネットがナタリアの濡ぬれたマントを受け取り、マント掛かけに掛けに行く。

　そして、マグダがテーブルの下に隠かくれた。……なんだろう。野性の勘かん的なものが警けい鐘しようを鳴らすのかね、ナタリアに対しては。

　そんなナタリアは、姿勢こそシャキッとしているが、まだ頰が少し赤く感じられた。

「お前、まだ熱があるんじゃないか？　無理しないで座ってろ」

「……あなたに優やさしくされると、不意に甘えたくなるのです。少し控ひかえてください」

　んん？　それはクレームか？　なんか、単にデレられただけのような気もするが……

　遠えん慮りよがちに着席するナタリアを見て、ベルティーナが俺に囁ささやきかけてくる。

「ヤシロさん…………ぽりぽりぽりぽり……彼女は確か…………ぽりぽりぽりぽり……四十二区の…………ぽりぽりぽりぽり」

「食べるかしゃべるかどっちかにしてもらえませんかねぇ!?」

「………………ぽりぽりぽりぽりぽりぽりぽりぽりぽりぽりぽりぽりぽりぽり」

「『食べる』選んじゃったよ、このシスター!?」

　おそらく、ベルティーナはナタリアを知っているのだ。それを確認したかったのだろうが……残念。食い意地が勝まさったようだ。もう、大人しくポップコーンを齧かじってろ。

「──と、いうことで、領内にろ過装置を設置しようという話になっているんだ」

　俺が、リスのようにポップコーンを齧るベルティーナを見ている間に、エステラとナタリアの間では情報の共有が済まされていた。さすがというか、抜ぬかりがないな。

「じゃあ、ざっくりと簡単な仕組みとろ過装置の作り方を説明するな」

　小石と砂、それから木炭と目の細かい布、それらを使ってろ過装置を作る。粒つぶの大きいものから順々に水を通過させていき、水の中の不純物を除去してしまおうという仕組みだ。

「材料集めが大変そうですね……木炭は、各家庭を回って提供をお願いすることは出来ますが、砂や砂利じやりは難しそうですね、この雨では」

　大雨の日に乾いた砂を手に入れるのは難しい。砂利集めも大変そうだ。

　材料の手配に頭を悩なやませていると、これまた聞き慣れた声が玄げん関かんから聞こえてきた。

「ご、ごめんくださいですぅー！」

　この声はロレッタだ。大雨の中出勤してみたら店が閉まっていて、そしてマグダの貼はり紙を見てこちらに来たのだろう。

「……ロレッタのことをすっかり忘れてた」

「申し訳ないことをしてしまいましたね」

　客は来なくとも、従業員は来る。そんな当たり前のことを失念していた。

　なんとなく、もうみんな揃そろってるって思っちゃってたし。

「いやぁ、凄い雨ですねぇ。あ、みなさん、おはようです！」

　寮りよう母ぼに連れられ、談話室に入ってきたロレッタに、元気な挨あい拶さつと共に眩まぶしい笑顔を向けられて、……目を逸そらしてしまった。

「ふぉっ!?　ど、どうしてみなさん目を逸らすですか!?　え、あたし何か仕出かしちゃいましたですか!?」

　いや、お前は悪くない。何も悪くないんだ。……ただ、存在感が薄かっただけで。

「ロレッタさん。折せつ角かく来ていただいたのに申し訳ないのですが、今日はお店を開けないでおこうと思っているんです」

「そうなんですかぁ。まぁ、この雨じゃあ、たぶんお客さん来ないですしね」

　と、窓の外へ視線を向けたロレッタの表情が変わる。

「…………あれ？　あの人は……」

　ロレッタの言葉に、俺たちは全員窓の外へと視線を向けた。

　豪ごう雨うのせいで視界が悪く、人の姿ははっきり確認出来なかった。

　出来なかったが……アレはあいつに違ちがいない。

「マグダ…………仕事だ」

　マグダが小首を傾かしげるのとほぼ同時に、すっかりお馴な染じみになった声が聞こえてきた。

「ごめんくださいッスー！」

　この豪雨の中、マグダ見たさに四十二区まで歩いてきたのか。……引くわぁ。

「マグダ。今すぐタオルを持ってウーマロに渡わたしてこい。その際『あぁ、困った、どうしよう』と呟つぶやきつつな」

「……了りよう解かい」

　物分かりのいい大女優マグダ。発進である。

　マグダが談話室を出ると同時に、「むはぁー！　マグダた～ん！」というドン引きの歓かん声せいが聞こえてくる。……あいつ、もう四十二区に引っ越してくればいいのに。

「……『あぁ、困った、どうしよう』」

「任せるッス！　オイラがなんだってやってあげるッス！」

　かくして、マグダの棒読みが炸さく裂れつし、俺の思おも惑わく通りにカモが釣つれた。

　ジネットは少々困ったような表情を見せていたが、他ほかの面々は「しめしめ」といった顔をしている。もうさすがに、ウーマロの立ち位置を理解していない者はいないようだ。

　マグダに連れられ、ご満まん悦えつな表情で談話室に入ってくるウーマロ。

「「ようこそ、ウーマロ。君が来るのを待っていたよ」」

　俺の思考を読んでなのか、エステラが俺とまったく同じタイミングでまったく同じことを言った。ふふふ……やるな、エステラ。

「……あ～…………とりあえず、オイラは何を作らされるッスかね？」

　ウーマロ自身も、自分の立ち位置を理解しているようで何よりだ。

　なぁに、悪いようにはしないさ。

　慈じ善ぜん事業だ。きっと領主からもたんまり報ほう酬しゆうが出る。大雨で仕事が上がったりなお前にはもってこいのいい話となるだろう。

　だからまぁ、…………馬車馬のように働け。な？




　こうして役者が揃い、俺たちは四十二区救済の一大プロジェクトに取りかかることとなった。







　話し合いが一段落したところでナタリアは一足先に戻もどっていった。人員の手配を進めるためだ。病やみ上がりとは思えない行動力だな、あいつは。

　おまけに、エステラが領主代行だとバレそうな発言は他人に聞かれないように配はい慮りよしていたし……あいつは、ふざけたヤツだけどメイド長としては満点なようだ。

「雨、少し弱まってきましたね」

　窓の外を見ていたジネットがそんなことを言う。

　確かに窓に当たる雨の音が少し静かになっていた。

「ヤシロさん。このろ過装置、かなり大きいッスよね？」

　俺が描かいたろ過装置の設計図を手に、ウーマロが眉まゆ根ねを寄せる。

「これだけの大きさッスと、それなりに広い場所がないと作れないッスよ」

「お前んとこに工こう房ぼうとかないのか？」

「あるッスけど、この大きさのものを四十二区まで運ぶのは、相当大変ッス。出来れば四十二区内で作業出来る場所が欲しいッス。もちろん、雨の入らない場所でッスよ」

　ウーマロに依い頼らいしたろ過装置はかなりの大きさになる。

　高さ２メートル直径80センチのタンクに、高さ80センチのろ過装置が四つ。それらを、傾けい斜しやのなだらかな水路が繫つないでいる。

　タンクに水を溜ため、ある程度のゴミや汚よごれを沈ちん殿でんさせた後、限りなく緩ゆるやかな傾斜で作られた密みつ封ぷう型の水路をゆっくりとした速度で通過させる。この間に、落としきれなかった細かい不純物を沈殿させ、汚れの少ない上うわ澄ずみのみをろ過装置へと送るのだ。

　そんな、割と大おお掛がかりな装置故ゆえに、製作スペースもそれなりのものが必要になる。

「領主の館を借りられないか？」

「無理だろうね。さすがに、室内にこれだけ大きなものを作れるようなスペースはないよ」

「じゃあここはどうだ？　談話室と厨ちゆう房ぼうと礼拝堂あたりを貸してもらってさ」

「子供たちがまだ眠ねむっていますので、騒さわがしくなるのはご遠慮願います」

　ベルティーナが丁てい寧ねいに、しかし毅き然ぜんとした態度で拒きよ否ひをする。

　まぁ、病み上がりのガキどもにこれ以上我が慢まんを強しいるのは酷こくだよな。

「あの、ヤシロさん。陽だまり亭を使っていただくというのは？　こういう事態ですし、しばらくお店はお休みにして……」

　ジネットの言う案が一番理に適かなっている気がする。

　しょうがない、陽だまり亭を使うか。……売り上げがゼロになるのはつらいがな。

「あとは材料だね。石や砂利は、川へ行けば手に入るとは思うんだけど……」

「でも、長雨で川が増水したらしくて、立ち入り禁止になっているってデリアさんが」

　材料調達に頭を悩ませるエステラは、ジネットに指し摘てきを受けてさらに表情を曇くもらせる。

　雨の中では安全に作業することすら難しい。

「あのぉ、ちょっといいですか？」

　各おの々おのが何か方法はないかと思案し始めた頃ころ、ロレッタがそろっと手を挙げた。

「ウチの近所で手に入るですよ、石や砂利、それからサラサラの乾かわいた砂もです」

「本当かい!?」

「はいです。ウチの近所に、弟たちが掘ほった洞どう窟くつがあってですね……」

「洞窟？」

　ちょっと気になるワードに、思わず尋たずねてしまった。

　つか、弟たちが掘った洞窟ってなんだよ？　なに掘ってんだよ？

「二十九区との間に崖がけがあるです。そこを弟たちが遊び場にしているです」

　穴掘り遊びか？　まぁ、秘密基地みたいなノリで楽しいだろうな。

「そこの中なら、雨も入ってこないですし、砂も取れるです」

「それじゃあ、一度見に行ってみるか」

　使えるかどうか、それは見てから判断すればいいことだ。

　教会を出ると、少し雨あま脚あしが弱まっていた。この分なら、今日の午後には雨が上がるかもしれない。雨が上がってくれればいろいろと行動を起こしやすい。

　テルテル坊ぼう主ずでも作っておけばよかったなどと思いつつ、俺たちはスラムへと移動した。







「ここです」

「「すっげぇぇぇぇええええっ」ッス！」

　ロレッタに案内された洞窟を見て、俺とウーマロは驚きよう嘆たんした。

　そこは、地底王国さながらの超ちよう巨きよ大だい洞窟だったのだ。

「これ、君の弟たちが作ったのかい？」

「はい。毎日毎日、暇ひまですので」

　エステラが呆あきれたような感心したような息を漏もらす。

　そこは、コンサートホールがすっぽり収まるくらいの巨大さで、上にある二十九区の建物が地じ盤ばん沈ちん下かしないか不安になるような空間だった。

　どうやって掘ったんだと言いたくなるくらいに天てん井じようも高い。

「実は、あたしの家、凄すごいボロ屋なんで強い雨が降ったらこっちに避ひ難なんしてくるです」

　言われて見み渡わたすと、確かに生活用品があちこちに転がっている。

「で、今お前の家族は？」

「お兄ちゃんが来ると、あの子たち暴走するですから、自宅待機を命じているです」

　なるほど。賢けん明めいな判断かもしれん。

「どうですか？　この付近の石や砂、使えるですか？」

「あぁ、問題ない。これだけあれば十分だろう」

「……マグダが運ぶ」

　力仕事で誰だれよりも頼たよりになるマグダがドンと胸を叩たたく。

　こいつなら、10トン車くらいの働きをしてくれることだろう。

「木炭は教会でシスターたちがたくさん作ってくれてますし、なんとかなりそうですね」

　ジネットがにこにこ顔で安あん堵どの息を漏らす。

「あとは繊せん維い質だが……まぁ、使い古しの服とか下着を洗って利用すればいいだろう」

「あの、ヤシロさん……使い古しの下着は、ちょっと……」

「なるべく清潔な、服になる前の生き地じを用意させるよ」

　と、太っ腹で薄うす胸むねなエステラが言う。さすが、金持ちは言うことが違う。

「よっ、薄胸！　あ、間ま違ちがえた。よっ、太っ腹！」

「今のは絶対ワザと間違ったよね!?」

　いちいち小さいことを気にするヤツだ。二つの意味で。

「これで、街のみなさんが救われるんですね」

「うん。きっと多くの人を悲しみと苦しみから救ってあげられるよ」

　博愛主義の精せい霊れい教会信者と、住人の生活に責任がある領主代行が人々を救済するために手を取り合っている。

　だが……と、思う。

　果たして、飲み水の確保だけで人々は救われたと言えるのだろうか。そもそも、井い戸どが汚お染せんされるような構造自体が間違っているんじゃ……

「あ、あの、ヤシロさんっ！」

　俺の中に、とある構想がモヤモヤと浮うかび上がり始めた頃、ウーマロが瞳ひとみをキラキラさせて俺ににじり寄ってきた。なんだよ、気持ち悪わりぃな。

「ここを、トルベック工務店に貸してほしいッス！　ここならかなり大掛かりな物作りが出来るッス！」

　すげぇ使いたそうだ。確かに、ここならスペースもあるし、雨も入ってこない。騒そう音おんを出しても問題ないだろう。まさに打ってつけだ。

　だが、ここは現在ロレッタ一家が避ひ難なん所じよとして使っているらしい。

　きっと、ロレッタの実家は雨あま漏もりが酷ひどく、ところどころガタが来ているに違ちがいない。

　…………ふむ。そういうことなら…………

「なぁ、ウーマロ。トルベック工務店は今、仕事がないんだよな？」

「雨季のせいもあるッスけど、三十区のウィシャート様の件があるッスから」

　現在、ウーマロ率いるトルベック工務店は、三十区の領主から館やかたの修しゆう繕ぜん依い頼らいを受けている。だが、館内で発生した盗とう難なん事件のせいで工事がストップしているのだ。

　とはいえ、他ほかの仕事を入れて先に受けていた仕事に支障をきたしたら、貴族であるウィシャートにどんな嫌いやがらせをされるか分かったもんじゃない。

　テメェが仕事を止めている自覚がないのだろうか。これだから貴族ってヤツは……

「まったく。貴族ってのは、自己中なヤツしかいないのかねぇ？　どう思う、エステラ？」

「なんでボクに話を振ふるのかな？」

「参考までに意見を聞きたくてな」

「あぁ、もう。分かったよ……。貴族がみんなそうなわけじゃないさ。四十二区の領主は、住人のことを最優先に考えているからね。……これでいいかい？」

　いい答えだ。

　今ここでウーマロたちに新しい仕事を依頼して、その途と中ちゆうでウィシャートの仕事が再開されたとしても、エステラならこちらの仕事の中断を断罪することはない。そういう臨機応変な対応が出来るからこそ、今、この隙すき間まに仕事を捩ねじ込める。

　…………ふむ。これはなかなか、いいアイディアを思いついたかもしれないぞ。

「よし！　全員集まれ！　そして注目しろ！」

　右手を真っ直すぐ上げ、大きな声で言う。

　全員の視線が俺に注がれていることを確信して、俺はゆっくりと話し始める。

「諸君に、大変素す晴ばらしいお話がある」

「…………ヤシロがそういう顔をする時って」

「…………まぁ、だいたい自分に利益が回ってくる時ッスね」

「……そして、そのしわ寄せはウーマロに」

「マグダたんがオイラの名前を呼んでくれたッス！　オイラ、感激ッス！」

「……いや、ウーマロ。いいのかい、その反応で？　しわ寄せが君のところに……まぁ、いいか、本人が幸せなら」

　こちょこちょ話すエステラとウーマロにマグダに、やや不安げな表情を残すロレッタ。

　そんな中、唯ゆい一いつ表情を輝かがやかせたのがジネットだ。

「なんですか、大変素晴らしいお話って。聞きたいです」

　うんうん。素す直なおでよろしい。みんな、ジネットを見習うといい。

「まずロレッタ」

「は、はいです！」

　何を言われるのかと、緊きん張ちようの色を隠かくせないロレッタ。背筋がピーンと伸のびている。

　まぁ、そう緊張するな。これから話すのは、お前の悩なやみがすべて解決する素晴らしい計画なのだから。すべてだぞ、すべて。

　まぁ、そのためにもちょっとだけ代だい償しようを払はらってもらう必要があるけどな。

「この洞窟をトルベック工務店に譲ゆずってやってくれ」

「ぅええっ!?　で、でも……」

「大だい丈じよう夫ぶだ。家の方はウーマロが新築を五棟とうほど建ててくれる」

「はいッス、任されたッス！　新築を五………………『棟』？」

「集合住宅だ。一いつ軒けんの建物に八世帯ほど住めるヤツがいいな。二階建てくらいで」

「えっ!?　そ、それを……五棟も？」

　青い顔をしてあんぐりと口を開けるウーマロ。けどまぁ、そんなに心配すんな。

「報ほう酬しゆうはきちんと現金で払うぞ…………エステラが」

「はぁっ!?　なんでボクが!?」

　ウーマロを押し退のけて、今度はエステラが俺の前に詰つめ寄ってくる。

「いくらボクでも、そこまでの金額は自由に出来ないよ!?　現領主が納なつ得とくするわけないじゃないか！」

「納得させるだけの材料があればいいんだな？」

「………………あるのかい？」

　一いつ瞬しゆんで、エステラの目が真しん剣けんなものに切り替かわる。

　その察しのいいところ、割と好きだぞ。

「順を追って説明していく」

　詰め寄ってきていた連中を、全員地べたに座らせる。

「まず、この洞窟はろ過装置を作るためには不可欠だ。なので譲ってもらう。だがそうするとロレッタの家族がまともに生活出来なくなる。だからウーマロに家を建ててもらう。そのためには莫ばく大だいな費用が必要になるから、そこはエステラの担当だ」

「今現在は、すべてのしわ寄せがボクに来ている構図だね」

「まぁ、そうカリカリするな。先立つものがなければ計画は動き出さない。先立つものはお前のところにしかない」

「なんて理り屈くつだよ……拒きよ否ひ権はあるんだろうね」

「先行投資をしておけば、いいこともあるぞ。こいつは必ず大きな利益を生む」

　納得出来ないとばかりに頰ほおを膨ふくらませるも、話の続きを促うながすように、エステラは俺に「どうぞ」と揃そろえた指を向ける。

「少し話は飛ぶが、飲料水だけを確保しても、四十二区は救われない。飲料水の確保はあくまで応急処置だ。これ以上被ひ害がい者しやを出さないための対策でしかない」

「確かに……また大雨が降れば、今回のようなことが起こり得ますね」

「……毎年の恒こう例れい行事」

　ジネットが的確な指し摘てきをし、マグダが嫌な未来予想図を打ち立てる。

「なので、抜ばつ本ぽん的な解決策を提案したい」

　全員の視線が俺に集まる。全員の顔を見渡してから、今回の秘策を発表する。

「下水を作るぞ」

「……『げすい』？」

　聞き慣れない言葉に、ジネットは首を傾かしげる。

　一から説明してやるから聞いてろ。

「汚お水すいを地中に埋うめた水路を通して一ヶ所に集め、巨大なろ過装置を使って汚よごれを取り、綺き麗れいになった水は壁かべ向こうの海へ排はい出しゆつする」

　現代日本のように完かん璧ぺきな処理は不可能だろうが、多少のバクテリアなんかは海の魚が処理してくれる。海漁ギルドのマーシャも、『少しくらいなら、お魚が食べてくれるからいいんだけど』と言っていた。

　汚水の処理を的確に行えば、今回のような惨さん事じは起こらなくなるだろう。

　ついでに、マンホールでも作って、雨水も一いつ緒しよに下水に流してしまえばいい。

「それが実現すれば……確かに、住人の生活は劇的に変化するね……」

「そうだろ？　街中が綺麗になり、水害ともおさらばだ。だいたい、四十二区は一番低い位置にあって水害が起こりやすい立地なのに、これまで対策が立てられていなかったのは領主の怠たい慢まんと言わざるを得ない」

「……辛しん辣らつだね」

「だが、いいこともあるぞ」

「なんだい？」

　下水に興味を見せ始めたエステラを口説き落とす、絶好の口説き文句をくれてやる。

「この下水の権利を、すべて領主にくれてやる。今後、下水関連で得られる利益や権限は丸ごと譲じよう渡としてやる」

「権利を……？」

　これは相当大きな権利だ。長期的に見て莫大な利益を生む。

　四十二区がモデルケースとなり、他の区の連中が『ウチにも下水を』と言い出した時、領主がその権限をもって交こう渉しようすることが出来るのだ。上手うまくやれば、他の区に対して有利な立場に立てるかもしれない。

「だから、工事に関する費用は領主が一手に引き受けろ、というわけだね」

「この地区の建設も含ふくめてな」

「雨による災害が後を絶たない四十二区がそれを克こく服ふくしたとなれば、他の区に売り込むには絶好の商材になる……か。なるほど。確かに魅み力りよく的かもしれないね」

「最終工程でもう一手間加える必要があるが、ろ過の仕組みは飲料水とほぼ同じなんだ。だから、まずは慈じ善ぜん事業として飲料水のろ過装置を作り、その成果を見て下水のプレゼンを行えば、どんだけ頭の悪い領主でも首を縦に振るだろう」

「ボクの両りよう肩かたに、随ずい分ぶんと重いものを背負わせてくれたね」

「肩かた凝こりなんて経験したことないだろ？　いい機会じゃないか」

「……胸がなくても肩くらい凝るからね？」

　ジトッとした視線で睨にらんでくるエステラ。

　すぐに返事は出来ないだろうが、おそらく資金を引っ張り出してきてくれるだろう。

　さて、お次は。

「というわけでウーマロ」

「分かったッス！　お金がもらえるならその仕事引き受けるッス！　ウィシャート様の仕事は、なんとか誤ご魔ま化かしつつ、こっち優先で頑がん張ばるッス！」

　それが出来るなら最初からそうしておけばいいのにとは思うが、まぁ、危険な橋を回かい避ひするのも責任者の務めではあるからな。信用商売は大変だ。

「まずは、現在ある家の補修をして、それから新しい家を建てるッス。でも、主要メンバーはこっちでろ過装置作りを急ピッチで進めるッス」

「あぁ、それなんだがな、ウーマロ」

　現状、ウーマロはおいしい思いしかしていない。

　当然、おいしい話にはちょっとした痛みが伴ともなうものだ。

「お前、四十二区に支部を作れ」

「えっ!?　支部ッスか？」

「おう。これから下水工事を始めるわけだからな。数ヶ月の大プロジェクトになる。いちいち往復していては時間がもったいないだろ？」

「けど、そうすると住むところが……」

「だから、お前らがこれから作るんじゃねぇか」

「今から建てる家、オイラたちのだったんッスか!?」

　トルベック工務店の支部が出来れば、いろいろと仕事を頼たのみやすくなる。

　輸送費も節約出来るし、メリットはたくさんある。

　そして、他区の領主に名指しで依い頼らいが来るような名門トルベック工務店の支部がここに出来れば──この場所はもう『スラム』なんて呼ばれることはなくなるだろう。

「下水の工事もお前らに一任する。俺の技術をすべてお前たちに託たくしてやろう」

　ウーマロの首に腕うでを回し、ひそひそと密談をするように耳元で囁ささやく。

「エステラが各区に交渉をして、下水を求める声が大きくなった時、下水に関する技術を持っているのはお前たちだけだ。当然、依頼はトルベック工務店に集中する」

「そ……それは、魅力的ッスね」

「最終的に、中央区の王族から依頼が入るかもしれないぞ？」

「お、王族からウチにっ!?　…………夢のようッス……」

　ウーマロがまだ見ぬ明るい未来を思い描えがいて半笑いを浮うかべる。

「ただし、技術提供には一つ条件がある」

「…………報酬カットッスか？」

　こいつ、俺が金のことしか考えてないと思ってるな。……まぁ、その通りなんだが。

　普ふ段だんならそう言いたいところではあるが、今回はエステラが金を出すので俺がケチる必要はない。

　そんなことよりも、もっと大事な契けい約やくをのませなければいけないのだ。

「お前のところで、ロレッタの弟たちを大量に雇やとい入れてほしい」

「えっ!?」

　俺の言葉に真っ先に反応したのは、ロレッタだった。

　だが構わず、俺はウーマロとの交渉を続ける。

「今後、四十二区での工事には人手が必要になる。一人前ではなくとも数がいれば役立つこともあるだろう。いや、むしろどんな人材でもいいから人手が欲しいと思うだろう」

「確かに、五棟の集合住宅に街中に張り巡めぐらされた下水……人手はいくらあっても足りないッス」

「さらにな、ロレッタの弟たちはアレでなかなか使い勝手がいいんだ。物覚えはいいし、何よりやる気がある。お前も何人か相手にして、そこんとこはよく知ってるだろう？」

「あぁ、確かに、あいつらはよく働いてくれたッス」

「おまけに、この洞どう窟くつを作り上げた掘くつ削さく能力。これは、下水工事で必ず必要になる」

「……そう、ッスね」

　ウーマロは、最初こそスラムに偏へん見けんを持っていたかもしれない。しかし、今は違ちがう。こいつ自身が触ふれ合って感じたことが、こいつにとっての真実となる。くだらない偏見など、介かい在ざいする余地はないのだ。

　こいつのもとでなら、弟たちはまっとうに働くことが出来る。

「分かったッス。やる気のある人材が手に入って、尚なお且かつ他ほかの誰だれも持っていない技術がいただけるなら、こっちは断る理由がないッス！」

「やったですぅー！」

　花火のような大だい音おん響きようで、ロレッタが歓かん喜きの声を上げる。

　どこに行っても仕事がもらえず、やっとありつけた仕事も長く続かない。そんな苦労を味わってきたからこそ、弟たちの働き口が見つかったことが嬉うれしいのだろう。

「不出来な弟たちですが、死ぬ気で働かせますです！　ビシビシ鍛きたえてやってです！」

「あ、あの、は、はい！　それはもちちちちちち……っ！」

　両手を握にぎられ、笑え顔がおを向けられたウーマロは盛大に緊きん張ちようし、フリーズしている。

「よかった……これで弟さんたちも、街のみなさんもみんな幸せになれますね」

　慈いつくしむように、ジネットが微び笑しようを湛たたえる。

　そう、みんなで幸せになれるのだ。

　災害支し援えんや下水工事で、懸けん命めいに働く姿を見れば、街の人間が持つスラムに対する偏見もなくなるかもしれない。
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　また、信しん頼らいあるトルベック工務店の一員ともなれば、見方も変わってくるに違いない。

　そうすればこの弟きよう妹だいたちは街の連中に受け入れられて、そして──

　ポップコーンの移動販はん売ばいが大だい繁はん盛じようするに違いないっ！　陽だまり亭の利益がガッポガッポだ、うははははは！

　しかも、エステラの金、ウーマロの技術と信頼を使って、俺は身み銭ぜにを一いつ切さい切らずに、何もしなくても勝手に売り上げが上がるシステムなのだ！

　さぁ、お前たち！　盛大に働くがいい、俺の利益のために！

　……まぁ、ついでだから。




　この街が少しでも住みやすくなるように、知ち恵えくらいは貸してやるさ。
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　午後には雨が上がり、俺たちはそれぞれ行動を開始した。

　ジネットは教会の手伝いに向かい、ロレッタはスラムの洞窟で弟妹たちとろ過装置に使う材料を集めている。そして、それらの材料を運ぶのがマグダの仕事だ。

　エステラは館やかたに戻もどり、ナタリアと再度打ち合わせを行うと言っていた。領主を納なつ得とくさせて金を引き出してくるのだそうだ。

　そして俺は、ウーマロとハムっ子たちを引き連れて、エステラからの依頼をこなしているところだ。掘削用の道具を載のせた荷車を曳ひきつつ、四十二区内で特に水害の酷ひどい三ヶ所を回り応急処置を施ほどこすのだ。……が。

「はぁ……やる気が出ねぇ」

「なんでッスか!?　なんか、軽く傷付くッス！」

　圧あつ倒とう的男子率。ここには女子がいない。……は～ぁ。

　最初に訪おとずれたのは農業ギルドの所有する大きな畑だった。水路が氾はん濫らんして畑が一面水すい没ぼつしてしまっていた。なので、その隣となりにあった使用していない畑に大穴を開けてそこへ水を逃にがしてやろうというわけだ。

「「「掘ほり進めー！」」」

　ハムっ子が元気よく地面に穴を掘っている。

　つか、速い速い。まるでバターを抉えぐるようにすいすいと土を掘り返していきやがる。

「はぁあ…………すげぇな……」

　ハムっ子たちの働きぶりに、農業ギルドの代表者が間の抜ぬけたワニ顔をさらし、ぽか～んと口を開けている。

　そう。驚おどろいたことに、モーマットが農業ギルドの代表者だったのだ。……頼たよりねぇ。

「いや、ホント大したもんだな、あのスラ……いや、子供らは」

　当初、モーマットも例に漏もれずスラムへの偏見を持っていた。

　だが、作業が始まると一転、「すげぇすげぇ」と感かん嘆たんの言葉を何度も口にしている。

「……俺も、まだまだだなぁ…………」

　モーマットが漏らしたその言葉が何を意味するのかは聞かない。

　だが、モーマットの顔にはもう、スラムの住人を忌き避ひする感情は浮かんでいない。あるのはただ、感心と少しの罪悪感だけだ。

　それからしばらく黙だまって弟たちの穴あな掘ほりを眺ながめていると、あれよあれよと穴は深くなり、あっという間に縦横３メートル、深さ５メートルの巨きよ大だいな穴が誕生した。……速はえぇよ。

「いやぁ、思った以上に働けるッスね、弟たち。これなら、今日中に深刻な箇か所しよは回りきれるかもしれないッス」

　弟たちの働きぶりに、ウーマロも感心したようだ。活いき活きとした表情をしている。

「「「終わったよー！」」」

「おう、よくやったな、お前たち。上出来だ」

「「「うははーい！　お兄ちゃんに褒ほめられたー！」」」

　こいつら、なんでそんなに俺が好きなんだろうな。……ったく。

　疲つかれた素そ振ぶりも見せず俺の周りに群がってくるハムっ子。泥どろだらけのくせにすげぇ楽しそうに笑っている。

　水路の一部を壊こわすと、畑に溢あふれていた水が大穴へと流れ込んでいく。

　その様をジッと眺めていたモーマットが口を開く。重大な決心をしたような厳いかめしい顔つきで。

「あ、あのよ……っ！　こ、こいつら、何人か貸してくれねぇか？」

　ぶっとい指でハムっ子を指さす。そして、取って付けた感満まん載さいの言い訳を並べ立てる。

「いや、あの、雨でダメになった野菜がかなりあってな？　それで、そう、そいつをゴミ回収ギルドに買い取ってほしいんだ。結構な量があるから人手が欲しくて、その……」

　罪悪感にでも吞のまれたか、お人ひと好よしワニめ。

　ちらりと弟たちを見ると、なんだかキラキラした目をしていた。頼られるのが嬉しいのかもしれない。

　まぁ、お前らがやりたきゃ手伝ってくりゃいいよ。……だがその前に。

「モーマット、お前……売り物にならないような野菜を売りつけようってのか？」

「うっ!?　い、いや、見た目はアレだが、味は保証するぜ。お、俺たちも生活がギリギリなんだ、頼たのむよ、な？　な!?」

　こいつは、人助けのフリをして都合のいいことを……

　余よ裕ゆうの笑みで断ってやりたいところだが……くっ、なぜかジネットの顔が脳のう裏りをちらちら過よぎりやがる……これはもう、病気だな。知らんぷりすりゃいいのに……ったく。

「……分かった。売り物にはならないがダメにはなっていない野菜を集めて、明日あしたの朝にでも陽ひだまり亭ていに持ってきてくれ」

「ほ、本当かっ!?　本当にいいのか!?」

「この話をウチの店長が聞いたらなんて言うと思う？」

「そりゃお前、可愛かわいらしい顔して、瞳ひとみをウルウルッとさせて『可か哀わい想そうですっ』って」

「違う。最近は自分の感想は口にせず、ただ一言……『ヤシロさん……』だぞ？」

「はっはっはっ！　信頼されてんじゃねぇか、ヤシロ！」

　けっ……ちっとも嬉しくねぇよ、そんな賞賛。

「じゃあ、二人ほどモーマットの手伝いに残って、一人は家に帰って人員の補ほ充じゆうを頼む」

「「「はーい！」」」

「残りは二ヶ所なんで、オイラとヤシロさんで手分けすればすぐ終わるッスね」

　そんな感じで使いを頼むと、弟たちの間でミーティングが開かれ担当が割り振ふられた。

「お手伝い界の、開かい拓たく者やー！」

「お、モーマットの手伝いはハム摩ま呂ろがやってくれるのか」

「はむまろ？」

　お前だ、お前。『○○の、△△やー』みたいなのが口くち癖ぐせみたいだしな。

　こいつはそこそこ度胸があるから、モーマットに預けても大だい丈じよう夫ぶだろう。……俺たち以外の人間を怖こわがっているヤツも、中にはまだいるからな。

「モーマットは、見た目は怖いがただのヘタレだ。不安がらなくていいぞ」

「おい、ヤシロっ！　誰がヘタレだ!?」

「分かったー！　舐なめてかかるー！」

「……こいつも大たい概がいだな。まぁ、よろしく頼むぞ」

「うんー！」

　ハム摩呂ともう一人、小こ柄がらな弟が残り、人員補充に向かった弟を除いた他ほかのメンバーで次の場所へ向かう。

「大丈夫ッスかねぇ、あいつら……」

「心配性しようめ」

「やはは……性分なんッスよ」

　ちらちらと後ろを振り返り気にする様子を見せるウーマロ。

　こいつらがそうやって気にかけてくれるなら、あいつらはきっと大丈夫。そう思った。







　次に訪れたのは、大通りから一本入った金物屋が並ぶ通りだった。入り組んだ細い道が水没している。随ずい分ぶんと水みず捌はけの悪い通りのようだ。

「なんの用さね？」

　金物工こう房ぼうの前で、煙管キセルをふかしたキツネっぽい美女が俺たちに声をかけてくる。

　どこか和のテイストを思わせるような着物っぽい服を身に纏まとい、大きくはだけた谷間の眩まぶしい、大人美女だ。……デカい。

「領主からの依い頼らいで、この通りの水をなくしにやって来た」

「そりゃありがたいんさけど…………そっちのソレがやるんかぃ？」

　巨きよ乳にゆうキツネが訝いぶかしげな表情で弟たちを睥へい睨げいする。

　これが、住人たちの素すの反応なんだろうな……根が深い。

「ちゃんと仕事してくれるんかぃねぇ？　不ふ祥しよう事じが起こるんは困るんさよねぇ」

「なら自分たちでなんとかするか？　それとも、このまま放置するか？」

「いや……それは……」

「何もしないヤツほどよくしゃべる。不満を吐はき出すだけのヤツは気楽でいいよな？」

「ヤシロさん……！」

　ウーマロが俺と巨乳キツネの間に体を割り込ませてくる。

「気持ちは分かるッスけど……弟たちのイメージアップのためッスから……」

「うっ…………分かってるよ」

　俺がキレて住人といざこざを起こすわけにはいかない。……落ち着け、俺。

「ここはオイラに任せてほしいッス。ヤシロさんはもう一ヶ所の方へ」

「……すまん、頼む」

　俺は身を引き、荷車へ向かう。

　周りを見ると、体格のいい男たちがこちらを窺うかがっていた。俺と目が合うと気まずそうに視線を逸そらす。だが、誰だれも声をかけてはこなかった。……ちっ。

「「「お兄～ちゃ～ん！　お手伝いに来たよー！」」」

　予想よりずっと早く、増ぞう援えん部隊が大量に投入された。妹たちも含ふくまれている。

「俺たちは別の場所をやっつけるぞ」

「「「うんー！　やっつけるー！」」」

　自分たちに向けられる感じの悪い視線など気にもしないで、ハムっ子たちはにこにこしている。働けて楽しい。頼られて嬉うれしい。そんな顔だ。

　だがそれは、自分たちの中だけで完結していることで、対外的な部分は俺というフィルターを通してでしか見ていない。こいつらにとっては『お兄ちゃんのお手伝いをしている』に過ぎないのだ。……こいつらの元気は、たまに切なくなる時がある。

　なんとかしなきゃな。俺が切なくならなくて済むように。







　向かった先は大通りの向こう、養よう鶏けい場のある方向だ。

　溜ため池が限界を超こえ溢れそうになっている。近きん隣りんには養鶏場などの畜ちく産さん農家の肥こえ溜だめがあり、溜め池が増水すれば汚お水すいと混ざり溢れ出して住宅や道路に被ひ害がいが出てしまう。

「この辺ぬかるんでるから、滑すべるなよ」

「「「はーい！」」」

　荷車を置き、俺たちが溜め池へと近付いていくと、チラホラと人が集まってきた。

　声をかけるでもなく、遠巻きにこちらを窺って……ハムっ子たちを見て眉まゆを顰ひそめる。

　もう、いちいち相手にするのはやめだ。そもそも、ヤツらからしてみれば『スラムのガキを引き連れた見たこともないようなどこぞの男』でしかないからな、俺は。

　チキショウ。モヤモヤする。

「よぉし、ヤロウども！　溜め池拡張工事を開始するぞー！」

「「「「おぉー！」」」」

　弟きよう妹だいたちが一いつ斉せいに土の上へと飛び降りていく。

　増水している溜め池の隣に、幅はば50センチ程度の土を残して巨大な穴を掘る。最終的にその土を壊して池を一つに繫つなげ溜め池を拡張するのだ。

　そんな大変な作業にも、楽しそうに取り組むハムっ子たち。自分が汚よごれることも厭いとわず、報むくわれないと知りながらも不満の一つも口にしない。

　……そんなことに慣れんなよ、バカが。

　俺も手伝おうかと思ったのだが、掘くつ削さく技術が違ちがい過ぎて逆に足手まといになりそうだ。

　だからせめて……見ていてやろうと思った。こいつらの頑がん張ばりを、ちゃんと、そばで。

　遠巻きに見つめるだけの群衆は、辛しん気き臭くさい表情をさらすだけで言葉すら発しない。なら、せめてよく見ておけ。誰が、誰のために、どれだけ頑張っているのかを。……そして、テメェらが今現在、何をしているのか、何が出来ているのかを省かえりみやがれ。

　それから数十分、俺はただジッと、ハムっ子たちの仕事っぷりを見つめ続けていた。

「よぉし！　もういいぞ、お前たち！」

「「「「は～い！」」」」

　元気のいい返事をして、全員が一斉に作業を終える。

「もうちょっと」とか「最後にこれだけ！」とか、そういうヤツもいない。

　こいつらはいつも平等であり、助け合うことも出来、今やるべきことに全力で取り組める。経営者目線で見れば最高の人材なのだ。もっとも、リーダーシップに関しては疑問が残るがな。あと、遊び好きなところも。

「泥どろだらけー！」

「男の勲くん章しようー！」

「女は愛あい嬌きようー！」

　ドロドロに汚れた手を俺に見せつけてくる幼い弟妹たち。本当に全身泥だらけだ。

「よ～しよし、頑張ったのは分かったから俺で拭ふこうとすんのはやめろ。ちゃんとタオルで拭けよ」

「「「わ～！　拭いて拭いてー！」」」

　なんで俺が。と、断ろうとしたのだが……断ると、こいつら一斉に飛びついてきそうな顔をしている。くそっ、大人しく拭いてやった方が被害は少ないか……しょうがねぇな。

「じゃあ、一列に並べ」

「ぅぉお!?　お兄ちゃんが素す直なおに優やさしいー！」

「「「大雨の予感ー！」」」

「縁えん起ぎでもねぇこと言ってんじゃねぇよ」

　もうしばらく雨は遠えん慮りよ願いたいんだっての……つか、こいつら、さらっと失礼だな。

　隙すきあらば飛びつこうとする弟妹を牽けん制せいしつつ、一人ずつタオルを押し当ててぐりぐりと泥を拭き取ってやる。……くそっ、ワザと雑な扱あつかいしてんのに楽しそうにしやがって。

　拭いても拭いても、次から次へと新たな泥まみれが穴から這はい上がってくる。Ｂ級のゾンビ映画みたいだな、まるで。

　終わりの見えないプチゾンビの行進を目で追うと……

「ぅきゃあ!?」

　最後に這い上がってきた妹が、ぬかるみに足を取られて溜め池へと落ちた。

「──っ!?」

　目の前にいた弟にタオルを押しつけて駆かけ出す。

　マズい！　ここの溜め池はかなり深い。まだ水を逃にがす前だし、幼い妹じゃ溺おぼれて……

「退どくさねっ！」

　駆け出す俺を追い抜ぬいて、一人の美女が溜め池へと飛び込んだ。躊躇ためらうことなく、ふっっくらとしたキツネの尻しつ尾ぽを揺ゆらして。

　池に飛び込んだキツネ美女は、水中で暴れる妹を背後から抱だきかかえ、器用に岸まで泳いで戻もどってくる。汚れた水で、綺き麗れいな髪かみがグシャグシャだ。

　岸に上がると妹を抱き直して、背中をぽんぽんと叩たたいて飲んだ水を吐き出させている。

「……みぃいいい……っ！」

「ほらほら、もう大丈夫だから泣くんじゃないさよ」

「…………うんっ、ありがと……」

　キツネ美女にしがみつき、洟はなをすする妹。……とりあえずは、無事なようだ。

　しかし……どうなってやがるんだ。

「なぁ」

　俺が声をかけると、キツネ美女が警けい戒かいしたような、引き締しまった顔でこちらを見て……そっと視線を逸らす。

「……あんたに、言いたいことがあったんさよ……それで、追いかけてきたら、この娘こが…………あとは、体が勝手に動いたんさね」

　何も聞いていないのに言い訳を始める。それは、後ろめたさの表れであり、また、関係修復を望むサインでもある。あれはあれで、精せい一いつ杯ぱい譲じよう歩ほした結果なのだ。

「すまなかったな。助かったよ」

　素直に礼を述べると、キツネ耳と尻尾が同時にふぁさりと持ち上がった。

「ふ……ふん。別に、礼を言われるようなことじゃないさね」

　照れてでもいるのか、そっぽを向いていた顔を、さらに向こうへと背そむける。……鎖さ骨こつ付近が強調されて、すげぇ色っぽい。……つか、やっぱデカいよな。

「この娘らの弟妹がね、凄すごく頑張っててね…………」

　す……っと短く息を吸う音がして、濡ぬれた唇くちびるが小さく震ふるえる。

「…………自分らの矮わい小しようさに、嫌いや気けが差したんさね……あんたの言う通り…………アタシらは、口ばっかりで何もしてなかった…………」

　唇を嚙かみ、それでも俯うつむくことはせず、切れ長で妖よう艶えんな色味の瞳ひとみをこちらへ向ける。

「もう、そういうのは卒業するって、あんたに伝えたかったんさよ」

「……そうかい」

　変わり始めた……そう確信した。

　この一歩は、とてつもなく大きな一歩となるだろう。やがてはこの街をひっくり返すくらいの、歴史的な一歩だ。

　ハムっ子たちの頑張りが、人の心を塗ぬり替かえた。

　きっと……、もう大だい丈じよう夫ぶだ。

「ありがとよ」

「だ、……だから、別に礼を言われたいんじゃない……さよ」

「「「おねーちゃん、ありがとー！」」」

「へっ？」

「「「妹ー！　助かったー！」」」

「こ、これは…………お、大人として当然のことをしたまでさね！」

　ハムっ子に囲まれて、キツネ美女があからさまに照れている。

　だが、その当然のことが出来ない大人が、ほら、向こうにたくさんいるだろう？

　けど、あいつらにも、何かが伝わったようだ。バツが悪そうにしてやがる。

「おねーちゃんっ」

　助けてもらった妹が、ギュッとキツネ美女の胸にしがみつく。怖こわかったんだろうな。

「おっぱい、大きいねぇー」

「なんの話をしてるんさね!?」

「……でも、店長さんと比べると、ちょっと残念」

「誰だれさね、店長さんって!?　勝手に比べて勝手にがっかりするんじゃないさよ!?」

　…………うん。妹。お前らも大たい概がい好きだよな、おっぱい。

　というか、このキツネ美女は、根本的に悪いヤツではなさそうだ。

「なぁ。お前、名前は？」

　名前くらいは、覚えておいてもいいだろう。

　そう思ったのだが、キツネ美女は濡れた髪をかき上げて──

「名乗るほどのもんじゃないさね……」

　そんな言葉と微び笑しようを残し、颯さつ爽そうと身を翻ひるがえし歩き出した。

「あ～、ノーマちゃん！　やっと見つけた～！」

　と、そこへ、金物通りで見かけた筋骨隆りゆう々りゆうのオッサンが駆け寄っていく。

「ちょっ!?　折せつ角かくアタシが格好つけたってのに、名前をバラすんじゃないさね！」

「んもう、なに言ってるのノーマちゃん？　それより、あのハムっ子ちゃんたちがすっごい頑張ってくれて、通りの水が全部なくなったのよ！　ほらほら、早く見に来て！」

「あぁ、もう！　引っ張んじゃないさね！　力強過ぎんだよ、あんた！」

　筋骨隆々のオッサンに引き摺ずられるように、ノーマという名前のキツネ美女が走り去っていった。……締しまらねぇ去り際ぎわだな。

　つか、そのしゃべり方はなんだ、オッサン!?　人は見かけによらないってことか。

　ちゃんと話してみなきゃ、そいつがどんな人間かなんて分かるわけないもんな。

「おねーさん、カッコよかったね」

　妹がぽつりと呟つぶやく。遺い恨こんも怨うらみも、一いつ切さい含ふくまない純じゆん粋すいな声こわ音ねで。

「あぁ、そうだな……」

　最初の印象なんか、その後の行動次し第だいでいくらでも塗り替えられる。そのいい見本だ。

　だから、こいつらもきっと──

「よぉし！　じゃあ、帰るぞ！」

「「「「はーい！」」」」

　重い荷車を曳ひき、車輪を軋きしませて、俺たちは歩き始めた。

　初日の成果としては十分だ。住人にこれだけの変化が見られたのなら……これを続ければ、いつかこいつらはきちんと受け入れられる。

　確信めいたものを感じ、俺は暮れ始めた空のもと帰路に就ついた。

　きっと、今日の夕飯は美味うまいんだろうなぁ、なんてことを思いながら。







　そして翌日。モーマットは朝も早くから陽だまり亭のドアを叩き、アホみたいに積まれた野菜を俺の前に差し出してきやがった。

「また、大量に持ってきやがったな、このヤロウ……」

「いやぁ、ギルドのみんなも困っててよぉ」

　このワニ、調子に乗りやがって。何トンってレベルの量だぞ、これは。

「ですけど、ロレッタさんのご弟きよう妹だいやトルベック工務店の方々もいらっしゃいますし、賄まかない料理を提供するにはちょうどいいんじゃないですか？」

　俺たちの中で唯ゆい一いつ明るい顔をしているのがジネットだ。

　大量の野菜を見て即そく賄い料理という発想に結びつく。どこまでも、お人ひと好よしなヤツだ。

「ヤシロさん。これを細かく刻んで、タコスにしてみるのはいかがでしょうか？」

　タコスか……。ヤップロックのところからはポップコーンだけではなく、フリントコーンも買い付けている。トウモロコシ粉でトルティーヤを作り、傷付いた野菜を刻んでタコスのソースにしてしまうのは有りだ。

「……お人好し」

「うふふ。ヤシロさんがうつっちゃったんですかね？」

　おいおい。発生源を俺に押しつけんじゃねぇよ。お前だろ、それは。

「え、えっと……つまり、この野菜は……？」

　いまだ不安そうにこちらを窺うかがうモーマット。押しつける癖くせに押しが弱いな、こいつは。だから行商ギルドにいいようにあしらわれるんだっての。しっかりしろよな、ギルド長。

「大おお幅はばにまけるってんなら、購こう入にゆうを検討してやらんでもない」

「ぉ…………ぉおおおおっ!?　本当に買ってくれるのか!?」

「ん？　検討するだけだが？」

「ちょっ!?　そりゃねぇだろ、ヤシロォ!?」

「ヤシロさん。いじめちゃ可か哀わい想そうですよ？」

　くすくすと笑いながらジネットが優やさしく諌いさめてくる。

　ふん。これくらい大目に見ろってんだ。金をむしり取られるんだからな。

「で、全部でいくらだ？」

　移動販はん売ばい初日の収入がそこそこあるが……確か、諸経費諸もろ々もろ差っ引いても３０００Rbくらいは余よ裕ゆうがあるはずだ。その範はん囲い内に収まればいいのだが。

「５０００Rb……と、言いたいところだが、大まけにまけて、３０００Rbでどうだ!?」

　……だから、ＲＰＧのチュートリアルかって。なんでピッタリ持っていこうとするかなぁ、この世界の神様は。

「お買い得ですね、ヤシロさん！」

「ジネットはちょっと黙だまってろ」

『５０００Rbを大まけにまけて３０００Rb』だと？　…………は？

「これを行商ギルドに売ったら、いくらになる？　そもそも、値が付くのか？」

「う……そ、それは……」

「１８００Rb。これ以上は無理だ。災害に遭あって不利益を出してるのはお前のところだけじゃないんだぞ？」

「…………………………ヤシロっ！」

　言葉に窮きゆうしたモーマットが急に大声を張り上げてデカい体を揺さぶった。

　殴なぐられるのかと身構えたが、モーマットは地面に四し肢しを突ついた。

「頼たのむっ！　俺にはギルドの連中を守らなきゃなんねぇ責任があるんだ！」

　雨上がりでぬかるむ地面で土下座をしやがった。頭を低くして、声を張り上げる。

「調子がいいこと言ってんのは分かってる！　お前がこんなお涙なみだ頂ちよう戴だいに揺らがないことも重々承知だ！　その上で、今回だけ！　今回だけはどうか折れてはくれねぇか!?」

「お、おい、モーマット……」

「これを３０００Rbで買ってくれたら、この後俺はなんだってする！　奴ど隷れいになれというならなったっていい！　今回だけは、どうしても金が必要なんだ！　頼む！」

　これは……正直予想外だ…………

　以前の俺なら、目の前にさらけ出された後頭部を踏ふみつけてやるくらいのことは出来ただろうが…………今現在、陽だまり亭に入ってくる野菜は、モーマット率いる農業ギルドからゴミ回収ギルドを経由したものだけだ。行商ギルドからの仕入れルートはこちらから遮しや断だんしてしまった。

　それを、上手うまいこと恩に着せることでこちらが優位であると思わせているが、実のところ、野菜の供給を断たたれると困るのはこちらの方なのだ。

　まぁ、モーマットはバカだから気付かないだろうけど、でも、ここで関係を拗こじらせると、後々俺にとって不利益となって……

「何を難しい顔をしてるんだい？」

　いつの間にか、土下座をするモーマットの向こうにエステラが立っていた。

　モーマットの頭上を通り越こして、俺の顔を見つめて微笑を浮うかべている。

「善行を行うのに理由が必要とは、君も難なん儀ぎな生き方をしているよね、ホント」

　言ってる意味がよく分からんな。俺が行動を起こす際に考こう慮りよするのは、俺の利益になるかどうか、それだけだ。だから、そのイラッてする微笑をやめろ。

「モーマット、ちょっといいかい？」

　エステラが地べたに這はいつくばるモーマットのそばにしゃがみ込み、こそっと耳打ちをする。と、モーマットがエステラにつられるように俺を見て、「なるほどぉ」と言わんばかりの表情で大きく頷うなずいた。……何を入れ知ぢ恵えされやがった…………

　モーマットが立ち上がり、今度は自信たっぷりな顔で俺に言う。

「ヤシロォ！　俺たちは困っているんだ！　この野菜を３０００Rbで買ってくれ！」

　入れ知恵された結果がそれか？　泣き落としの声がデカくなっただけじゃねぇか……なんとも稚ち拙せつな……

「とりあえず一度、責任者と話し合ってみてくれ！」

　……責任者…………だと。背中に、じっとりと汗あせが浮かぶ。

「さぁ、後ろにいる、『陽だまり亭・本店』の最高責任者と協議してくれ！」

　……くそ、エステラめ。俺がこの体勢から、絶対に視線をずらさなかったことに気が付いていやがったのか……

　俺の左斜ななめ後ろには、ジネットが立っている。俺は、この交こう渉しようが終わるまで、絶対にそちらを見ないと決めていた……なぜなら…………

「さぁ、ジネットちゃんを見ろ、ヤシロォ！」

「……くっ！」

　呪のろいにでもかかったかのように、俺の首がゆっくりとジネットの方へと向いていく。

　これはなんだ……ジネットの念か？　モーマットの執しゆう念ねんか!?

　嫌いやだ、見たくない……今、こんな状態でジネットの顔なんか見ちまったら…………

「…………ヤシロさん……」

　もし、ジネットが夜の闇やみを引き裂さく朝あさ陽ひなのだとしたら、俺はそれに照らされた吸きゆう血けつ鬼きか何かなのだろう。

　ジネットの顔から発せられる『なんとかしてあげられないでしょうか？』オーラに当てられ、俺の体たい細さい胞ぼうが塵ちりと化していく。

　他人の足元を見て、欺あざむき、己おのれの利益を少しでも得ようとする俺の中の邪じや悪あくなる闇の部分が、天上から差す聖なる光に照らされて浄じよう化かされていくのが手に取るように分かる。

　だからな、ジネット。そのウルウルした瞳ひとみにすべての想おもいを詰つめ込んで、囁ささやくように俺の名前呼ぶの、やめてくれるかなぁ……ったく。

「あ～ぁ…………………………………………分かったよ」

「ヤシロさんっ！」

「ぅぉおおおっ！」

「ふふ……」

　ジネットが手を鳴らして表情を輝かがやかせ、モーマットが握にぎりしめた二つの拳こぶしを振ふり上げて雄お叫たけび、エステラが遠くで腕うでを組んだまま余裕の笑えみを漏もらす。

　……あぁ、あぁ、もう……煩わずらわしい。

「その代わり、さっきの言葉を忘れるなよ？」

「へ？　なんだ？」

　すっとぼけモーマットに釘くぎを刺さしておく。こいつ、マジで忘れかねないからな。

「俺が何か協力を要よう請せいした時は、何がなくとも協力しろよ！　最優先でだ！」

「あぁ！　任せとけ！」

　任せられねぇ……頼たよりなさの化け身しんかってほどに頼りないぞ、お前。

　俺の重いため息が空気中に拡散されたタイミングで、マグダが店から顔を出した。

「……ヤシロ。ポップコーンを改良した。試食を」

　野球場の売り子のように、箱状のトレーを持ち、肩かた紐ひもを斜め掛がけにして、出来立てのポップコーンをそのトレーに入れている。俺が考案した『売り子スタイル』だ。

　マグダがやる気を漲みなぎらせているのが窺える。

　というのも、昨日溜ため池の拡張工事を終えた俺は、夕飯の席でそこであったことをみんなに話して聞かせたのだ。

　遠巻きに見ていたヤツの反応も含め、そう遠くないうちに移動販売が再開出来るかもしれない。そんな考察を語ってやった。

　その話を聞いて分かりやすく喜んだのはロレッタとジネットだったのだが、実はマグダもかなり喜んでいたようで、今朝、俺が目を覚ますよりも早く厨ちゆう房ぼうに入って、ポップコーンの素もととなるトウモロコシを選えり分けていたのだ。「……再開初日は、高品質をご提供」と、静かに闘とう志しを燃やしていた。

　差し出されたポップコーンを口に含ふくむ。

　ん!?　なんかめっちゃ美味うまくなってる。

「……ハチミツとバターの割合を変えた。こっちの方が癖がなく食べやすい」

　なんてことだ、マグダが独自にレシピを改良し、グレードを上げてくるとは。

　こいつ……ポップコーン職人の座を不動のものにするつもりだな。最近、妹たちが作れるようになってきたこともあり、ここいらで格の違ちがいでも見せつけようって魂こん胆たんか。

「うん、美味い！　正直脱だつ帽ぼうだ。ポップコーンに関しては完全に追い抜ぬかれちまったな」

「……ふふん」

　無表情ながら、マグダの表情は嬉うれしそうに見えた。

　トラ耳がぴこぴこ揺ゆれているから間違いはないだろう。

「……店長、エステラも。試食」

「はい。では、いただきますね」

「ありがと。いただくよ」

　新ポップコーンを口に入れた途と端たん、二人の瞳が同時にきらめいた。

「美味おいしいです！　ハチミツとバターが、口の中でるんたったしてます」

「うん、凄すごく美味しい！　……え、るんたった？」

　ジネットのよく分からない表現に、さしものエステラも困こん惑わく気味だ。

　で、一人だけ勧すすめられていないモーマットがほのかに寂さみしそうにしている。

「……モーマット、食べる？」

「おっ。俺もいいのか!?　じゃあ、遠えん慮りよなく！」

　喜び勇んでポップコーンを口へ放ほうり込むモーマット。よかったな、相手にしてもらえて。

「おぉっ！　こりゃあウメェな！」

　上じよう機き嫌げんで舌なめずりをするワニ。……絵え面づらは最強に怖こわいな。食ってるのはポップコーンなのだが。

　と、そんなモーマットに、マグダがそっと手を上に向けて差し出す。

「……まいどあり」

「…………へ？」

　突とつ然ぜんのマグダの言葉に困惑するモーマット。

　マグダはトレーに添そえていた手をそっと離はなす。すると、押さえられていた紙がぺろ～んと垂れ下がり、トレーの前面にこんな貼はり紙が出現した。
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「ぶふぅっ!?」

　その貼り紙を見てモーマットが盛大に吹ふき出した。

　凄すさまじいぼったくり料金だ。そりゃモーマットも吹き出すわ。

「や……いや、あの……マグダ？　…………これ、試食……だよ、な？」

「……モーマットには『試食』とは言っていない」

　すっとぼけた顔で、マグダが会カンバ話セーシ記ヨン・録レコードを呼び出す。

　それを覗のぞき込むと、確かに俺やジネット、エステラに対しては『試食』と言っているが、モーマットの時は『食べる？』と聞いているだけだ。

「い、いや、でも、『食べる？』って聞かれたからよぉ！」

「……食べ物を勧めるのは、接客業の常識」

　マグダの言葉に、ぐうの音も出ないモーマット。うめき声一つ上げられずに、蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのようにただひたすら脂あぶら汗あせを垂れ流していた。

「……ヤシロを困らせた罰ばつ」

　無表情のマグダが、抑よく揚ようのない声で言ったその言葉に、俺は正直驚おどろきを隠かくせなかった。

　こいつが、そんなことを思うなんて……

　モーマットがうな垂れて、大きなため息を漏らす。完全に諦あきらめモードだ。

「そんなつもりはなかったんだが……分かったよ。確かく認にんしなかった俺が悪かったんだ……３０００Rbちゃんと払……」

「真に受けんな、バカワニ」

　全部を言い切る前に、モーマットのケツに蹴けりを入れる。

「マグダも。冗じよう談だんは冗談と分かるように言ってやれ。これじゃ、あとで笑えない」

「……マグダは、冗談は…………」

「冗談だよな？」

　不ふ機き嫌げんそうなトラ耳を少々乱暴にもふってやると、途端にマグダの力が抜け落ちる。

「…………ふにゃぁ……」

　しゃがみ込んでしまったマグダの頭を撫なで、俺もしゃがんで耳元で囁く。

「ありがとうな。怒おこってくれて。けど、許してやってくれねぇか？」

「…………ヤシロがいいなら、別に、いい」

「そっか。いい娘こだ」

　こいつの目には、俺が強ごう引いんに押し切られたように見えたのかもしれない。相手の言葉の裏に含まれる感情を汲くみ取ることには、まだ慣れていないのだろう。

　エステラほど狡こう猾かつになられるのは困るが、ジネットくらいにはなってもらいたいものだ。

　そうだな。もう少し、素す直なおに甘えられるくらいにはな。

「マグダさん。モーマットさんの野菜に関してですが」

　俺とマグダが向かい合ってしゃがみ込んでいるところへ、ジネットがやって来て同じようにしゃがむ。

　そして、幼い子に言い聞かせるように優やさしくも聞きやすい、温かい声で囁きかける。

「ヤシロさんは最初からモーマットさんを助けるつもりでいたのだと思いますよ」

「……困っているように、見えた」

「照れ隠しです」

　いや、全然照れてなんかないけどな。

「でも、マグダさんのその優しい気持ち。わたしは大好きですよ」

　モーマットにとっては悪あく魔まのような仕打ちだっただろうけどな。

　まぁ、あとはジネットに任せておこう。上手うまく宥なだめてくれるだろう。

「な、なぁ、マグダ！　俺は、ヤシロとマブダチだからな！　覚えといてくれな！」

　勝手に肩かたを組み、勝手なことを抜かすモーマット。いつからマブダチになったって？　必死過ぎるっつの。あぁ、あと俺のマブダチは月額料金発生するからな？　入会費も。

「それにしても、今回は随ずい分ぶん強引だったよね、モーマット。普ふ段だんの君らしくもない」

　しれっと他人ひと事ごとですよ～みたいな顔を決め込んでいるエステラ。俺を追い詰めた張本人なんだからお前も糾きゆう弾だんされろよ。まったくズルい女だ。

「実は、ギルドの仲間に……農家を辞やめるとかいうヤツが出てきてよ……」

「辞めたところで、行く当てなんかないだろうに。どうする気なんだい？」

　この世界に職業選せん択たくの自由ってあるのかね？　楽に転職出来るとは思えんが。

「冒ぼう険けん者になって、一発当てるって……」

　おぉ無む謀ぼう！　冒険者がどんな方法で金を得るのかは知らんが、『一発当てる』と言ってるヤツが当てられた例ためしがない。相当切せつ羽ぱ詰つまってんだろうな、そいつ。

「子供が生まれたばかりでな、金が必要なんだが、畑があんな状態だろ？　だから……」

　……だから、無謀な賭かけに出る。勝算などありもしない、負け戦いくさに。

「それでっ、３０００Rbありゃあ、なんとか農家を続けられるんだ！　それで持ち堪こたえられるのはしばらくの間かもしれんが、それでも、今すぐ辞める必要はなくなる！」

「それじゃあ、君たちの利益をすべてその家族にあげるっていうのかい？」

「俺らは……まだ、なんとかやっていける。少ないが、蓄たくわえもある。…………仲間の苦労には代えられねぇよ」

「……モーマットさん…………」

　それで、あの土下座か。

　素直に５０００Rbで押し通しておけば自分たちの利益にもなったろうに。

　はぁ……バカというか、正直というか、バカ正直というか、…………うん、バカだな。

「……ヤシロ」

　モーマットの話を聞いて、マグダが少し悲しそうな表情を見せる。

　こいつも、親から離れて狩しゆ猟りようギルドで暮らしていたのだ。子が感じる独りぼっちのつらさはよく知っているのだろう。

「…………一人前、３０００Rb」

「俺に売ろうとしてんじゃねぇよ」

　ポップコーンを差し出しながら言うマグダ。この娘、将来が怖いわぁ……

　それにしても……こいつは酷ひどい状じよう況きようだな。

　オールブルームで最も貧しいと言われる四十二区。そんな最底辺である四十二区の中でさえも貧富の差は激しい。

　言ってしまえば、たかが３０００Rbだ。四十二区の中に限っても、その額をなんら躊躇ためらいなくポンと出せてしまうヤツは少なくない。

　この街の連中は、分かっているのだろうが、気付いていない。気付かないフリをしているわけではなく、本当に気付いていないのだ。農業ギルドをはじめとする生産者たちの犠ぎ牲せいの上に、四十二区の経済が成り立っているということを。

　ジネットはもちろん、頭の働くエステラですら、そのことに考えが及およんでいない。貧富の差があることは当たり前だと、それはそういうものなんだと享きよう受じゆしてしまっている。

　客が日に五人も来ないような当時の陽だまり亭ですら、ギリギリとはいえなんとかやってこられていた。そのしわ寄せがどこに行っていたのかなんて、考えるまでもない。

　行商ギルドに比べれば良心的過ぎるゴミ回収ギルドの野菜の買値でさえ、俺に言わせれば『買い叩たたいている』以外の何ものでもない。だが、それがあるから陽だまり亭は営業を続けられるのだ。

　トルベック工務店の連中が足しげく通ってくれるおかげで、陽だまり亭の経営はここずっと安定している。もちろん、まだまだ贅ぜい沢たくなんて出来ないし、俺が自由に出来る金もまったくないが、ここで生活していく分にはもう十分と言えるほどなのだ。

　この上で、移動販はん売ばいが上手く回り出せば…………両手に巨きよ乳にゆう美女をはべらせて、好きな物を好きなだけ飲み食い出来るような生活も夢じゃない。

　だから、こういう仮説が成り立つわけだ。

　金は天下の回りものであり、この街の経済が上手く回ってくれれば、俺が将来受け取れる報ほう酬しゆうもググッとアップ、爆ばく上あげするかもしれない、と。

　モーマットたち生産者は、おそらく大通りの店に入ることもほぼないのだろう。そんなしみったれた連中が四十二区の大半を占しめるのだ。そんな状況じゃ、いくら移動販売が上手くいったところで、いずれどこかで頭打ちになる。それじゃ困るのだ。俺は両手に巨乳美女をはべらせたい！　大おお儲もうけしてウハウハしたいのだ！

　だから、まぁ、なんというか…………つまりそういうことだ。

「なぁ、ジネット。店のどっかに２０００Rb落ちてないか？」

「はい。トルベック工務店のみなさんが通ってくださっているおかげで、それくらいの蓄えならありますよ」

「そいつぁよかったぁ。これで農業ギルドと交こう渉しようが出来るぜー」

「お、おいおい、ヤシロ！」

　俺とジネットのミーティングに、モーマットが割り込んでくる。

「いくらなんでも、そこまで迷めい惑わくかけられねぇよ！　これは、こっちの問題なんだ！」

「お前んとこ、土地余ってたよな？」

　モーマットの話は無視して、俺は違ちがう問いを投げかける。

　素直に答えろ。そうすりゃ、いいことがあるかもしれんぞ。

「あ、あぁ、まだ耕してない土地がそれなりにはあるぜ」

「遊ばせている土地があるんだな？」

「あ、あぁ。今農業ギルドは金銭的に綱つな渡わたり状態だし、人手も足りなくてな……」

「じゃあ話は早い。その土地を貸してくれ」

「土地を!?　な、何をする気だ!?」

「ハムスター人族に農業をやらせる」

「なっ!?」

　モーマットの目が見開かれる。さすがに驚きを隠せないようだ。

「遊ばせている土地を使って、農家の見習いをやらせてほしい。もちろん見習いだから給料は格安でいいし、現品支給でもいい。なんなら、ハムスター人族の野菜はすべてウチで現金化してやってもいいぞ」

　モーマットは腕うでを組み、そして低い唸うなり声を上げて首を捻ひねった。

　深く深く思案の海に飛び込み、ぐるぐると思考を巡めぐらせている。

「……なぁ。なんでそこまであいつらの面めん倒どうを見るんだ？」

　かけられたのは、農業とはまるで関係ない、そんな問いだった。

　これまで見たこともないような、真しん剣けんな眼まな差ざしが俺を見つめている。

　俺は一度深く息を吐はいて、きっぱりと言ってやる。

「気に入ったからだが？」

　単純明快。それ以外に言いようがない。そんな分かりやすい回答を。

「……そう、か」

　モーマットが頭を搔かき、また「……あぁ、やっぱ俺はまだまだだよなぁ……」と呟つぶやいた。

「じゃあよぉ、もしかしてお前が俺たちを気にかけてくれてるのって…………いや、それを聞くのは野や暮ぼってもんだな」

　言いかけた言葉をのみ込んで、モーマットは自じ嘲ちようするように鼻で笑う。

　どこか吹ふっ切れたような、そんな声こわ色いろをしていた。

「分かった！　外がい壁へき側に結構な広さの土地が余ってる。そこを貸してやろう！」

「本当ですか!?」

　喜びの声を上げたのはジネットだった。

　これでまた、ハムっ子たちの働き口を確保出来たわけだ。

　トルベック工務店と、農業ギルド。そして、移動販売の売り子と調理補助。ついでに海漁ギルドの網あみの補修。これだけあれば、なんとか食いっぱぐれなくて済むだろう。

「では、早さつ速そく野菜を調理しましょう。みなさんで試食してみませんか？　ね？」

　嬉うれしそうに言って、ジネットはマグダを連れて厨ちゆう房ぼうへ向かう。

　モーマットがせめてもの気持ちにと、大量の野菜を運んでくれるらしい。

　三人がぞろぞろと食堂へと入っていく。

　こうして、陽だまり亭の金庫がすっからかんになった代わりに、ハムっ子の新しい働き口が見つかった。……言い換かえれば、俺が口出ししやすい畑が手に入ったのだ。

　品種改良に生産の効率化。いろいろ実験してコストを削さく減げん出来ればダイレクトに利益に繫つながる。ブランド品種でも誕生した日には、億万長者も夢ではない。

　ふっふっふっ、俺の未来は明るいっ！

「ヤシロ」

　一人、心の中でひっそりほくそ笑えむ俺の肩を、エステラがポンと叩く。

「善行に理由付けするのも、大変だよね」

　それだけ言い残して、食堂の中へと入っていく。

　…………なんだよ。ったく。

「俺は、善人じゃねぇよ」

　そう呟いてみたものの、聞く者は誰だれもいなかった。
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「おーい！　エサだぞー！」

「エサー！」

「エサ歓かん迎げいー！」

「こういうの待ってたー！」

「お前ら喜ぶなッス！　『もうちょっと言い方あったろ』って、ちゃんと抗こう議ぎするッス！」

　大量の食材を載のせた屋台を曳ひき、下水工事が進む区画へやって来た。大通りの手前と、その向こうの大広場の工事現場に賄まかない料理を出前するのだ。最初は大通り側だ。

　腹の虫が大鳴きする正午過ぎにこのサルサソースの食しよく欲よくをそそる香かおり、堪たまらんだろう？

「はぁぁ、美味うまそうッス……」

　抗議を完全放ほう棄きしたウーマロがいそいそと列に並ぶ。

　大雨が上がって数日が経過し、四十二区の復興はほぼ完かん了りようしていた。現在は次の段階として下水工事が進められている。この次に大雨が来ても被ひ害がいを出さないように。

　ハムっ子たちも毎日朝早くから日が落ちるまで精せい一いつ杯ぱい働いている。仕事にも慣れてきたようで効率がかなり上がったと、ウーマロが褒ほめていた。

　そしてやはり、ハムっ子たちの穴あな掘ほり能力は凄すさまじいらしく、ハムスター人族なしで下水工事は不可能だと言わしめるほどになっていた。

　これで、ハムスター人族に対する需じゆ要ようが生まれてくれれば、もう二度と忌き避ひされるようなこともなくなるだろう。

「お兄ちゃん、タコスー！」

「おう！　出来たものから順に配ってやれ。スープと水は、どっちがいいか聞いてからな」

「「「はーい！」」」

　賄い料理を作るのは妹たちだ。

　と言っても、陽ひだまり亭ていで作ってきたトルティーヤに刻み野菜とマグダが捕つかまえてきた魔ま獣じゆうの燻くん製せいを載せ、上からサルサソースをたっぷりとかけるだけなのだが。

　しかし、この単純なメニューがなかなかどうして、絶品なのだ。

「やっぱうめぇな、コレ！　これ一個で肉も野菜も食えるってのもいいよな」

「お食事界の、革命児やー！」

「はははっ、確かにな。いやぁ、陽だまり亭、すげぇわぁ」

　幸せそうにタコスを頰ほお張ばる大工たち。ハムっ子たちがその周りにわらわらと群がっている。もう普ふ通つうに仕事仲間という扱あつかいだ。完全に溶とけ込んでいる。

　すっかり『スラムの住人』なんてイメージは塗ぬり替かえられてしまったな。まぁ、トルベックの面々限定ではあるが……この輪が広がっていくのも時間の問題だろう。

「ヤシロォ～！」

　働く妹たちを眺ながめていると、通りの向こうからニワトリが走ってきた。

　……え、なに!?　怖こわい怖い怖い！　鳥が来る！　鳥がぁ！

「お疲つかれ様。今日も精が出るわね」

　日本人にとっては少し懐なつかしい雰ふん囲い気きを醸かもし出すこの鳥は、養よう鶏けい場の一人娘むすめネフェリーだ。思考回路が１９８０年代のアニメヒロインのようであり、仕草は可愛かわいらしいのだが……如何いかんせん顔が完全にニワトリなので、見ていると微び妙みような気持ちにさせられる乙おと女めだ。

「ネフェリーは歩く時に首を前後にしないんだな」

「やぁだ～！　するわけないじゃない、鳥じゃないんだからぁ～！」

　いや、鳥だけどな、お前は。

「それで、何か用か？」

「用、っていうか……ヤシロは、私たちの……あっ」

　と、「私ってば、今失言しちゃった☆」とでも言わんばかりに両手で口元を押さえ、そして軽く握にぎった右手で自分の頭をぽかりと叩たたく。

　ちょっと懐かしい雰囲気ながらも、可愛らしい仕草をイヤミなく素すでやってのけるのがこのネフェリーという女子だ。ただ、顔は思いっっっっっっきりニワトリだが。

「ヤシロは街のみんなのために、新しいものを作ってくれてるんでしょ？　だから、差し入れを持ってきたの。……口に合えば、いいんだけどな」

　そう言って、可愛らしい包み紙に入った卵を渡わたされた。…………なに、これ？

「新しん鮮せんな卵を茹ゆでてきたの。茹で卵は、………………その……、好き？」

「なんで溜ためたのかは知らんが、普通に好きだぞ」

「ホント！　……よかったぁ」

　ほっと胸を撫なで下ろすネフェリー。

　……つかお前、差し入れで茹で卵って……飲料水不足のこの時期に。

「ねぇ、ヤシロ。あの屋台のって、売り物なの？」

　俺に茹で卵を押しつけておいてタコスに興味を示すネフェリー。……いい度胸だな。

「こいつは賄いだ。近々移動販はん売ばいを再開しようとは思ってるんだが……食いたいか？」

「え…………う、うん。だって、凄すごくいい匂においなんだもん」

「じゃあ、ちょっと待ってろ。おい、妹。用意してやってくれ」

「はーい！」

「あぁっ！　でも！　…………私、お金持ってなくて」

　タコスを作り始めた妹を、ネフェリーは慌あわてて制止する。

「いいよ。この茹で卵と交こう換かんってことで」

「本当に!?　……ウチの卵、そんなに高くないよ？」

　ネフェリーの家の卵は味もいいし、黄身もしっかりしている。エサを変えてからというもの、毎朝きちんと卵を産むようになり、おまけに味も格段に良くなったと以前俺に自じ慢まんしていた。それでも高値では売れないのか……

　まぁ、俺も安く譲ゆずってもらっている身だしな。今回はご馳ち走そうしてやってもいいだろう。

「タコスの美味さを知り合いに広めてくれりゃ、それでいいよ」

「嬉しい！　前にヤシロが屋台やってるって聞いて、凄く行きたかったんだよ。……けど、私、あんまりお金持ってないから……」

　どこの家も家計は厳しいようだ。

　それよりも……

「お前は気にしないのか？　あいつらのこと」

　俺はネフェリーに近付いてこそっと耳打ちをする。ハムっ子たちには聞こえないように。

「全然。だって、ヤシロはこの子たちのこと信じてるんでしょ？　だったら、私も信じる。私、ヤシロが信じてる人のことは信じられる気がするんだ」

　なんて嬉しいことを言ってくれる娘なんだ……顔がニワトリなのが本当に悔くやまれる。

「タコスー！」

「わぁ、ありがとうね、おチビちゃん」

「おチビちゃん？」

「うふふ」

　妹のほっぺをつんと突つつき、柔やわらかく微笑ほほえみを漏もらす。ネフェリーって女の子は、古き良き日本のフィクションの中の理想の女の子像に合がつ致ちする。……顔、以外はな。

「わぁ……美味おいしい…………っ！」

　本心からの感激。それとはっきり分かる声だった。お気に召めしたらしい。

　そんなネフェリーを含ふくめ、あちらこちらから満足の声が聞こえてきて、ちょっとした祭りの会場みたいになっている。賑にぎやかな笑い声と、美味い物を食った時特有のいい笑顔。そんな楽しげな輪の中に、ハムっ子たちが混ざり、あちらこちらで笑顔を覗のぞかせている。

　この連中はもう、スラムに偏へん見けんなど持っていない。

　とりあえず、ハムスター人族は居場所を見つけたと言っていいだろう。

「あ、あの……っ！」

　そんな時、不意に声をかけられた。思い切ったような、勇気を振ふり絞しぼった感じの声。

　振り返ると、幾いく分ぶんかやつれて見える線の細い女性が立っていた。

「あの……これって、お店……では、ないんですよね？」

　何か、含んだような物言い。それに、タコスや、それを食べる者たちを見つめるその眼まな差ざしから、この女性が何を言いたいのか、だいたい察しはついた。

　賄い料理の出前を始めた初日から遠巻きにこちらを眺める視線は感じていた。興味は示すが近付いてはこない。おそらくハムスター人族への偏見がそうさせたのだろう。

　だが、この女性は声をかけてきた。

　タコスの香りに負けたのか、楽しげな声につられたのか、はたまた、懸けん命めいに働くハムスター人族を見る目が変わったのか……なんだっていい。

　この女性が歩み寄ってきたこの一歩は、とても意味のある、大きな一歩となる。

　ならば……

「いや、これは移動販売用の屋台だ。領主の許可もちゃんと取ってある」

　言って、屋台の屋根に取り付けたままだった出店許可証をアゴで示すと、女性の顔にわずかばかりだが赤みが差した。

「あ、あの、ちなみに……それっておいくらなんでしょうか？」

　怯おびえた雰囲気は残しつつも必死さを滲にじませる口調で、女性が質問を投げてくる。

　その表情を見て、俺は少し考えた素そ振ぶりを見せてからこう答えた。

「そうだな……一つ20Rbでいい」

「買います！」

　まさに即そく答とうだった。

　目がやや血走っていてちょっと怖い。そんなに食いたかったのか？

　でも、その気持ちも分からなくはない。パンの値段が20Rbなのだ。同じ値段で肉や野菜まで載っているのだから、「これは買いだ！」と思わせるには十分過ぎるだろう。

「よし、ではお前たち！　今から一いつ般ぱん販はん売ばい解禁だ！」

「「「はーい!!」」」

　その気勢を聞きつけて、遠巻きに見ていた連中が一いつ斉せいに駆かけ寄ってきた。

「俺にも売ってくれ！」

「こっちにも！」

「こっちには二つだ！」

　凄まじい勢いである。ポップコーンの時を凌しのぐ勢いだ。新しくて美味うまそうな物には、どんなヤツらも目がないのだろう。…………と、思ったのだが、何かが違ちがう。

「おい、妹。すまないが今すぐ陽だまり亭に戻もどって屋台をもう一台持ってきてくれ」

「もう一台？」

「この先の通りでも工事は行われている。そっちにも飯を届けてやらないといかんからな」

「うんー！　分かったー！　応おう援えん呼んでくるー！」

　二号店の補ほ充じゆうと併あわせて、七号店の出動を要よう請せいする。

　妹たちは計算が出来ないのでマグダも呼んでもらう。ジネットは店を離はなれられないだろうし、ロレッタは計算が苦手だからな。

　店の方が手て薄うすになるが、おそらくさほど混こみ合うことはないだろう。

　俺の予想が当たっていれば、相当な量が必要になるはずだ。

「なぁ、明日あしたもここで販売してんのか？」

「他ほかの料理はないのか？」

「『二号店』ってことは、本店に行けば食べられるのか？」

　矢や継つぎ早に質問が飛んでくる。

　答える前に次の質問が来るせいで、結局どの質問にも答えられなかった。

　そして、決定的な質問が来て、俺は確信に至る。

「ここは、値上げとかしないよな？」

　──やはりな。

　水害のせいで、物価が上がっているのだ。

　モーマットの農場でも野菜が壊かい滅めつ的なダメージを受けていた。

　川漁ギルドも大雨の影えい響きようで漁が出来ていないだろうし、狩しゆ猟りようギルドは外がい壁へきの外の森の補修にずっとかかりっきりだそうだ。それ以外の生産者も、概おおむね同じような状じよう況きようのはずだ。

　つまり、この大雨で食べ物の流通が極きよく端たんに落ち込んだのだ。

　商品がなければ物価は上がる。物価が上がれば買えなくなる者も出てくる。

　先の見えない不ふ況きようや物価高は、消費者の財さい布ふのひもを極限まで固くさせる。特に、貧富の差が極端に激しい四十二区でのことだ。多くの者がこの食しよく糧りよう不足を『我が慢まん』という方法で乗り切ろうとしているのだろう。

「なぁ。食い物の物価ってどれくらい上がってるんだ？」

　俺は、近くにいたやつれたオッサンに声をかける。

　タコスに齧かじりつこうとしていたオッサンは、開いた口からため息を漏らした。

「あぁ……口にしたくもないほどだな。三倍四倍は当たり前。パンなんか十倍だぜ」

　十倍？　あのカッチカチの黒パンが２００Rb？　日本円で二千円!?　あり得ねぇ。

　ポップコーンの移動販売をやっていた頃ころはそこまで酷ひどくなかった気がするんだが……

「一週間くらいで物価は落ち着くと思っていたんだが……どうも行商ギルドにも物がないみたいでな…………この物価高はしばらく引き摺ずりそうだよ」

　物がない。それは仕方のないことだ。

　モーマットだって、野菜さえ手元にあれば売りたいだろうさ。だが、それがないのだ。

　いろんなところにしわ寄せが行ってしまってんだな。

「虫のいい話だとは思うが、この店は値上げをしないでくれ。この通りだ、頼たのむ！」

　額にシワが深く刻み込まれた懇こん願がんの表情で、オッサンは俺の手を握りしめてきた。

　ふと見ると、俺たちのやりとりを見ていた観衆が俺を見つめていた。

　現在の物価高は、貧困層には相当ダメージがデカいようだ。

　半ば押しつけられるように買わされた大量の野菜が、今となっては好都合に思える。

　俺が破格の値段で飯を売り歩けば、客に好印象を与あたえ、復興後も陽だまり亭のイメージは最高の状態を保ち続けるだろう。

　つまりこいつは、四十二区の経済を支えるこの連中を取り込むための投資なのだ。

「お～い！　ヤシロ～！」

　元気が溢あふれ出して止とどまるところを知らない、そんな大声が俺の名を呼ぶ。

　マグダ……にしては元気過ぎる。この声は……

「デリア!?」

「よぉ！　手伝いに来てやったぞ！」

　マグダを呼んだはずが、なぜデリアが？

「マグダがな、『……マグダは、ポップコーンを作らなければいけないから』って、代わりにあたいに行ってくれって」

　来てくれたのは助かるが……さっきのはマグダの真似まねか？　鳥とり肌はだが立つほど似てないな。

　でもまぁ、ギルド長を務めるだけあってデリアは計算も出来るし、問題はないか。

「ね、ねぇ、ヤシロ……」

　ドドッと客が来たことで忘れていたが、ネフェリーがまだいた。

「この、露ろ出しゆつ度どの高い破は廉れん恥ちな……もとい、素す敵てきな女性は誰だれ？　ヤシロとどういう関係？」

　ネフェリーがデリアを警けい戒かい心しんたっぷりな視線で見つめる。

「おい、ヤシロぉ。なんだこの鳥？」

「と、鳥じゃないもん！」

　いや、鳥だけどな。

「あたいはデリア。ヤシロのマブダチだ！」

「わ、私だって、ヤシロとお友達ですから！　ネフェリーよ、よろしくね！」

　なんだかギスギスし始めたぞ……やめろよな、客商売なんだから。

「二人とも、仲良く頼むぜ。どっちも陽だまり亭の大切な提てい携けい先なんだから」

「まぁ、ヤシロがそう言うなら……。あたい『は』、心が広いからな」

「私『は』、全然気にしてないけどね」

　だったら睨にらみ合ってんじゃねぇよ。

「お兄ちゃん、追加ー！」

　売り子スタイルの妹二人が、箱形トレーの中に大量のトルティーヤとサルサソースを入れて戻ってきた。これを二号店へ追加し、満タンの七号店はそのまま次の現場へ直行だ。

　時間が押している。早くしないと大広場の連中が空腹で倒たおれちまうな。

「じゃあ、デリア。ここの屋台を頼めるか？」

「任せておけ！」

「あ、あの、ヤシロ！」

　デリアがドンッと胸を張った横で、ネフェリーが焦あせりを滲ませた声を上げる。

「私にも手伝わせて。きっと役に立てるから！」

「おい、鳥。お前、計算出来るのか？」

「え…………あ、いや……計算は、ちょっと……」

「じゃあ使えねぇじゃねぇか」

　デリアが嘆たん息そくする。

「で、でも！　私にだって何か出来ることがあると思う！」

　何を張り合っているのか、ネフェリーも負けじと食くらいつく。

　……だが、待てよ。

「よし、分かった。ここはお前たち二人に任せよう！」

「「えっ!?」」

　デリアとネフェリーの声が揃そろう。

　そして、お互たがいの顔を見てびみょ～な表情を浮うかべる。

「なぁ、ヤシロ……あたいだけで大だい丈じよう夫ぶだぞ？　あの鳥邪じや魔まにならないか？」

　ネフェリーから引き離すように、デリアが俺の腕うでを引き、小声で訴うつたえてくる。

　まぁ、そう言うなよデリア。折せつ角かく無料ただで手伝ってくれるってんだからよ。

　納なつ得とくいかない様子のデリアを、ここは一つ、上手うまく乗せておくか。

「不慣れな人材も上手く使いこなすのが『責任者』の腕だろ？　計算もこなせるその『頭脳』で、この局面を乗り切ってくれよ」

「頭脳!?　あまり褒ほめられたことがない、頭脳っ!?　ふ、ふふふ……任せろヤシロ！　あたいが抜ばつ群ぐんの『頭脳』で、ハムっ子と鳥を見事に使いこなしてみせる！」

「あぁ、頼む。やっぱりデリアは頼たよりになるな」

「頼りになる!?　そうかそうか！　よぉし、ハムっ子！　タコスを完売させるぞ！」

「「「おぉー！」」」

　うんうん。チョロいなぁ。こっちはこれでよし、と。

「ねぇ、ヤシロ……」

　盛り上がるデリアを気にしつつ、ネフェリーが俺に耳打ちしてくる。

「あの人、本当に大丈夫なの？　……なんか、ガサツそう……」

　おいおい、ネフェリー。何言ってんだよ。『そう』は余計だ。

「だから、お前の力を貸してほしいんだよ」

「え？」

　突とつ然ぜんの切り返しに目を丸くするネフェリーに畳たたみかけるように言葉を向ける。

「デリアは頼りになるが、客相手の繊せん細さいな心配りとか気き遣づかいには少々難がある。だから、そこを上手くフォローしてくれないか？　こんなこと、ネフェリーにしか頼めないんだよ」

『だって、デリアとハムっ子を除けば、今ここにいるのはお前だけだしな』──って言葉は言わずにのみ込んでおく。

「わ、私だけが、頼り…………分かったわ、ヤシロ！　私、ヤシロのために頑がん張ばる！　あの大きな人とも仲良くする！」

「そうか。それは助かるよ」

　こっちもチョロい。

　俺、この街で結けつ婚こん詐さ欺ぎとかしたら大おお儲もうけ出来そう。……まぁ、やんないけどな。

「じゃあ、二人とも。あとはよろしく頼むぞ」

「責任者のあたいに任せておけ！」

「頼りになる私がいるから大丈夫だよ！」

　まぁ、これでなんとか乗り切ってくれるだろう。よく言えば切せつ磋さ琢たく磨まだ。

　だが、一応保険をかけておく。

「おい、妹」

「なぁに、お兄ちゃん？」

「あの二人がおかしなことをし始めたら、すぐ俺を呼びに来てくれ」

「はーい！　分かったー！」

　素す直なおに言うことを聞いてくれるという点では、妹たちが一番信用出来る。

「よし、じゃあ、妹たち！　半分は俺に付いてこい！」

「「「「はーい！」」」」

　こうして、何重にも保険をかけて、俺は陽だまり亭七号店を曳ひき、歩き出した。







　大通りに、人の姿がない。

　いや、なくはないのだが、とてもまばらだ。閑かん古こ鳥どりに次ぐ閑古鳥……

「お兄ちゃん。人いないねー」

「そうだな」

　人もまばらな大通りを、屋台を曳いて進む。

「ねぇ、お兄ちゃん！　誰かうずくまってるよー！」

　俺の隣となりを歩いていた妹が前方を指さしながら言う。

　大きな酒場の店先に一人の少女が蹲うずくまっている。背を丸め、小さくなってしゃがみ込むその少女の頭には、ゴールデンレトリバーのような耳がぶら下がっていた。

　あの耳は、間ま違ちがいない。パウラだ。

「おい、どうしたパウラ？」

　近付いて声をかけると、蹲っていた少女がゆっくりと頭を上げる。

　元気が取り柄えの働き者。大通りに面した大型の酒場『カンタルチカ』の看板娘むすめ。健康的なプロポーションと、笑うとチラリと覗のぞく犬歯がチャームポイントのパウラなのだが……今のパウラからはそんな快活な印象は微み塵じんも感じられない。

　酷くやつれて生気がない。目を開けてはいるが、意識があるのかどうかは怪あやしい。

「………………ぁ。あの時のお兄さん」

　そよ風にすら搔かき消されてしまいそうな細い声でパウラが呟つぶやく。

　マズいマズい！　なんか、今にもふっと消えてしまいそうな儚はかなさを感じる。

　ロレッタを叩たたき出した時はあんなに活気に満ち溢れていたってのに。わずか一ヶ月弱でこのやつれようはどうしたことだ？　一体何があったってんだ？

「おい、大丈夫かよ？　今にもぶっ倒れそうじゃねぇか」

「だ…………だってさぁ……」

　パウラの顔がくしゃりと歪ゆがむ。

　涙なみだに揺ゆらいだ声には、悔くやしさが滲にじみ出ていた。

「お客さんが………………来ないんだもん……」

　精神的に随ずい分ぶん参っているようだが……それだけじゃないな、これは。

「お前、飯食ってるか？」

「………………」

　食ってないのか。

「酒場の店員が腹を空すかせててどうするよ。服屋の店員が全ぜん裸らだったら、お前そんな店で買い物しねぇだろ？」

「…………何屋でも、店員が全裸の店じゃ買い物しないよ」

　ん……まぁ、それはそうか。たとえがまずかったな。

「とにかく、飲食店の人間は腹いっぱいに食ってなきゃ格好つかねぇだろ？　『ウチの店の食いもんはこんなに美味うまいんだぞ』ってよ」

「…………そんなこと言ったって……っ！」

　パウラは両手で耳を摑つかみ、グイッと引き下げる。

　前まえ髪がみに隠かくれた瞳ひとみから涙が零こぼれ落ちていった。

「…………食べ物が、買えないんだもん…………っ！」

　大雨のせいで食料が不足している。

　大通りの店が手に入れられないほどに、四十二区の食い物は不足しているのか…………

　………………いや、おかしいだろ。

　行商ギルドは区を越こえて商売を行っているんじゃないのか？

　四十二区が大ダメージを受けたからといって、他ほかの区からの食料までもが断たたれているってのはどういうことだ？

　じゃあ一体、なんのための行商ギルドだよ。

「食い物がないって、行商ギルドの連中が言ってるのか？」

「…………災害の影えい響きようだって」

　災害の影響で…………『どうなったのか』を言っていないのか。

　それじゃあ例えば、『災害の影響で働くのが嫌いやになったので暴利を貪むさぼります』って可能性もあるな。

「なぁ。お前の店は、誰だれから食材を購こう入にゆうしてるんだ？」

「いろいろ、だけど……」

　ここでも、かつての陽だまり亭と同じく複数の商人と交こう渉しようさせられているのか。

「代表者みたいなヤツが分かんないか？　こいつに話つければとりあえずＯＫ、みたいな」

「……代表者なら…………やっぱ、アッスントかな？」

　アッスント──

　モーマットの野菜を買い叩こうとして、俺が返り討うちにしたブタ顔のいやらしい商人。口が上手く、さらさらと自分に有利な言葉を吐はき出し続ける、守しゆ銭せん奴どの権ごん化げみたいな男だ。

「アッスントは、この付近の行商ギルド支部をまとめる代表者だからね」

「あいつが支部長なのか。……嫌な支部だな」

「四十二区から四十区まで……だったかな？　そこら辺を管理してるんだって」

　ってことは、行商ギルドでの立ち位置的には下っ端ぱ扱あつかいなのだろう。

　なにせ、担当しているのが最下層三区なのだから。

「あいつは野心家だよ。なんとか利益を上げて本部にアピールして、もっと上の区の支部長に収まろうとしてるの」

　それで、露ろ骨こつ過ぎる利益最優先策を躊躇ためらいなく取ってくるわけか。

「たまには突つっぱねてやったらどうだ？　『そんな横暴が聞けるか』って」

「そんなことしたら、……食料が入ってこなくなって、お店潰つぶれちゃうじゃん」

　なんという社しや畜ちく根こん性じよう、いや、奴ど隷れい根性とでもいうのか…………

　長く虐しいたげられ続けていると、それが普ふ通つうになって、いつしか露骨な横暴にも不満を覚えなくなってしまう。こいつらもきっと、「食料を回してくれているだけ良心的」とでも思い込んでいるのだろう。牙きばを抜ぬかれた狼おおかみは、犬よりも従順になってしまうものなのだ。

「食べ物がなくてさ……お酒も入ってこなくて……本当はしたくないんだけど…………値上げ……を、余よ儀ぎなくされてさ…………」

『値上げ』という言葉に相当抵てい抗こうがあるのか、口にするのに大層時間を要していた。

　悔しさが歪む口元から滲み出している。

「でも、出来る限りお客さんに負担はかけたくないからさ、あたしたちが食べる分を減らして……減らして……全部、お店に回して…………ギリギリのところでやってるのにさ…………お客さん、来なくてさ…………昨日唯ゆい一いつ来てくれたお客さんは、メニュー見た途と端たん『高い』って、…………舌打ちして……帰っちゃって………………」

　膝ひざを抱かかえ、その間に顔を埋うずめ、パウラは長く震ふるえた息を吐く。

「………………もう、どうしろってのさ……」

　小さく丸まって、パウラは動かなくなってしまった。

　パウラの頭越ごしに店内を見ると、カウンターに立て掛かけられた木版に、『グラスワイン２００Rb』と書かれていた。２００Rbの横には『50Rb』という数字が×で消されている。

　……四倍の値上げ、か。

　どうすることも出来ないのだろうか。これでは、生産者も、消費者も、そして俺たち商売人も、みんなして干ひ上あがってしまう。……なんとかしなけりゃな。

　……………………あ、いや。違ちがうぞ。別に、正義の心に目覚めたとか、パウラに同情したとかいうことではなく、あくまで俺のためにだ。

　詐さ欺ぎ師しとは人を騙だまして金を得る者だ。

　つまり、周りの人間が干上がってしまっては巻き上げる金がなくなってしまい、詐欺師としては商売上がったりになってしまうのだ。金は持っているヤツからしか取れないからな。

　だから俺のためにも、この街の連中が適度に儲もうかっていてくれないと困るんだよ。

　具体的には……

　大通りの大型酒場の看板娘が店先で泣かずに済む程度には、な。

「ねぇ、お兄さん！　あたしのこと、買ってくれない!?」

　突とつ然ぜん、パウラが顔を上げ、ぐいぐいと俺ににじり寄ってくる。

「ちょっ、お前、意味分かって言ってんのか!?」

「分かってるよっ。ねぇ、どうかな？　あたし、生き娘むすめだし！　顔も結構可愛かわいいと思うんだけど！　好みじゃない？　おっぱいもそれなりに大きいんだよ！」

　おっぱいの大きさなんぞ、とうの昔にチェック済みだ。だがそういうことじゃない！

「腹が減り過ぎて錯さく乱らんしているのはよく分かったから、一いつ旦たん落ち着け」

「あたしは本気！　お店のためなら……あたし、なんだってやるもん！」

　その顔は真しん剣けんそのもので……けれどやはり、不安で瞳が潤うるんでいて……無む理りしているのが丸分かりだった。そのくせ、この負けず嫌ぎらいは視線を逸そらそうとはしない。

「お願い……あたし、お兄さんだったら大だい丈じよう夫ぶだから」

　俺が大丈夫じゃねぇっつの。俺の故郷では性の売り買いはご法度はつとなんでな。

「まとまったお金があれば、行商ギルドから食材が買えるの！　だから、お願…………っ」

　捲まくし立てるパウラの口を人差し指で押さえつける。

　指が唇くちびるに触ふれると、パウラの顔が真っ赤に染まった。

　……この程度で照れる癖くせに、買えだなんだと生意気なこと言ってんじゃねぇよ。

　それよりも。

「詳くわしく聞かせてくれないか？」

「……え？　な、何を？」

　金を出せば食材が手に入る……ってことはやはり食材はストックしてあるんだ。物はあるのにそれを出し渋しぶって値段を吊つり上げてやがるのだろう。汚きたない連中だ。

　俺は七並べで『八』を出し惜おしみするヤツがとにかく嫌いだ。

　大だい富ふ豪ごうでパスをしまくるのは戦略として有りだけどな。俺はよくやる。悪いか？

　つまり何が言いたいかというと……どうにもやっぱり、俺は行商ギルドが好きになれそうにないってことだ。

「お前の店が、普ふ段だんいくらで食材を仕入れていて、今現在どれだけ値が上がったのか。そして、今後の条件に何を付け加えられたのか……そこら辺を詳しく聞かせてくれ」

「そ、そんなの、言えるわけないじゃない！　そんな、手の内をさらすような真似まね……何を言われたって教えられないよ！」

「情報提供をしてくれたら、ウチのタコスが食べ放題だぞ」

「………………………………ごきゅり」

　唾つばを飲み込む音が盛大に響ひびき渡わたり、それに合わせるようにパウラの腹の虫が鳴き出す。

「温かいトマトベースの野菜スープもある」

「………………じゅるるる」

「ついでに、あま～いハチミツ味のポップコーンも……」

「分かった！　参った！　降参！」

　パウラ、陥かん落らく。

「お兄ちゃ～ん。早く行かないと、工事してるみんなげっそりしちゃうよ～」

「「「げそるよ～！」」」

　待たせていた妹たちから指し摘てきを受け、賄まかない料理を届ける途と中ちゆうであることを思い出す。

　くそ……折せつ角かく情報が手に入るかもしれないって時に……えぇい、しょうがない！

「パウラ。悪いが俺たちに付いてきて手伝いをしてくれ。現品支給になるが、バイト代もちゃんと出す」

「え？　……まぁ、いいけど。お店、どうせお客さん来ないし……父ちゃん、いるし」

　随分としょんぼりした返事ではあったが、交渉は成立だ。

　カウンターに立ち、客のいない店をジッと見つめていたブルドッグ耳のマスターに話をつけ、パウラを連れて工事現場へと向かう。そして道中、パウラから情報を得た。

　細かい数字は省略するが、大まかに説明すると、これまで１０００Rbで仕入れていたものに今後は８０００Rb支し払はらえと言われたのだそうだ。

　それを拒きよ否ひすると、『災害のため食料の生産量が落ちている』という、『精せい霊れいの審しん判ぱん』に引っかからない言い回しの脅おどしを受けたらしい。……確かに、『災害のため食料の生産量が落ちている』よな。需じゆ要ようを満たすほどストックがあるかないかは別にして……

　そこで、アッスントはもう一段階の罠わなを張りやがった。

『今回だけ、食料を３万Rbで購入してくれれば、今後の仕入れ値は８０００Rbではなく、３０００Rbで構わない』と、持ちかけられたのだとか。

　……一見すれば、最初にまとまった金を払はらった方がお得に聞こえるが、結局のところ、それでも仕入れ値は上げられている。

　そのことを指摘するとパウラは「あっ!?　ホントだ!?」と目を大きく見開いて驚おどろいていた。……この街の住人は心がピュアなヤツしかいないのか？

　とりあえず、そういうわけなので、『まとまったお金』を稼かせぐような真似はやめておくようにパウラには言い含ふくんでおいた。そんなことで自分の価値を下げるもんじゃない。

　そんな説教をした後、ちょっとオッサン臭くさかったかなと反省したりしたわけだが……

「……うん、もうしない」

　パウラが素す直なおにそう言ってくれたので、まぁとりあえずはよしとする。

「お兄さんって、いい人なんだね」

　この街に来てからよく勘かん違ちがいされる。俺がいい人だったら、悪の秘密結社は慈じ善ぜん活動のＮＰＯ法人扱あつかいをされてなきゃおかしい。

「ねぇ、名前聞いてもいい？」

「ヤシロだ。オオバヤシロ」

「……ヤシロ……か。うん、覚えた」

　そう言って笑った顔は年相応に見えて、なかなか可愛らしかった。

　きっと腹が膨ふくれて機き嫌げんがいいのだろう。

　…………さて、と。

　パウラから得た情報を、もう一度自分の中で整理していく。

　明日あしたあたり、少し街の中を歩き回る必要が出来てしまった。

　とりあえずモーマットのところとトウモロコシ農家のヤップロックに米農家のホメロス、あと牛飼いの連中と……とにかく、協力を頼たのめそうな場所には片っ端ぱしから顔を出すか。







　パウラと妹たちの働きにより、賄い料理の配布が終わり、一いつ般ぱん住民への販はん売ばいも終しゆう了りようした。

　昼時を過ぎても行列が引かず、結局夕方間ま際ぎわまでかかってしまった。

　仕事を終え、二号店と合流する。こちらも、無事に完売したようだ。

　デリアとネフェリーは、まだ少しぎくしゃくした感はあったが、協力して作業に当たったようだ。妹たちが証言してくれた。

「ヤシロ。困ったことがあったらいつでもあたいに言えよ！　責任感のあるあたいがなんとかしてやるからな」

「ヤシロ。何かあったらすぐ私に相談してね。頼たよりになる私がなんだって協力するから」

「ヤシロッ。あたしも、いつだって力になるからね」

「「誰だれっ!?」」

　パウラを見てデリアとネフェリーが目を丸くしたり、身構えたり、ちょっと威い嚇かくしたりと、帰り道も賑にぎやかだったが、俺の耳にはあまり入ってこなかった。

　気が付けば、俺たちは陽だまり亭の前にいた。

　パウラは大通りで、ネフェリーはその先の通りで別れたらしい。……覚えてない。

「じゃあ、あたいも帰るな」

　手を上げて、デリアが悠ゆう然ぜんとした歩調で遠ざかっていく。

「……さて、と」

　やるべきことか、やらなくていいことかと問われれば、おそらく俺がやるようなことではないのだろう。

　だが、俺はあくまで俺の利益のために行動を起こそうとしている。そうすることが、俺にとって最良であり、ゆくゆく大きな利益を生むと確信すら持っている。

　それでも、少し戸と惑まどってしまうのは……危険が付き纏まとうから、だろう。

　それも、『俺に』ではなく、俺の近くにいる者が最も危ない……ジネットには、きちんと話しておかなければいけない。

　ドアを開け、俺を出で迎むかえてくれたジネットに話を切り出す。

「ジネット。ちょっといいか？」

「はい」

　いつものように笑え顔がおで、いつものように柔やわらかい声で俺を受け止めてくれる。

　お前に危険が及およぶなんてことには、なってほしくないのだが……

　店をマグダとロレッタに任せ、ジネットを連れて俺の部屋へとやって来た。

　ジネットが長持に座り、俺はベッドだ。向かい合う格好になり、俺は話を始める。

　今日得た情報と、それに伴ともなう自分の見解。それを裏付けるために取ろうとしている行動と、それに伴う危険性。そして、最終目標を洗いざらい打ち明けた。

　俺の対面に座り、ジネットはずっと黙だまって俺の話を聞いていた。

「…………と、いうわけなんだ」

　長い話を終え、渇かわいた喉のどを陽だまり亭のレモン水で潤うるおす。

　随ずい分ぶんと長く話してしまった。窓の外には夕ゆう闇やみが迫せまっていた。

　喉がごくりと鳴って、コップ一いつ杯ぱいの水を飲み干すと、ジネットがゆっくりと顔を上げ、そして優やさしく微笑ほほえみかけてくれた。

「ヤシロさんが正しいと思うことを、わたしは応おう援えんしたいと思っています」

「お前に迷めい惑わくをかけることになるかもしれんぞ。いや、ほぼ確実にそうなる」

「平気です。もし、物もの凄すごい迷惑を被こうむることになったとしても……」

　静かで柔らかかった笑みが、ここでパッと華はなやかな色に変わる。

「ヤシロさんがいますから、きっとその迷惑も、ヤシロさんがなんとかしてくださいます」

　イタズラを成功させた子供のように笑う。そして、少しだけ恥はずかしそうはにかんだ。

　やれやれ……、こいつはどこまで理解してんだかな。

「悪いが、もう一度出てくる。今日中に、エステラに会っておきたいんだ」

「はい。でも、もうすぐ日が落ちますので、気を付けてくださいね」

　ジネットに見送られて、俺は陽だまり亭を後にする。

　空は随分と暗くなり、陽だまり亭が遠くなるほどにじわりと不安が広がっていく。

　──もしかしたら、もう二度と陽だまり亭には戻もどってこられないかもしれない。

　そんな、恐きよう怖ふにも似た不安が。







　領主の館やかたに着くと、ナタリアが対応してくれた。風邪かぜはすっかり良くなったようだ。

　二度目になる廊ろう下かを進み、以前とは違ちがう少し狭せまい部屋へと通された。

　山のような書類に埋うずもれて、エステラがデスクワークに精を出していた。

「こんな時間にどうしたんだい？　食事なら、陽だまり亭で食べた方が美味おいしいと思うよ」

　そんなジョークを交えつつ、エステラが快く迎むかえてくれた。

「すまないな、いつもいきなりで。けど、お前以外に頼めそうなヤツがいなかったんでな」

「君らしくもないね、随分としおらしいじゃないか。今度は、どんな無理難題を吹ふっかけるつもりだい？」

　狭い室内に二人きり。揺ゆれるランタンの炎ほのおに照らされて、俺は、一いつ切さいの冗じよう談だんを含まない真しん剣けんな声で告げる。

「エステラ──」

　ジネットを巻き込んじまう責任を、きっちりととるために。




「俺に、『精霊の審判』をかけてくれ」
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　ある晴れた日の朝。

　事前に仕入れた情報通りに、そいつは大通りに現れた。

「よぅ、久しぶりだな──」

　この先の飲食店で話し合いをしていたらしいそいつは、俺の顔を見ると一いつ瞬しゆん表情を曇くもらせたが、すぐに営業用の笑みを浮うかべて軽く会え釈しやくを寄よ越こしてくる。

　小こ奇ぎ麗れいな衣服に身を包んだブタ顔の男。

　そいつの名は──

「──アッスント」

「……おや、これはこれは。ご無ぶ沙さ汰たしております」

　顔には笑みを張りつけつつも、アッスントは胸の前で手を組んでいる。商人らしい仕草と言えばそう見えなくもないが……胸や腹を隠かくすような仕草は、『敵』を警けい戒かいしている人間が無意識に見せる動作だ。俺に声をかけられて警戒しているのだろう。

「私に何か御ご用ようですか？　お取引のない陽ひだまり亭ていさんとは、特別お話しすることもないかと思われますが……」

　イヤミをふんだんに含ふくんでくるヤツには、一切合財スルーするのが効く。気にしないのがベストだ。

「いや、ちょっと小耳に挟はさんだんだけどよ。お前って、この近辺のまとめ役を行商ギルドに任されてるんだってな」

「えぇ。僭せん越えつながら、支部長を務めさせていただいておりますが……、それが何か？」

　意訳すれば「っせぇな、テメェにゃ関係ねぇだろうが！」ってとこか。

「いや、なに。支部長なんて肩かた書がきを持った偉えらいさんだったんなら、仲良くしておこうかなぁと思ってな。世間話をしに来たのさ」

「いえいえ。支部長など名前だけは大層ですが、その実、大したものではありませんよ。雑用と嫌きらわれ役を押しつけられる損な役回りです」

　心にもない謙けん遜そんを述べつつも、こちらの腹積もりを探さぐるような視線を向けてくる。

「それで……。世間話というと、何か面おも白しろいことでもあったのですか？」

『何か面白いことでもあったのですか？』……ねぇ。

　どこぞのゴロツキを使って俺たちの移動販はん売ばいを妨ぼう害がいしたことは知らないフリか……

　まぁ、今回はそれについてどうこう言うつもりはない。あの一件は領主直々に警告がなされ、もう決着がついたことだ。

「実はな、お前に一つ頼たのみたいことがあるんだけどよ」

「私に、ですか？」

　アッスントに頼み事をするということは、何かしらの交こう換かん条件を……それもかなりこちらに不利益となる条件を吹っかけられることを意味する。今の声こわ音ねは「お前はそのことをよく理解しているよな？」とでも言いたげなニュアンスだった。

「『カンタルチカ』って酒場、知ってるよな？　その店が現在、仕入れ値の高こう騰とうで店を開けることすら出来ない有り様なんだ。なんとか食料を融ゆう通ずうしてやることは出来ないか？」

「はぁ……まことに、災害というものはいつも非情なものですよね」

　沈ちん痛つうな面おも持もちを『作り上げ』、アッスントがため息を漏もらす。役者だな、お前は。

「ですが、『カンタルチカ』さんだけ特別に……ということは出来ませんね。状じよう況きようはどこも切せつ迫ぱくしておりますので」

「おいおい。どうしたよ。らしくないじゃないか」

　のらりくらりと俺の言葉をやり過ごすアッスントに、軽く仕し掛かける。弱い、ジャブのような一発を……声のトーンを落として、ゆっくりと、イヤミをたっぷりと込めて。

「『みんな平等に』、なんて……そんな平和主義者でもないんだろ？」

　アッスントの目の色が変わる。「スイッチが入った」ように、俺には見えた。

「……どうも、あなたは勘かん違ちがいをなさっているようですね」

「まさか、平和主義者だなんて言い張るつもりか？」

「『和』を大切に、とは思っておりますよ。お客様あっての商売ですから」

「へぇ、お前も一応、取引先とは仲良くしたいと思ってるわけだ」

「可能な範はん囲いで、でしたらね」

　ここで『当然』とか『もちろん』とかって言げん質ちが取れれば追い込んでやれたんだが……さすがはアッスント。『精せい霊れいの審しん判ぱん』に引っかかるような危あやうい発言は回かい避ひしている。

「らしくないと言えば、あなたの方こそそうではないですか？」

「俺が？」

　今度はアッスントが俺に仕掛けてきやがった。口角が微かすかに持ち上がってやがる。

「他人のために頭を下げるなど、あなたが最も忌き避ひしそうなことではないですか」

「何を言ってんだ。俺はいつだって『大切な人のために』全力を尽つくす男だぜ？」

　むろん、その『大切な人』というのは、俺のことだ。オオバヤシロ。オンリーワン。

　他人のために頭を下げるのを忌避する？　当然じゃねぇか！　なんで俺が他人の重荷を肩かた代がわりしなきゃなんねぇんだよ？　──って言葉は言わずに濁にごしておく。

「ふふ……やはり私はあなたが苦手なようです。何を話していいのか見当が付きません」

「へぇ、そいつは『気が合う』じゃねぇか」

「…………ふふふ、おかしな人だ」

「仲良くなれそうな気がしないか？」

「いいえ、まったく」

　ここまできっぱりと拒きよ絶ぜつされるのも珍めずらしいな。

　この街では唯ゆい一いつかもしれん。面と向かってこういうことを言うヤツは。

『カンタルチカ』への食材提供に関して、アッスントは食いついてこない。普ふ段だんなら、無理難題を吹っかけるチャンスだとばかりに食いついてくるのだろうが……相手が俺だから警戒しているのだろう。「何か裏があるはずだ」と。

　やっぱ、一ひと筋すじ縄なわではいかないか…………なら。

「『仲良きことは美しきかな』！」

「──っ!?」

　俺が突とつ然ぜん大きな声を出したことで、アッスントが一いつ瞬しゆん薄うすら笑いを崩くずし、不可解……そんな、戸と惑まどいの表情を見せる。

「……急になんです？　また、何かを企たくらんでおいでなんですか？」

「ん～？　いやぁ、別にぃ……」

　アッスントの質問を軽く聞き流し、俺はゆっくりと振ふり返って背後へと視線を向ける。

　朝っぱらから轟とどろいた俺の大声に、何事かとチラホラ住民が姿を見せ始める。

　そして、『俺の合図』を聞きつけた二人が行動を起こす。

　作戦名『仲良きことは美しきかな』──開演だ。

「ちょ、ちょっとあんた、待ちなさいよ！」

「おいおい、なんだよ、藪やぶから棒に？　俺に何か文句でもあるのかよ、オイ！」

　大通りの真ん中で、ゴールデンレトリバーのような垂れたイヌ耳を生やした女の子と、ワニ丸出しの顔をした恰かつ幅ぷくのいい男が突然口論を始めた。……物もの凄すごく不自然な棒読みで。

「農家が野菜を出し惜おしみするから、ウチの酒場がてんやわんやのてんてこ舞まいよ！」

「こっちだって、生活が懸かかってるんだ。あまり安い値で買い叩たたかれちゃたまったもんじゃないんだよ！」

「だからって、法外な値段で売りつけないで！」

「これ以上安くしたら、俺たちギルドは壊かい滅めつしちまう！　だから、えっと、お前たちが、え～っと…………」

　言葉に詰つまったワニ男は、こっそりと、懐ふところに忍しのばせてある半はん透とう明めいのパネルに視線を走らせる。そして、「あ、『むしろ』か……」と呟つぶやき、再度イヌ耳少女へと視線を向ける。

「むしろ、利益をぼったくってるお前たちがもっと高値で野菜を買いやがれ！」

「な、なんですって!?　言わせておけば！」

　言うや否いなや、イヌ耳少女がワニ男に摑つかみかかり、そして取っ組み合いのケンカが始まる。……といっても、ワニ男が物凄く遠えん慮りよして一方的にパカパカ殴なぐられているだけだが。

「やめてください、お二人ともぉ～！」

　そこへ、とんでもない爆ばく乳にゆうの美少女が現れる。

「あんたは、陽だまり亭の店長、ジネット！　どうしてここに陽だまり亭の店長が？」

「陽だまり亭の店長には、関係ねぇだろう!?　陽だまり亭にでも帰りやがれ！」

　……うむ。ちょっと過か剰じように宣伝を入れ過ぎたか？　まぁ、スポンサー枠わくってヤツだ。

　つまりどういうことかというと、取っ組み合うパウラとモーマットのもとへ、ジネットが仲ちゆう裁さいに入ったのだ。

「モーマットさん、先ほどの言葉はちょっと聞き捨てならないですねー」

　抑よく揚ようも間もない、のぺーっとした音声が垂れ流される。しかも一度も顔を上げず、相手を見もせず、両手で持った半透明のパネルをガッツリと覗のぞき込みながらだ。

　ジネットはただただそこに書かれたセリフを読んでいる。……そう、セリフだ。

「……これは、一体なんの催もよおしなんですか？」

　アッスントが引き攣つった表情で俺に問いかける。

　しかし、俺はそれに答えず、黙だまってジネットののっぺりとした音読に視線を注ぐ。

「わたしたち飲食店は限界までコストの削さく減げんをして物価の上じよう昇しようを抑おさえようとしているのです。これ以上はもう無理なのです。生産者が搾さく取しゆをしているからです」

「ちょっと待ちなさいっ！」

　そこで颯さつ爽そうと登場したのは、養よう鶏けい場の一人娘むすめ、ニワトリ顔のネフェリーだ。

「今の発言は聞き捨てならないわね！　私たち生産者こそが、たゆまぬ努力によって物価の上昇を抑え込んでいるのよ！　ねぇ、そうでしょう、デリア!?」

「あー、まったくそのとおりだー」

　やたらと熱のこもった演技派のネフェリーの問いかけに、棒読みという表現すら生ぬるい超ちよう棒読みでデリアが応こたえる。

　ネフェリーはこういうのに興味があったらしく、演技がやたら上手うまい。ただ、周りが学芸会以下のお粗そ末まつなレベルなので逆に浮いてしまい、悪目立ちをしてしまっているが。

「私たちが搾取しているなんて、何を根こん拠きよに言っているのかしら!?」

　演技に熱のこもるネフェリーは、ぐいぐいとジネットに詰め寄っていく。

　ネフェリーの勢いに押されまくりなジネットは、慌あわてた様子でアッスントを指さした。

「え、えっと……ぎょ、行商ギルドのアッスントさんが証言してくれます！」

　しかし、そんな言葉ではネフェリーを止めることは出来ない。むしろ先ほどよりも声のボリュームを上げ、熱い思いを言葉に載のせて謳うたい上げる。……アドリブで。

「私たち生産者は日々努力を積み重ね、大地と対話をし、動植物と心を通わせて、生命を育はぐくんでいるの！　美味おいしい食べ物は、生産者の誇ほこり！　魂たましいそのものなのよ！」

「え？　え？　…………え？」

　ネフェリーのアドリブに、ジネットが盛大にオロオロしている。

　実はこの脚きやく本ほん、俺が作成し、ここにいる連中の前で朗読したのだ。

　そのため、こいつらは自分の会カンバ話セーシ記ヨン・録レコードを参照することで脚本を確かく認にん出来るというわけだ。そこには、俺が読み上げた脚本のセリフがすべて記録されているのだから。

　だが、もちろん、アドリブはそこには記されていない。

「あ、あの……今は、一体どのシーンを……？」

　ジネットが泣きそうな顔で会カンバ話セーシ記ヨン・録レコードとネフェリーの顔を交こう互ごに見つめているが、ネフェリーは止まらない。感情の赴おもむくままに言葉を発する。

「あなたには聞こえないかしら!?　卵から聞こえる、私の叫さけびがっ！」

　いや、怖こえぇよ。卵から叫び声が聞こえたら、俺は躊躇ためらいなく床ゆかに叩きつけるぞ。

　この後、『生産者VS店の経営者』の対立が描えがかれ、お互たがいの苦労を語り合うのだが……まぁ、もういいか。ジネットは泣きそうだし、いい具合に観客も増えてきたしな。

　辺りを見み渡わたすと、この騒そう動どうを聞きつけて相当数のやじうまが人ひと垣がきを形成していた。

　折せつ角かく作った中ちゆう盤ばんのシーンをガッツリとカットすることになるが……

「あれれぇ～、おかしい～ぞぉ～!?」

　俺は、クライマックスの合図となるセリフを口にする。

　日本仕込みの、素す晴ばらしい演技力だ。我ながら惚ほれ惚ぼれするぜ。

　さぁ、御ご用ようとお急ぎでないお客様は、とくとご覧あれ！

「生産者に支し払はらわれるお金は減っているのに、物価は上がってるのって、おかしいなぁ」

　見る者の心に深く刻み込まれるであろう名演技だ。詐さ欺ぎ師したるもの、演技力は必ひつ須すスキルだからな。我ながら、いい芝しば居いだと思うぜ、うんうん。

「……あなたの演技は、また一段と酷ひどいですね」

　なんだと!?　俺の演技のどこが酷いってんだよ!?　見る目ないんじゃねぇの!?

「なんの冗じよう談だんかは知りませんが、私は忙いそがしい身ですので、これで失礼させていただきます」

　大きなため息を吐ついて、アッスントがその場を離はなれようとする。

　が、人垣が上手くその行く手を阻はばむ。……というか、そうなるように俺が指示を出しておいたのだ。その人垣には見覚えのある顔が並んでいる。

　牛飼いたちやヤップロック一家。オメロたち川漁ギルドの面々に、米農家のホメロスその他ほか、四十二区で働いている生産者と店を持つ経営者たちがずらりと顔を揃そろえている。

「……あなた方は」

　自分たちの取引相手が、このいかにも胡う散さん臭くさい三文芝居の場に雁がん首くび揃えて登場し、アッスントの表情が微かに強こわ張ばる。そりゃあ焦あせるよなぁ。

　アッスントは今、確実にこう思っているはずだ。──ハメられた、と。

　俺の集めた協力者の向こうに、騒動を聞きつけた部外者連中も集まってきていた。……いや、こいつらもある意味で当事者だ。だからよく見て、しっかり聞いておくといい。

「俺の知り合いの、とあるワニ顔の農家に聞いたんだが……」

「モーマットさんですね」

「いや、まぁそこは匿とく名めい希望だ」

「モーマットさんですよね？」

「詮せん索さくするなって」

「…………」

　アッスントは、俺に何かを言うのを諦あきらめてモーマットに視線を向ける。

　視線を向けられたモーマットはあからさまに狼ろう狽ばいし、わざとらしい口笛と共にぎこちなく顔を背そむけた。……あいつは役者にはなれないな、絶対。

「野菜の取引額を下げると言ったそうじゃないか」

「えぇ……まぁ、そうですね」

　腹を決めたのか、アッスントがゆっくりとこちらに向き直る。

　俺を睨にらみつけるその瞳ひとみは、完全に戦せん闘とうモードになっていた。

「災害の影えい響きようでしばらくは品質が落ちるでしょうからね。今までと同じ額でというわけにはいきません」

　この辺りの話は、事前にモーマットから詳くわしく聞いてある。

　パウラが言っていたことと同じような条件で取引を持ちかけられていた。

　すなわち、「これまで１０００Rbで引き取っていた野菜が、今後は２００Rbになる。ただし、今回だけ50Rbで譲ゆずってくれれば、今後４００Rbでの取引をしてもいい」──と。値段の動きが逆向きではあるが、手法は同じだ。

『今損をすれば、今後の損失が少なくて済みますよ（ただしどっちにしても損失は出るんですけどね、ケケケ）』という戦法だ。

　まぁおそらく、アッスントあたりがマニュアルを作って支部の人間に同じようなことをさせているのだろう。同様の取引を持ちかけられた者があまりに多かった。過半数超えだ。

「それから、この通りにある酒場で働く某ぼうイヌ耳の店員に聞いたんだが……」

「パウラさんですね」

「匿名希望だ」

「……それで、なんですか？」

　アッスントもようやく分かってくれたらしい。

　こういうのは、情報提供者の身分を開示しないのが大人のマナーだ。

「飲食店には、『災害で食料が減ったから』卸おろし値ねが高くなると、そう言ったな？」

「農家をはじめ生産者の方々が取引に難色を示されていましてねぇ……」

　上手いな。事実とは異なるが否定しにくい質問に対し、「そんなこと言ってない」とでも言ってくれりゃ「じゃあなんで物価が上がってる？」と追い詰められたんだが……話題を逸そらすことで質問への回答を有う耶や無む耶やにしやがった。

「物が入ってこなければ物価は上がります。私どもには、どうすることも……」

『出来ない』とは、言わなかった。語ご尾びを消して首を横に振る。『噓うそ』を口にしなければ裁けないという、『精せい霊れいの審しん判ぱん』の欠けつ陥かんを上手く突ついた手法だ。

　まったく……『精霊の審判』が欠陥品だから、こういうところで俺が苦労しなければいけなくなる。もし精霊神に会うことが出来るのならば、聞かせたい文句は山ほどある。

　だが今は、目の前の敵に集中する場面だろう。

「確かに、物が入ってこなければ物価は上がる。……だが、物流を故意に停てい滞たいさせても、物価は上がるよな？」

　市場に流通しなくなればその物の価値は上がる。当然のことだ。

「行商ギルドは『区を越こえて』商売が出来るギルドだよな？　支部もたくさんある」

　俺を睨み、視線を逸らさないアッスント。

　いい度胸だ。勝負どころを弁わきまえているってヤツか。

　その目を真っ直すぐ睨み返して、問いかける。

「なぜ、他の支部から食料が回ってこないんだ？」

　行商ギルドが各区にネットワークを張っているのなら、どこかの区で不足している物があれば、余よ剰じよう分を融ゆう通ずうするのが普ふ通つうだ。

　だが、こいつらはそれをしない。……なぜか？

　理由はただ一つ。こいつらが儲もうけるためだ。

「私は、行商ギルドでも下っ端ぱ……最底辺の区画を任されているだけの身ですから。上層部に意見することなどとてもとても」

　ほぅ。要望一つ申し出ることが出来ない組織なのか、行商ギルドってのは……そんな組織があってたまるか。現場の意見がすべて黙もく殺さつされるようなシステムでは破は綻たんしてしまう。

「つまり、四十二区では飲食店が店を開けられないほどに物価が上昇し、住民が飢うえに苦しむほどに食料が不足しているにもかかわらず、行商ギルドとしてはそんな瑣さ末まつな話に傾かたむける耳など持っていないと、……そういうわけか？」

「そうではありません」

「では言い分を聞かせてもらえるか」

「一度他区の食品を流通させると、その後も同様に品物が入ってくるようになります。どこも、売り上げは伸のばしたいですからね。今回のことを恩に着せ、不利な交こう渉しようを持ちかけられることでしょう。格下の私には……太刀たち打うち出来ません」

　同情を誘さそうように、アッスントは肩かたをすくめて泣きそうな表情を見せる。

　当然、泣くわけなどないが。

「そうなれば、四十二区内の価格は崩ほう壊かい。生産者の方々はさらに窮きゆう地ちに追いやられてしまうでしょう。なにせ、ここよりも上位のギルドから、よりよい品物がより安く入ってくるのですから……」

　そこでたっぷりと間を開けて、舐なめるように一同を見渡す。

「……それでもよいとおっしゃるのでしたら、私は別に…………」

「今も似たようなもんだろう」

　アッスントのイヤらしい視線にさらされ委縮していた四十二区の住民たち。

　これまではそれで上手うまくいっていたのだろう。今以上の不利益があることを分からせ、不敵な笑えみを浮うかべて「どうしますか？」と判断を迫せまる。

　立場の弱い者はその条件を受け入れざるを得ない上に、自分の意志で決断をしたという事実を作り上げられて、反論も抗こう議ぎも出来ない。

　だが……

「なぁ、モーマット。お前、今蓄たくわえはいくらある？」

「蓄え!?　そんなもんあるわけねぇだろ！　仮にあったって、スズメの涙なみだほどだ」

　モーマットの答えは、周りにいる者たちから「うんうん」と賛同を得ている。

　どこも同じようなものなのだろう。

「じゃあ、ここにいる四十二区の住民すべてに尋たずねる！」

　俺は両手を広げ、声を張り上げ、この場にいる者すべてに問いかける。

「今現在、窮地に立たされていない者はいるか!?　ゆとりがあり、現在の生活に満足している者はいるか!?」

　返事は………………ない。

「分かるか、アッスント」

　水を打ったような静せい寂じやくの中、俺はただ一人──アッスントのためだけに声を出す。

「今の四十二区は、価格が崩壊している状態なんじゃないのか？」

「…………いや、それは……」

　アッスントが、言葉に詰つまった。無言という選せん択たくをする時ですら迷うことなく判断していたアッスントが、言葉に詰まったのだ。

「四十二区の生産者はもうダメだ。どう転んでも長くは持たない。つい先日も、家業を辞やめ、家族を守るために冒ぼう険けん者になろうとした者が現れた。……まぁ、全力で止めたが、それは何もそいつが極きよく端たんだったわけじゃない」

　冒険者になるというのは、いわば徳とく川がわ埋まい蔵ぞう金を探すトレジャーハンターになるようなものだ。一いつ攫かく千せん金きん──そんなわずかな可能性に賭かけなければいけないほど、ここの生産者は追い込まれているのだ。ギリギリの崖がけっぷちに。

「四十二区の生産者はもう無理だ。見捨ててしまえ」

「お、おいっ、ヤシロ……っ！」

　辛しん辣らつな俺の言葉に、モーマットが喰くってかかろうとする。が、それはいいタイミングでいいところにいたエステラによって無言のままに制された。

　エステラは今回、あまり前に出てこず、裏で俺のサポートに徹てつしてくれている。

　モーマットが黙だまって一歩身を引く。そうだ、それでいい。お前は黙って見ていろ。

「なかなか、厳しいご意見ですね」

　まさか見捨てろと言われるとは思っていなかったのだろう。微かすかな動どう揺ようが見える。

「だからよ、せめて食料を他区から仕入れて、飲食店やマーケットだけでも救ってやったらどうだ？」

「それは、ご自分が食堂関係者だから、ですか？　他人を切り捨てて自分を助けろと……」

「あ、そうか！　いっけね、忘れてた！」

　自分の見解を述べようとしていたアッスントの言葉を、突とつ然ぜんの大声で遮さえぎる。

「他区から物を運ぶには輸送費がかかるよな？　しかも、さっきアッスントが言った言葉を踏ふまえると、きっと足元を見られて法外な値段を吹ふっかけられるに違ちがいないよな！」

「…………」

「なぁ、アッスント。どうだよ？」

「……まぁ、そうなるでしょうね」

　探さぐり探り、おそらくそうなるであろう未来の結果を口にするアッスント。

　分かるぜ。今お前、戸と惑まどってるだろ？　もっと戸惑え。

「ってことはだ。従来の仕入れ値の三倍から四倍くらいは覚かく悟ごした方がいい……でもそうなると利益が上がらなくなって……結局いつかは潰つぶれちまう。だよな、パウラ？」

「え!?　あ、あたし？　え～っと……そう、ね。…………うん。なんとかやりくりしても、値上げは避さけられないし、値が上がればお客さんは遠のくから…………そう時間もかからず潰れると思う」

「おまけに、生産者たちは失業して金がない。客の数も必然的に減るだろう」

「それは……致ち命めい的てきだよ」

　パウラが灰色の未来を幻げん視しして肩を落とす。

「ん？　でも待てよ、パウラ。従来の仕入れ値の三倍って、今と同じ状じよう況きようじゃないか？」

「え…………あ、ホントだ」

　四十二区は今、大雨の影響で仕入れ値が上がり、住民が全体的に貧しくなっている。

「今のこの状況があと一ヶ月続けば……お前の店はどうなる？」

「潰れる。確実に。一ヶ月も持たないよ」

「おぉ～ぅ……なんてことだ…………」

　俺は大おお袈げ裟さに頭を抱かかえて、盛大にため息を吐ついた。

「ってことは、どちらに転んでも、一ヶ月後には生産者も、店も、みんな廃はい業ぎようしちまうってことか」

「いや、それはちょっと飛ひ躍やくし過ぎなのでは」

　アッスントが堪たまらず割って入ってくる。ここいらで歯止めをかけたいところなのだろう。

　だが、俺の話に聞き入っている群衆の心は、そんなことでは動かない。

　もはや、俺の言葉以上に響ひびく言葉など、今この状況下においては存在しない。

「食い物がなくなったら、ここの住民全員で四十一区に買いに行くことになるな。けどそうすれば、今度は四十一区で食糧不足が起こり、同じように物価の高こう騰とうが起こり、やがて経済が死ぬ。そうすれば今度は四十区に買いに行くのか……」

「いい加減にしなさい！　イタズラに不安を煽あおって私に対する敵てき愾がい心しんを住民のみなさんに植えつけようというおつもりでしょうが、そうは問屋が……」

「何言ってんだよ」

　真っ直ぐに瞳ひとみを見つめて、アッスントにはっきりと言ってやる。

「植えつけるも何も──お前は、敵じゃねぇか」

　空気が凍こおる。

「…………なるほど。そういうことですか」

　アッスントから不ふ穏おんな空気が漂ただよってくる。

　無表情になったブタの顔は、まるで悪あく魔まの使いのように不気味に見えた。

「私ども行商ギルドと、生産者ならびに経営者を対立させることでこちらを窮地に追い込み、それで私から譲じよう歩ほを引き出そうと……あんな下手な芝しば居いまで打って……ふふふ」

　アッスントがゆらりと体を揺ゆらす。

　機械仕じ掛かけの作り物のように生きている温かさを感じさせない動きで、アッスントは周りの連中を睥へい睨げいする。

　ジネットたちはその視線に委縮して、デリアを中心に一ヶ所に固まる。

「それで、そちらにいらっしゃる方々が賛同者ということですか……なるほど」

　一人で呟つぶやき、一人で納なつ得とくをするアッスント。声は静かになったが、相当頭にきているようだ。額に六角鉛えん筆ぴつくらいの太い血管が浮かび上がっている。

「構いませんよ。憎にくい我々との取引など止やめていただいても。ご自分たちが不利益を被こうむっていると思い込んでいるのでしたらそれで結構！　そう思っていてください。我々は一向に構いません。皆みな様さまとの契けい約やくが破談になれば、『他ほかの方と』新たに契約を結ぶまでです！　代わりなどいくらでもいるんです！　もっとも！　……皆様にとって行商ギルドの代わりになる組織があるのかどうかは知りませんけどね」

　これがアッスントの勝ちパターンなのだろう。

　己おのれの優位性を説き、相手を自分のフィールドへ引き摺ずり込む。相手の精神に耐たえ切れないほどの圧力をかけ、まともな思考を出来なくさせる。

　それを打ち破るには、そいつが思い描えがく「流れ」をぶった切ってやるしかない。

「さっきの芝居、どうだった？」

　横から口を挟はさまれて、アッスントが隠かくしもしない不ふ機き嫌げん顔をこちらに向ける。

「あれでも練習したんだ。なんかこう、心に来るものがなかったか？」

「今は関係ないでしょう、あんな下手くそな……」

「下手でもなんでもいい！　……心に来るものはなかったのかよ？」

「…………」

　しばし睨にらみ合う。

　先に折れたのはアッスントの方だった。

「……ありませんね。何も」

　唸うなるような声で吐き捨て、ふんっと鼻から息を漏もらす。

　……そうか、伝わらなかったか。

「誰だれか、見ていた者で何か気が付いたヤツはいなかったか!?」

　俺たちを取り巻く観衆たちに声を向ける。

　気が付けば、大通りには人が溢あふれ返っていた。通りの先が見えなくなるくらいにぎゅうぎゅう詰づめで、四十二区すべての住民が集まっているのではないかと思えるほどだ。

「いない……か。じゃあ、しょうがねぇな。俺が教えてやろう！」

　俺は胸を張り、身み振ぶりを加えながら説明を始めた。

「あの芝居の中で生産者は『食材を限界まで安値で買い叩たたかれている』と主張し、逆に飲食店側は、『法外な値段で売りつけられている』と主張している。これは、俺が直接その仕事に従事している者から聞き取った事実をもとにした芝居だ」

　俺の主張が正しいというように、モーマットたちが大きく頷うなずいてみせる。

　観衆にもそれが伝わったようで、あちらこちらからひそひそとした話し声が聞こえ始める。これで、芝居の信しん憑ぴよう性せいが上がるってもんだ。

「安く買われた食材が、法外な値段で売られている。…………じゃあ、その莫ばく大だいな利益はどこに消えた？」

　観衆からざわめきが起こる。

「これまでよりも安く食材を買い、高く売りつけた者がいる。その者は従来の何倍もの利益を上げたことだろう。それは誰か…………アッスント、どう思う？」

「私には、なんとも言いかねることですね」

　その対応はマズったな。

　ここにいる観衆たちもまた、搾さく取しゆされる側の人間なのだ。行商ギルドの中なか抜ぬきのせいで今現在の食しよく糧りよう難なんが発生していると知れば、誰だって怒いかりを覚えるだろう。だというのに、弁解するでもなくアノ開き直りは、焚たき火びにガソリンをぶちまけたようなものだ。

　アッスントの言葉に、観衆たちはあからさまに不快感をあらわにした。

「くだらないこじつけ、でっち上げですね！」

「本当にそうか？」

「そこまで信用出来ないのでしたら結構！　そちらにいらっしゃる方々とは、今後一いつ切さい取引をしないということでも構いませんよ！　たった数人が集まって、己の不満を相手にぶつけて……そうやって孤こ立りつしていけばいいのです！」

　静かに、デリアが一歩踏み出す。

　が、俺が右手を上げると、その足を止めてくれた。

　力で解決しちゃダメなんだよ、これは。まぁ、任せとけ。

「あの芝居が伝えたかったことはもう一つある。こっちの方がお前に気付いてほしかったことなんだが……残念だな」

「もう結構。これ以上話すことはありませんので、失礼します。いろいろ手続きが必要になりますからね。他の生産者との契約や、商品を卸おろすお店も探さないといけませんので」

　四十二区内で、自給自足の生活をしているヤツもいる。これから新規に店を開こうというヤツもだ。そういう連中を新規に引き入れるという脅おどしなのだろうが……

「その手はもう通用しねぇぞ」

「…………どういう意味ですか？」

　すげぇ怖こわい顔で睨まれた。

　なので、あえて余よ裕ゆうの笑えみを向けてやる。

「この芝居のメインテーマは、『仲良きことは美しきかな』」

「芝居の話など、もうどうでもいいのです！　いい加減にしなさい！」

「美しいってことは強さでもある。人は、美しいものに対し一種の畏い怖ふを感じるからな」

「付き合いきれません。失礼します！」

　踵きびすを返し、立ち去ろうとしたアッスントの前に、数人の男が歩み出て進路を塞ふさぐ。

「…………っ！」

　方向を変え、再び歩き出そうとするアッスントだが、今度は別の者たちに行く手を阻はばまれてしまう。

「……なんなのですか、一体？」

　そいつらは、四十二区で生活をする生産者ならびに経営者たちだ。食材以外にも、綿や麻あさ、染せん料りようや香こう料りようなどを作る者たちがいる。

　これは、彼らにとっても重要な案件なのだ。

　一いつ軒けん一軒を回り、真しん摯しに話し合いを重ねるうち、彼らは重い腰こしを上げてくれた。

　今日、この日、この場所に集まるよう頼たのんでおいたのだが、きちんと来てくれたようだ。

　自分たちの手で、未来を切り拓ひらこうという者たちが。

「アッスント。お前は本当に気が付かなかったんだな。この芝居の持つ、本当の意味を。いや……警告を！」

　そう。これは、四十二区の住民から、お前たち行商ギルドに対する警告だったのだ。

「よく見りゃ、人ごみの中に行商ギルドの商人も何人か紛まぎれてるみたいだな」

　人ひと垣がきの中に、チラホラと見たことのある顔があった。あいつはネフェリーの養よう鶏けい場で見かけた商人で、あっちのは米農家のホメロスの米を躊躇ためらいなく切り捨てたヤツじゃないか。

「ちょうどいい、テメェら全員耳の穴かっぽじってよく聞いておけ！」

　果たして、『かっぽじる』なんて言葉がちゃんと翻ほん訳やくされているのかは分からんが……

「俺たちは、手を取り合った。これまでお前たちが食い物にしてきた『獲え物もの』たちは、もう独りじゃない。弱く反はん撃げきの牙きばを持たない搾取されるだけの存在ではない！」

　張り上げた声で、空気が震ふるえた。

　水に波は紋もんが生まれるように、空気の振しん動どうが強い思いを伝えていく。

　沈ちん黙もくではなく、静せい寂じやく……この静けさは待っているのだ。俺の言葉を。導きの福ふく音いんを！

　ならば言ってやろう！　お前らが求めてやまない言葉を！

「聞け！　四十二区に住むすべての者たちよ！　弱者のままい続けるな！　搾取されるままの今に疑問を持て！　拳こぶしを振り上げろ！」

　俺たちを取り巻く観衆がピリピリと殺気立っていく。

　これまで抑よく圧あつされてきた不満が、苦しみが、エネルギーへと変へん換かんされ外へと向かう。

「変わらなければ！」という、激しい感情に突つき動かされて。

「振り上げ方が分からないなら、俺が教えてやる！　今、テメェらの頭ん中にはっきりと思い浮うかんでいる不満を、声の限りに吐き出してみろ！　どうした!?　やれぇ！」

「「「「ぅぅうううううおおおおおおおおおおっ！」」」」

　地じ響ひびきのような唸りが大通りを震わせる。

　眩暈めまいがしそうなほど濃のう密みつな感情の渦うずがその場所に発生する。

「俺たちは一つだ！　これまでのように個別に圧力をかけるやり方にはもう屈くつしない！　孤立を恐おそれる弱者はもうここにはいない！」

「それがどうしたというのですか!?」

　うねる熱気を切り裂さくように、アッスントが声を張り上げる。

「群れたところで何も変わらない！　今度はその群れが孤立するだけだ！」

　取り囲む群衆一人一人の顔を覗のぞき込むようにして、アッスントは言葉を発していく。

「この地区が孤立したらどうなるか、分からないわけではないですよね？　完全に自給自足というわけにはいかないでしょう？　薪まきは？　四十二区に木こりがいますか？　お肉は？　見たところ、狩しゆ猟りようギルドの方はお見えにならないようですが？　魚は!?　海漁ギルドの方もいらっしゃいませんね！　それだけではないですよ。あなたたちの生活は、多くの者に支えられて成り立っているのです！　多少の不平不満を誇こ張ちようさせ、理性を欠いたようにバカ騒さわぎして、幾いく年ねんもかけて築き上げてきた信しん頼らい関係を崩くずしてしまうなど言語道断！　はっきり言います、あなたたちに選択肢などありません！　あなたたちは一生、何があっても、このまま我々と協力し、この街での生活を送り続けなければいけないのです！　それが出来ないのであれば……それはもう、人としての生活を捨てるということです」

　沈黙──

　群れを乱され、湧わき上がっていた勢いは一気に鎮ちん静せい化されてしまった。

　アッスントは勝ち誇ほこったように、俺を見て、いやらしく笑う。

「そこの新参者に唆そそのかされたみなさんには同情します。出来もしないことをさも可能かのように吹ふい聴ちようして回り、耳に心ここ地ちのいい言葉で人心を惑まどわせる。その結果、みなさんに待っているのは『こんなはずじゃなかった』という苦しく、貧しい、獣けもの同然の生活……さぁ、目を覚ましなさい。今なら、今日のことは大目に見ましょう。誰にだって、間ま違ちがいはありますから」

　群衆は何も答えない。ただ、押し黙だまって俯うつむいたままだ。

　……まったく。

「お前は本当にバカなんだな」

　呆あきれて物が言えなかったが、なんとか言葉に出来た。

「ふふ……面おも白しろいですね。反論があるなら聞きましょうか？」

　勝ちを確信している者特有の、反へ吐どが出そうな笑みを浮かべるアッスント。

　その薄うすら笑いを、すぐに消し去ってやるよ。

「耳に心地のいい言葉で人心を惑わせているのはお前だ、アッスント」

「酷ひどい言いがかりですね」

「さっきのお前の言葉を、分かりやすく翻訳すれば、それはつまり『お前らは知ち恵えなどつけずに黙って搾取され続けていろ』ってことだろ？」

「違いますね」

「違わないさ。お前はずっと論点をすり替かえて自分の疚やましさを誤ご魔ま化かしているに過ぎん」

「なにを、人聞きの悪い……」

「積み上げてきたものを壊こわすと、生活が成り立たなくなるんだっけか？」

「……その通りでしょうに」

「ならなぜ、陽だまり亭は今もなお営業していられる？」

　ここで、観衆の目が一いつ斉せいにジネットへと集中する。

　急に注目され、思わず身を縮めるジネット。戸と惑まどいからか、頰ほおを薄く染める。

「陽だまり亭は、行商ギルドとの取引を完全に停止している。にもかかわらず、今もなお普ふ通つうに営業しているぞ。生活は成り立っているさ」

「それはあなたが奇き妙みようなギルドを作って……」

「そうだ！　俺が作ったんだよ、新しい可能性を！　俺の国では、そういうのをこんな言葉で表現する。『イノベーション』と」

　イノベーションのない、守りに入った企き業ぎようは遠くない未来に衰すい退たいし消しよう滅めつする。

　それは街も国も同じことだ。

「イノベーションは未来を切り拓く。マグダ！　ロレッタ！」

「……待っていた」

「さぁみなさん！　これを食べてみてくださいです！　一度食べたら病やみつきになること間違いなしの、夢の国のお菓か子しですよっ！」

　俺の呼びかけに、売り子スタイルのマグダとロレッタが群衆にハニーポップコーンを配り歩く。夢の国のお菓子という表現が、なんだか妙みようにピッタリくる。

「そいつは、かつて行商ギルドが『価値のないゴミだ』と烙らく印いんを押した物で作られている」

　俺の説明の間にも、あちらこちらから「美味おいしい」の声が上がる。

「それから、これを見て！」

　バッチリのタイミングでネフェリーが声を張り上げる。

　ネフェリーが掲かかげて見せているのは、山積みになった大きな卵だ。五十個近くはある。

「これはみんな、今朝採れた卵なの！　これを産んだニワトリは、かつて卵が産めなくなって『ゴミ』になるはずだった鳥たちよ」

　群衆が目を丸くして、大量の卵に視線を送る。

「彼が、ヤシロが救ってくれたの！　『ゴミ』として処分されるはずだった命を！」

　ネフェリーは度胸があり、言葉も上手うまい。

　こういうのに向いているのかもしれない。いつか大女優になったりしてな。

「アッスントの言葉を借りるならば、これらは『新参者の耳に心地のいい言葉に唆された結果もたらされた【こんなはずじゃなかった】未来』の形だ。これらは、『ゴミ』として処分されるべきだったのか？」

「…………」

　黙もく秘ひ。

　アッスントは何も言わない。

　なら、畳たたみかけてやる。

「俺たちには『可能性』がある。成功が約束されているわけではない。なんだってそうさ。絶対なんてものはこの世に存在しないんだからな。……だが、望む未来に向かって歩いていく権利と自由は、俺たちに等しく存在している」

　誰だれもが口を閉じ、瞼まぶたを開いて成り行きを見守っている。

　ここが、四十二区のターニングポイントだ。

「懸けん命めいに働いているここの住民が、まともに生きられないような制度を作りやがって」

　俺は、この街の人間に最も『効く』であろう言葉を投げかける。

「なぁ、アッスント……、お前たちの行いを、精せい霊れい神しんは許してくれると思うか？」

　どよめきが起こる。

　ここにいるほとんどの人間が信しん仰こうしている精霊神。

　その女め神がみが、苦しむ民たみを見殺しにするなどとは、誰一人として思っていない。

　だから、誰もが「精霊神がそんな非道な行いを許すはずがない」と確信するのだ。

「ここにいる者たちには選択肢がある」

　アッスントが先ほど言った言葉を全否定する、真逆の意見だ。

「このまま行商ギルドと取引を続け、家か畜ちく以下の存在に成り下がるのか…………自分の足で立ち上がり、イノベーションをその肌はだで感じるのか……」

　ここだとばかりに、俺は両りよう腕うでを大きく広げ、天を仰あおぐように高らかに問う。

「お前たちは、どうしたい!?」

「「「「ぅぅぅぅううううおおおおおおおっ!!」」」」

　野や獣じゆうのような雄お叫たけびが上がる。回答にはなっていないが、これで十分だ。

　アッスントの顔から表情が完全に消えていた。

　群衆の心がどちらに向いているかくらい、アッスントなら分かっているはずだ。

「それで。どうする、アッスント？　こちらの条件をのんで取引を続けるのか……四十二区での売り上げを『ゼロ』にするか……」

　アッスントの頰を、一ひと粒つぶの汗あせが伝い落ちていく。

　どんなに強気に出ようとも、売り上げを『ゼロ』にすることは出来ないだろう。最底辺の支部を任されたアッスントが「利益は無しです」と、上に報告出来るはずがない。

　パウラも言っていたが、こいつは利益を上げて出世し、中央に食い込んでいこうとでも考えているのだ。こんなところで己おのれのキャリアに傷を付けるわけにはいくまい。

「…………分かりました」

　ついに、アッスントが折れた……ような素そ振ぶりを見せた。

「これまでの額で取引を持続いたしましょう」

「まだ分かってないようだな」

　ふん。すっとぼけた顔をしやがって。

　これまでの額というのが、もうすでに搾さく取しゆするための不平等契けい約やくなのだ。

「お前は、『取引を継けい続ぞくしてやる』立場じゃない。こちらの条件をすべてのんで『なんとか取引を継続してもらう』立場なんだよ」

　のらりくらりと核かく心しんから逃にげ続けてきたアッスントだが、俺はそれを許すほど甘くない。

　今ここで、群衆の前で、はっきりと知らしめておく。

「今後は『適正価格』で取引をすること。そして、それぞれの品目ごとに商人を変えている今の制度を改め手数料を削さく減げんすること。最後に、これがメインなんだが……行商ギルドの得ているマージンの比率をこの先ずっと公開し続けること」

「なっ!?」

「以上の条件をのむと誓ちかうのなら、取引を継続させてやってもいいぞ」

「どれもこれも無む茶ちや苦茶です！　特に、企業秘密を衆目にさらすなど言語道断です！」

「そうでなければ、お前たちはまた搾取に走るだろうが」

「…………くっ！」

　マージンの比率を公開するとは、簡単に言えば、『○○Rbで買った食材を、□□Rbで売りました。利益は△△Rbです』という詳しよう細さいを公表するということだ。

　これによって不当な買い叩たたきや売り渋しぶりが防げ、食材本来の価値が保証される。

　不当な行いが発覚した際は、こちら側が行商ギルドとの取引中断を武器に交こう渉しよう出来るということだ。

「…………調子に乗るなよ、新参者が」

　アッスントの声が変わった。

　これまでの猫ねこなで声は影かげを潜ひそめ、闇やみに蠢うごめく澱おりのようなくぐもった声が漏もれる。

「なるほどな……確かに貴様は頭が切れるようだ…………だがなっ！」

　見開かれた眼めは爛らん々らんと輝かがやき、顔の筋肉が隆りゆう起きしてシワが深く刻み込まれる。獲え物ものに食くらいつかんとする手負いの獣の様相で、アッスントが牙きばを剝むき出して吠ほえる。

「無知で蒙もう昧まいな田舎いなか者どもをまとめ上げて、なんでも出来ると勘かん違ちがいしたのか、阿あ呆ほうが！　そんな阿呆に釣つられた貴様らも全員阿呆だ！　勝てると思ったか、行商ギルドに？　勝てるはずがないだろう！　身の程ほどを弁わきまえろっ！」

　空気がビリビリと音を立てて振しん動どうする。

　吐はき出されたアッスントの怒ど号ごうは決して脅おどしなどではなく、確実に急所を仕留める術すべを有している者特有の不気味さを持って観衆の心を委縮させていく。

　あれほど湧き上がっていた歓かん声せいが、高ぶっていた感情が、一いつ瞬しゆんで封ふう殺さつされた。

「なぁ、知っているか？　人は絶望にのみ込まれると、一瞬で精神が崩ほう壊かいするのだぞ」

　フリーズした観衆たちを背景にして、今度はアッスントが酔よいしれたように芝しば居いじみた言葉を吐く。俺を──俺だけを見つめて。

「この街の人間を奮い立たせ、まとめ上げたのは大したもの。だが、それが逆にこの街の住民すべての者の弱点になる」

　悪あく魔まの使いのようなブタの顔が、不気味に歪ゆがんでいく。

「この街は、貴様を中心に結束した。それ故ゆえに……、オオバヤシロを失えば、こいつらは一瞬で絶望にのみ込まれ、崩壊するのだ！」

　アッスントが腕うでを真っ直すぐに伸のばして俺を指差す。『精霊の審しん判ぱん』の構えだ。

　確かに、将を失った部隊はいともたやすく瓦が解かいする。そして、今この街の連中をまとめ上げているのは紛まぎれもなくこの俺だ。

　その俺がカエルにでもなり、己の未来を悲観して絶望にのみ込まれたら……気勢は搔かき消され結束は霧む散さんし、四十二区は崩壊するだろう。だがな……

「俺に『精霊の審判』を使ったところで、無む駄だだと思うぜ？」

「……だろうな。貴様は頭がよく用心深い。オレと同じように、『精霊の審判』に引っかかることはないのだろう……だが」

　アッスントの指が音も立てずにスライドする。

　その指先の向かった先は……ジネットだった。

「あの迂う闊かつなお嬢じようさんはどうだ？」

　空気が張り詰つめる。

　見守る観衆が全員呼吸を忘れてしまったかのように息を押し殺す。

　耳みみ障ざわりな静せい寂じやくにその場にいる誰もが身動きを取れなかった……ただ一人、俺を除いて。

　俺は黙だまって腕を伸ばし、アッスントを指差す。

「ふふふ……苦し紛れに『精霊の審判』を振ふりかざしても脅しにはならないぞ」

　勝ち誇ほこった顔で、アッスントが言う。

「オレは絶対にカエルにはならない。絶対的な自信がある。この街の阿呆どもと違ちがって、一言一句に気を遣つかい発言しているからな！　噓うそだと思うならやってみるがいい！」

　自分は完全武装をしながら、相手の油断を突つく。

　それがアッスントの戦い方なのだろう。地味で卑ひ怯きようだが有効的で手て強ごわい戦法だ。

　それが、アッスントの自信の正体。経験に裏打ちされた絶対の自信。

「ふふっ、余よ裕ゆうそうな面つらをしやがって。ポーカーフェイスに自信があるようだが……貴様の弱点くらいとうにお見通しだ」

　ジネットこそが、俺の弱点。アッスントはそう言いたいらしい。

「人を絶望させるのに最も効果的な方法を知っているか？　そいつの最も大切なものをぶち壊こわしてやるのよ…………目の前でな」

　誰かの……唾つばを飲み込む音が聞こえた。そんな小さな雑音が、やたらと耳についた。

「あのくだらない芝居は貴様の仕込みなんだろう？　……へまを打ったな。それがあのお嬢さんの人生を狂くるわせたんだ……貴様がやらせたあの芝居がな！」

　調子を上げるアッスント。

　勝ちを確信し、捲まくし立てるように言葉を重ねる。

「そのお嬢さんは確かに言ったな？　『行商ギルドのアッスントさんが証言してくれます！』と。養よう鶏けい場の娘むすめに迫せまられて焦あせり、とっさに目についたオレの名前を出したのだろうが、それがまずかったな……オレは証言したか？　『行商ギルドが搾取している』と？　それともこれからするのか？　……どちらもノーだ。オレはそんな証言はしていないし、これからもするつもりはない！　ならばっ！」

　アッスントの顔が渾こん身しんの笑えみに塗ぬり潰つぶされる。世の中に溢あふれる悪意を凝ぎよう縮しゆくしたような歪いびつな笑みに。

「さっきのそいつの発言は『噓』になる！　オオバヤシロ！　貴様がどんなに上手く立ち回ろうが、他人を言いくるめようが、『精霊の審判』までは欺あざむけない！　己の力を過信したこと、刃は向むかってはいけない巨きよ大だいな組織に盾たて突ついたこと、そしてこのオレにケンカを売ったことを一生かけて後こう悔かいしろっ！」

　もはや、他ほかのどんなものも見えていないようなぎらついた瞳ひとみが俺を睨にらみ、そして、高らかに宣言する。

「『精霊の審判』っ！」




　その瞬しゆん間かん、ジネットの体が淡あわい光に包まれた。
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　少し前に遡さかのぼる──

「『精せい霊れいの審判』をかけてくれ」という俺の言葉を聞いたエステラは、戸と惑まどった表情を見せたまま、次の言葉を探すように口をつぐんだ。……俺の真意を探さぐろうとする視線だけがこちらを向いている。

　構わず俺は続ける。

「『精霊の審判』には欠けつ陥かんが多い」

　この街の人間が「犯おかすことの出来ない絶対のルール」だと盲もう信しんしている『精霊の審判』。だが、蓋ふたを開けてみれば、そいつは穴だらけの欠陥品でしかなかった。

　それに気付いたヤツだけが美味うまい汁しるを啜すすれる、詐さ欺ぎ師し向けのくそったれな魔ま法ほう。それが『精霊の審判』だ。この俺と相あい性しようがいいってのがその証しよう拠こだな。

　だが、まだ不確かな部分が多い。そいつを検証したい。

「この世界には歌劇があるんだったな？」

　中央区には豪ごう華か絢けん爛らんな歌劇場があると、以前こいつは言っていた。

　だが、おかしいだろ？

「歌劇──芝居なんてのは噓の塊かたまりだろう？　『精霊の審判』を使われたら役者は全員カエルにされちまうじゃねぇか。なぜ成り立っているんだ？」

「歌劇場に入る際、契けい約やくで『精霊の審判』を禁じられるんだよ」

　劇場内で見聞きしたことには『精霊の審判』を使わないと契約させるわけだ。

　契約により『精霊の審判』を封ふうじているのなら、突とつ発ぱつ的な芝居は噓とみなされる可能性がある。でなければ、「今のは実は芝居だった」ってのがまかり通るからな。

「音読はどうだ？　例えば、ジネットが書いた手紙を俺が音読したとして、『わたしはジネットです』と『俺が』口にした場合、これは噓か？」

「その場合は、君の『発言』とは捉とらえられないんじゃないかな……たぶんだけれどね」

　不確定要素が多過ぎるな……もう少し確信が欲しい。

「無む理り矢や理り言わされたことは噓になるか？」

「それはない。前後の会話が記録されるから、強要は必ずバレる。カウントはされないよ」

「紙に書いて脅きよう迫はくされたらどうだ？　『言わないと殺す』というメッセージを添そえて」

「…………ボクの知る範はん囲いでは、強要は罰ばつせられないはず、だよ」

「はず、か……」

　しかし、書かれたものを『読む』行こう為いは、噓を『言う』とは捉えられない可能性がある。

　では、その『読む』ものが、紙ではなかったら……

「会カンバ話セーシ記ヨン・録レコードの検けん索さく機能を使う時、直近五分を『除外』して検索出来るよな？」

「でないと、検索するために発した言葉が検索に引っかかってややこしくなるからね」

　つまり、会カンバ話セーシ記ヨン・録レコードはその利便性を高めるためにはある程度の融ゆう通ずうが利きくということだ。

　強要は罰せられない可能性が高いってことと、会カンバ話セーシ記ヨン・録レコードの除外機能を考えると……誰だれかの発言を、会カンバ話セーシ記ヨン・録レコードを見ながら繰くり返す場合は『噓』から除外される可能性が高い。

　特に、それが『強要』されたものの場合は。

「なぁ、エステラ……お前は、この街の領主代行だよな」

「君も知っての通りだよ」

　エステラなら、きっとそう言うだろうと思った。だが、それではダメなんだ。

「言葉にしてくれ」

「……ボクは、この街の領主代行だ。これでいいかな？」

「上出来だ」

　言いながら、エステラから預かっていたナイフをむき身のままエステラに握にぎらせる。

「果たして、これが脅おどしと受け取ってもらえるか、微び妙みようなところだけどな」

　切っ先が自分の喉のど元もとへ来るように位置を調整する。

　ここまでの話はすべて『仮定』でしかない。精霊神が「そんな悪わる巧だくみが通用するか」と突っぱねれば、俺はカエルだ。ふふ……さすがに震ふるえるか。

　だが……逃にげるわけにはいかねぇんだ、これだけは。

「なんだか君らしくないね。ボクの知っているオオバヤシロという人間は、誰かのために自分を犠ぎ牲せいにするようなことも、危険に身を投げ出すようなこともしない、狡こう猾かつで口の上手うまい……ただのお人ひと好よしだ」

　静かで透すき通る、深い湖のような澄すんだ瞳が俺を見つめている。

「どうして…………そこまでするんだい？」

　どうしてそこまで……か。

　するさ。ったりめぇだろう。

「たぶん平気」とか、「いける気がする」とか、「その可能性が高い」とか、そんなあやふやな答えじゃ納なつ得とく出来ない。「絶対に大だい丈じよう夫ぶだ」という確証が必要なんだ。

　……あいつを巻き込んだのは、俺なんだから。

「今さら、理由なんか聞かなくても分かんだろう──」

　俺を攻こう略りやくするにはどこを突けばいいか。そんなもん、ちょっと頭の回るヤツならすぐにたどり着く。そんな『弱点』を、いつまでも丸見えのまま放置出来るかよ。




　……俺はもう、自分のせいで身近な誰かを失うのは真っ平ぴらなんだ。




　この賭かけに俺が勝てれば、四十二区は変わる。

　負けても、失うのは俺の人生だけで済む。

　だから、まぁ、こんな危険を冒おかす理由を求められるなら、答える言葉はただ一つ。

「──俺の利益のためだよ」

「ふふ……君は本当に…………バカだね」
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　ナイフを持つエステラの手が微かすかに震えた。

　そして、寂さみしげな微び笑しようから、心に沁しみ渡わたるような優やさしい声がもたらされる。

「いいよ。ボクが君の人生を背負おう」

　ナイフを下げ、代わりに会カンバ話セーシ記ヨン・録レコードを呼び出し、俺の目の高さへと掲かかげる。

「もし、君がカエルになったら、ボクが生しよう涯がいを賭として君の世話を焼いてあげるよ」

　会カンバ話セーシ記ヨン・録レコードには、先ほどエステラが口にした言葉が表示されている。

「……ボクは領主の娘むすめをやめ、君を連れてこの街を出る…………どこか静かな場所で、二人きりで生きよう」

　半はん透とう明めいのパネル越ごしに慈いつくしむような優しい笑えみを向けてくる。

　……そんな顔をすると、本当に美人だな、お前は。

　けど──

「そうはならねぇよ、きっと」

「あぁ。ボクもそう信じている。君は、きっとこの勝負に打ち勝てる」

　──そんな顔はらしくない。エステラに一番似合うのは、弾はじけるような元気いっぱいの笑顔だ。そこに、少々の悪態と回りくどいイヤミが含ふくまれていれば完かん璧ぺきだ。

　お互たがいに腹を決め、俺は会カンバ話セーシ記ヨン・録レコードに表示された言葉を音読する。

「『ボクは、この街の領主代行だ』」

　そして、ほんの一いつ瞬しゆんだけ視線を交かわし──

「『精霊の審しん判ぱん』っ！」

　俺の体は、淡あわい光にのみ込まれた。




　　　　　　　◇◆◇




　眩まばゆい光が霧む散さんした後、そこに立っていたのは……カエルではなく、人間だった。

「あの、アッスントさん……ごめんなさい。わたし、カエルにはなりませんでした」

　ジネットが、申し訳なさそうな顔でぺこりと頭を下げる。

「バ、バカなっ!?　せ、『精霊の審判』が……効かない……そ、そんなことが……っ」

　ジネットの姿を見て、アッスントは驚きよう愕がくの表情をあらわにした。尋じん常じようではない量の汗あせが吹ふき出し、ブタの頰ほおを伝ってアゴからしたたり落ちていく。膝ひざが微かに震えている。

　当然だ。

　ジネットが言い、お前が指し摘てきした『行商ギルドのアッスントさんが証言してくれます！』ってのは、俺が『脅迫して』ジネットに『読ませた』、『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコードの文章』なんだからな！

「アッスント、一ついいことを教えてやろう……」

　警けい戒かい心しんを剝むき出しにして、アッスントが身構える。戸と惑まどいから、瞳どう孔こうが開いてやがる。

　怯おびえ始めたこいつの心をへし折るような言葉をくれてやる。

「この世に、絶対なんてもんはねぇんだよ」

　アッスントが誇ほこった唯ゆい一いつ最強の武器は、知識と経験に裏打ちされた『絶対の自信』だった。それを今、俺は全否定した。

　理解出来ないものを目まの当たりにした人間は戸惑い、怯え、恐きよう怖ふを覚える。そしてそれらは自信を揺ゆるがし、一度揺らいだ自信は取り戻もどそうともがけばもがくほどグラついて、脆もろく、儚はかなく、崩くずれ去る。──『人は絶望にのみ込まれると、一瞬で精神が崩ほう壊かいする』と、アッスント自身が言っていたように。

「アッスント……お前はまだ、本当の絶望を知らねぇんだよ」

『恐怖』くらいは知っているだろう。それから、『狂くるいそうなほどの後こう悔かい』や、『叫さけびたくなるほどの嫉しつ妬と』……そして『すべてが嫌いやになるほどの脱だつ力りよく感』くらいは。

　だが、絶望ってのはそんな生易しいものじゃない。

「生きる希望を失った時に感じるのが絶望だ。本物の絶望を知った者が、生きていられるはずがない。今、まだ生きているお前が、絶望なんか知ってるはずがないんだよ」

　もし、いまだ生き残っているんだとすれば、それは──どんなに小さくとも、生きる希望が残っていた──そういうことだ。

「知りもしないで軽々しく語ってんじゃねぇよ」

「そ、その理論なら……っ！」

　震えを誤ご魔ま化かすために、必要以上に声を張り上げる。追い詰つめられた人間がよく見せる現実逃とう避ひ行動だ。とにかく吠ほえて、自分は強いのだと思い込みたがる。

「き、貴様だって、生きているじゃないか！　な、ならっ、本当の絶望を知らないのは貴様も一いつ緒しよ……！」

「バァーカ……」

　音も立てずにアッスントへ体を寄せ、ブタ面づらの真ん前で、こいつにだけ聞こえる声で囁ささやいてやる。はっきり、ゆっくりと、脳みそに浸しん透とうするように。

「……俺は一回死んでんだよ」

「バッ、バカなっ！　そんなことはあり得るはずがないだろう！　調子に乗り過ぎたな、オオバヤシロ！　カエルになって後悔しろ！　『精せい霊れいの審判』っ！」

　真っ直すぐに腕うでを伸のばし、俺を指さしてアッスントが叫ぶ。

　俺の全身が淡く輝かがやき出し、やがて眩い光にのみ込まれていく。

　……しかし、『精霊の審判』は『事実』を口にした者を裁かない。

「気が済んだか？」

　光が霧散した後、そこに立っている俺を見たアッスントの顔は、もはや別人のように歪ゆがんでいた。この数分で急激に瘦やせこけたようにも見えるし、血色も悪い。

　絶望の淵ふちを覗のぞき込んだ地じ獄ごくの亡もう者じやは、きっとこういう顔をするのだろう……そんなことを思わせる、憐あわれな顔だった。

「…………き、貴様は、一体……何者なんだ…………」

　歯をガチガチと鳴らし、大おお袈げ裟さなほどに震え出す。アッスントは、己おのれの体すらコントロール出来なくなったようで、ただそこで乱れた呼吸を繰くり返すだけになっていた。

　だが、そこで話を終わらせるわけにはいかない。

「アッスント」

「……ひぃっ！」

　名を呼ぶと、全身を震わせて逃げようとする。だが、膝が震えて動くことすら出来ない。立ち尽つくすアッスントに、俺は引導を渡してやる。

「確かにお前は頭が切れる。『精霊の審判』に引っかからないよう言葉を選んでいたのも知っている。そしておそらく、お前の目もく論ろ見みは上手くいっているのだろう。だが……」

　アッスントは相手に合わせるのが上手い。そして、相手のボロを引き出すのが上手い。

　だからこそ、一つ重大な欠点がある。

「整合性は取れているのか？」

「せ、いごう、せい……？」

　モーマットの前で噓うそを吐つかないように行った会話と、パウラの前で噓を吐かないように行った会話。その二つの間に矛む盾じゆんは存在しないのか、ということだ。

　一対一ではアッスントをカエルにすることは出来ないかもしれない。

　だが、アッスントの発言に明らかな矛盾があった場合…………果たして、精霊神はどう判断するのだろうか？

「こんな、悪用しかされないくだらない魔ま法ほうをかけやがったんだ。たまには精霊神にも死にそうなほどの苦労をかけてやらないとな？」

「ま、まさか……」

　俺が腕を上げると、その場にいた数十人の人間が一いつ斉せいに腕を伸ばし、ピタリとアッスントを指差した。

「今からここにいる全員で一斉に、お前に『精霊の審判』をかける。あの全身を包み込む淡い光が搔かき消えた後……果たしてお前は、今と同じ姿をしていられるのかな？」

　俺の手により『絶対』という言葉を全否定され、揺らぐことのなかったこいつの中の自信はもはや崩れ去っている。

「この街の住民たちは、『精霊の審判』を使ったりはしない」と、高を括くくっていただろう。

　お人ひと好よし過ぎる四十二区の住民たちは、どんな不満があろうと、憤いきどおろうと、誰だれかに『精霊の審判』を使うことはなかった。

　ここの住民たちは、少し日本人に似ているのかもしれない。平和主義で、騙だまされやすく、他人に被かぶらされた不利益を自らの努力でカバーしようとする器用貧びん乏ぼうなお人好し。

　だがな、アッスント。お前は最も重要なことを見落とした。

　お伽とぎ噺ばなしの時代から語り継つがれている、有名な話なんだがな……そういうお人好しな連中は、自分の大切な者や弱い者が危険にさらされ苦しめられた時、敵かなうはずもない相手にだって立ち向かい、そして勝利をもぎ取るほどの底力を発揮するもんなんだよ。

「ジネットに牙きばを向けたのは間ま違ちがいだったな」

　そこでようやく、アッスントは己の失策に気が付いた。

　ジネットは、百人に聞けば百人が「お人好しだ」と答える、人じん畜ちく無む害がいなか弱い少女だ。

　そんなジネットに、躊躇ためらいなく危害を加えたお前に対し、同情の念を持ってくれる者がたったの一人でも存在すると思うか？　気が付けば、数百人にまで膨ふくれ上がったこの群衆の中から、お前の行動を正当化してくれる人間を、お前は見つけ出せるか？

　利己的な判断で弱者を傷付ける者へ向けられる感情は、明確な敵意。そして嫌けん悪お感かん。その弱者がジネットのような美少女ならなおさらで、さらに言うなら、ここ数日ずっと街の復興のために動き回り、物価が上がる中でも良心的な値段を維い持じしたまま屋台でタコスを売り歩いた『陽ひだまり亭てい』の店長なんだぞ、そのジネットって少女は。

　なんのために俺が芝しば居いの中で、しつこいくらいにジネットを『陽だまり亭の店長だ』と宣伝したと思ってるんだよ？

　なぜ俺が一度、わざわざ観衆の目をジネットへ集めさせたと思ってるんだよ？

「お前がジネットを狙ねらうことは予想がついた。だから先手を打たせてもらった」

　アッスントは、もはや声を発することも出来ない様子で、呼吸困難に陥おちいっている。

「一つ聞きたいんだが……今以もつて、『精霊の審判』を躊躇う者が何人いると思う？」

「おぅ……ぐっ！」

　アッスントが嘔吐えずき、身を屈かがめ、そのままくずおれる。地面に転がるように蹲うずくまり、惨みじめなまでに体を震ふるわせている。

「どうしたんだよ？　絶対的な自信があるんだろ？　なら、正々堂々胸を張って『精霊の審判』を受けてみればいいじゃねぇか」

　数百人のお人好しどもに、引き金を引くきっかけを与あたえたのはお前だ、アッスント。

「さぁ……行くぜ。せーのっ！」

「ま、待ってくれ！」

　無む理り矢や理りな発声をしたのか、喉のどが潰つぶれ、声が掠かすれ、必死の叫びは言葉になりきっていなかった。辛かろうじて聞き取れた言葉は、こんなことを俺たちに訴うつたえていた。

「……待って……ください……っ、お願いします…………この通り……っ！」

　アッスントが、土下座している。手足がおかしくなっちまったのかと思うほどガクガク震え、それでも懸けん命めいに頭を地面にこすりつけて、今にも消えそうなわずかな希望に縋すがりつくように、命いのち乞ごいの言葉を重ねる。

「全部……全部言う通りにする……っ！　すべての条件をのみます……だから、…………だからっ……どうか……助けて……くだ……ぃっ！」

　アッスントが、負けを認めた。──俺たちの、勝ちだ。

　俺が右みぎ腕うでを高々と突つき上げると、観衆から「わぁっ！」っと歓かん声せいが上がった。

　歌うようなバカ騒さわぎが大通りの中を駆かけ巡めぐる。

　停止していた世界が一気に動き出し、眩暈めまいがするほど鮮あざやかに色付いていく。

　──とまぁ、このまま大だい宴えん会かいにでも突とつ入にゆうしたいところなのだが。

「ちょっと静かに！」

　俺の一声で、浮うかれていた声はピタリと止やむ。

「アッスント。それから、四十二区の住民全員に言いたいことがある」

　これは、今この場所でやらなければいけないことだ。コレを疎おろそかにすると、今後恨うらみの連れん鎖さが始まってしまう危険がある。長年緊きん張ちようを保っていた糸を断たち切った反動は、必ず起きる。その中で最悪なものだけは、俺の責任で防がなければいけない。

「最後に一つ、全員で契けい約やくを結びたい。恨みの連鎖を起こさないために。今後の生活を前向きで、明るいものにするために」

　その場にいるすべての者が注目する中、俺は契約内容を発表する。

「アッスント。お前たち行商ギルドは、俺たち四十二区に拠きよ点てんを置く者たちに、今後一いつ切さい『精霊の審しん判ぱん』を使うな」

「……え？」

「その代わりに、今この場にいる四十二区の住民はアッスントや行商ギルドの連中に『精霊の審判』をかけない」

　ざわめきが起こる。

　唯ゆい一いつにして最強の武器を取り上げられたような不安があるのだろう。たとえ行使するのに余よ程ほどの覚かく悟ごが必要なものでも、手元にある安心感には代えられない。

　だが、こうでもしなければ、四十二区内で『精霊の審判』合戦が起こってしまう。

　一度カエルになった者は、その瞬しゆん間かんに人生が終わってしまうのだ。

　こんないさかいで、そんな悲ひ惨さんな状じよう況きようを起こしたくはない。

「当然、『精霊の審判』が使えないからといって、噓を吐こうものなら、統とう括かつ裁判所へ突き出させてもらう」

　双そう方ほうの『精霊の審判』を抑よく止しするのは、新たな火種のためじゃない。

　和平のためだ。

「誓ちかって、くれるな？」

　蹲ったまま、アッスントはたっぷり数分間沈ちん黙もくを貫つらぬいた。そして。

「……よく考えてみましたが、どちらかが一方的に不利になる契約ではないようですね」

「当たり前だ。商売をするには『信しん頼らい関係が一番大切』なんだろ？」

「ふっ……ふふふ………………」

　ガチガチに強こわ張ばっていたアッスントの顔が、不格好に歪んでいく。

「……私は、あなたのことを誤解していたのかもしれません……もしかしたら……あなたは、とてもいい人なのかもしれませんね」

「やめてくれ。柄がらでもねぇよ」

「……確かに。ふふふ…………」

　アッスントは立ち上がろうとするが、膝ひざに力が入らないようで顔だけをこちらに向けた。

「このような格好で申し訳ないのですが…………その契約、お受けしましょう」

「ありがとう」

　アッスントと握あく手しゆを交かわす。

　そして、首だけで振ふり返りながら俺たちを取り巻く群衆に問いかける。

「お前たちも、それでいいな!?」

「「「「ぅぉおおおおおおっ！」」」」

　これで、契約が締てい結けつされた。

　憎にくしみによる『精せい霊れいの審判』合戦は起こらないだろう。

「ヤシロさん」

　鼓こ膜まくがおかしくなりそうなバカ騒ぎが起こる中、静かで聞き慣れた声がしっかりと俺の耳に届いた。

　振り返ると、そこにジネットが立っていた。

「お疲つかれ様です」

　ゆっくりと歩いてきて、俺の目の前でにっこりと微笑ほほえんでくれる。

「……悪かったな、危険な目に遭あわせちまって」

「いいえ。ヤシロさんを、信じていましたから」

『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコードに記された文字を音読したものは、噓にはならない』──いくら実証済みだとはいえ、『精霊の審判』を受けるのは相当な恐きよう怖ふだったに違ちがいない。

　それなのに、こいつは俺に微笑みを向けてくれるのだ。危険なことに巻き込んだ、こんな俺に、「信じていた」なんて言葉を言ってくれるのだ。

「ヤシロさんが、みなさんのために……この街のためにと頑がん張ばってくださったんですから、これくらいはへっちゃらです」

　両りよう腕うでを曲げて、出来もしない力こぶを作るような可愛かわいらしい仕草を見せる。

　けれど、弧こを描えがく口の端はしは……微かすかに震えていた。

　バカだな、本当に……

「信じる」なんて、どうして出来るんだ。

　ジネットがいなくなるかもしれない──最後までそんな不安が拭ぬぐいきれなかった俺の言葉なんかを。

　たまらず、腕を摑つかんで強ごう引いんに引き寄せる。

「え……っ」

　ふわりと長い髪かみが広がり、花弁が舞まうようにジネットの体が俺の胸へと触ふれる。

　風に吹ふかれするりと滑すべり落ちてしまわないように、持てる力のすべてでその小こ柄がらで軽い体を抱だきしめる。

「ヤシ……ロ、さん？」

「…………怖こわかったな」

　腕の中に、確かな温ぬくもりを感じる。力を込めれば、その分だけ触れ合える。

　ジネットは、今、確かに……ここにいる。

「…………そうですね」

　囁ささやく声が風に溶とけ、俺の頰ほおを掠めて鼓膜に触れる。

「怖かったですね……」

　そっと持ち上げられたジネットの腕が、撫なでるように俺の背中へと回される。

　そして……

「……よしよし」

　ぽんぽんと、優やさしく俺の背を叩たたく。

　……違うよ、バカ。慰なぐさめる方が逆だろ。

　怖かったのはお前で、俺はお前が怖がっているから…………

「……もう、大だい丈じよう夫ぶですからね」

「…………あぁ」

　いまだ微かに震える体を黙だまらせるために、力いっぱいに抱き寄せる。

　顔は見えないが、いつもより近くにジネットを感じる。

「…………ありがとうございます、ヤシロさん」

　まるで独り言のように呟つぶやかれたその言葉が何に対する礼なのか、俺に知る術すべはない。けれど、素す直なおに受け取っておくことにした。

　ジネットの腕に力がこもり、ほんの少しだけ積極的に体を寄せてくる。

　こいつは今、俺の腕の中で何を思っているのだろうか。

　なぁ、ジネット。

　お前は、俺がこの街を守るためにこういうことをやったと思っているかもしれんが、それは間ま違ちがいだ。そうじゃないんだ、本当は。

　俺がこの街にいて、こういう面めん倒どうな事こと柄がらに巻き込まれてしまう度たびに、一番危険にさらされるのはお前なんだよ、ジネット。不本意ながら、俺たちを知る誰だれもが俺の弱点はジネットだと解かい釈しやくしているらしい。あのアホのモーマットでさえもだ。
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　だから俺は、お前を守りたかった。

　もう二度と、お前に危害が及およばないように。

　もう二度と、こんな怖い思いをさせないで済むように。

　これだけの群衆の前で見せつけ、はっきり知らしめておきたかったんだ──

『ジネットに何かしようとしても無む駄だだ。きっと、オオバヤシロが先に手を打っている』

　──ってな。

　もう、誰もお前には危害を加えられない。出来やしないさ。だってそうだろ？　『精霊の審判』すら跳はね返したんだぞ。どこのどいつが、それ以上のことを出来るってんだよ。

　させねぇよ、誰にも。俺が、絶対に。

「この世に、絶対なんてもんはない」？　うっせぇ、努力目標だ。

　アッスントにはあぁ言ったが──辛かろうじて生きていられる程度のわずかな希望じゃ、あの絶望感は乗り越こえられない…………




　もう二度と御ご免めんなんだよ、俺のせいで大切な誰かを失うのは。




　…………なんてことは、死んでも口に出来ないけれど。

「ヤシロさんは……いなくなったり、しませんよね？」

　不意にジネットの口からもたらされたそんな囁きは、風の音にも搔かき消されそうなほどに小さくて、ましてこんなバカ騒さわぎの渦か中ちゆうにいては耳に届く方が奇き跡せきのような声量で、だから俺は答えられないその問いを聞こえなかったことにした。

　その代わりに、肩かたを摑む指をむにむにと動かしてから、こんな冗じよう談だんを返しておく。

「なぁ、ジネット。このままお前が一度反転するという提案をしてみたいんだが……」

　そうすれば、ちょうど俺の手の位置にたわわな特大トレジャーが。

　それに気付いて、ジネットは「むきゅっ!?」と奇き妙みような声を漏もらし、そして上うわ目め遣づかいで俺を睨にらんだ後で……微笑みながらこう言った。

「もう、懺ざん悔げしてください」

　こうして、大通りで繰くり広げられた行商ギルドと四十二区住民の戦いは、和わ睦ぼくという結末を迎むかえて幕を下ろした。







　日が落ちて、辺りが薄うす暗ぐらくなっている。

　大通りでのバカ騒ぎが一段落した後、俺たちは陽だまり亭に戻もどって大だい宴えん会かいを開いていた。各おの々おのが材料を持ち寄り、それらをジネットが料理していく。

　今では酒も持ち込んでの、どんちゃん騒ぎに発展している。

「ヤシロ」

　そんなバカ騒ぎの会場を抜ぬけ出し、外で風に当たっていた俺のもとに、エステラがやって来た。頰が少し赤い。軽く飲んだのだろうか。

「お見事だったね。言うことなしだよ」

「酔よってるのか？　素直に褒ほめるなんて珍めずらしいじゃないか」

「あれだけ頑張ってくれたんだからね。たまには褒めてあげないと」

　よしよしと、俺の頭を撫でてくるエステラ。

　やはり少し酔っているようだ。

「これで、四十二区内の貧富の差はかなり解消されるだろうね。何十年も、誰も手を出せなかったところに、よくぞ切り込んでくれたものだよ」

「その方が、俺の利益になるからな」

「ふふ……そういうことにしておくよ」

　火ほ照てった顔を手でぱたぱたと扇あおぎながら、エステラはアゴを上に向ける。

　吹いてくる風にさらされて心ここ地ちよさそうに目を細める。

　口元が緩ゆるみっぱなしで、機き嫌げんがいいのが丸分かりだ。

「随ずい分ぶんと上機嫌なお前に、一つ仕事をくれてやろう」

「なんだい？　また、無理難題を押しつける気かい？」

「以前にも言ったが、俺がここに来てもうすぐ三ヶ月になる。ぼちぼち書類の準備をしておいてくれよ」

「あぁ、そのことかい。大丈夫だよ。書類はもう用意出来てる。手続きの方は任せておいて。あ、でも、最後の署名だけは本人の直筆が必ひつ須すだから、そこは頼たのむね」

「あぁ、分かった」

「そうか、もうすぐしたら、君もいよいよ四十二区の住民に……………………あぁっ!?」

　何かに気が付いたのか、エステラが飛び上がり、俺の顔を覗のぞき込んでくる。

「会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード！」

　そして、大急ぎで何かを調べ始めた。

　…………ふふふ。

「あぁーっ！　やっぱりだ！」

　眉まゆを吊つり上げ、エステラが半はん透とう明めいのパネルをこちらに見せ、突つきつけてくる。

　そこには、こんな言葉が記されていた。




『その代わりに、今この場にいる四十二区の住民はアッスントや行商ギルドの連中に「精せい霊れいの審しん判ぱん」をかけない』




　俺が言った言葉だ。

　この言葉に則のつとり、あの場にいた者たちは契けい約やくを結んだ。

「き、君はまだ『四十二区の住民』ではないから、この範はん疇ちゆうに含ふくまれてないんじゃないのかい!?」

　ご明察！　その通りだよ、エステラ君！

『今この場にいる四十二区の住民』は、アッスントに『精霊の審判』をかけられない。

　だが、その時その場所にいなかった住民と、『その場にいた住民ではない者』はその限りではない。

　そして、契約の内容が『今この場にいる四十二区の住民』と明記している以上、『あの場所にいた住民でない者が後々住民になったとしても』この契約に縛しばられることはないのだ！

　しかも！　アッスントに誓ちかわせた契約は『お前たち行商ギルドは、俺たち四十二区に拠きよ点てんを置く者たちに、今後一いつ切さい「精霊の審判」を使うな』なので、アッスントは俺に『精霊の審判』をかけることは出来ない。

　俺は、アッスントに『精霊の審判』をかけられるけどね！

「…………君というヤツは」

　エステラが険しい表情で俺を見つめる。

　まぁ、そう心配すんなって。保険だよ、保険。

　アッスントがトチ狂くるって、他ほかの誰かを引き込んで四十二区を破は壊かいしようなんて考えたりした際、こちら側に武器を使えるヤツがいた方がいいだろう？

　だから、あえてだよ、あ・え・て。

　吹ふき抜ける風は心地よく、食堂の中から聞こえてくる声は楽しげで、おまけに俺はとても気分がいい。

　今日は本当にいい一日だったなと、俺はその日を締しめくくることにした。
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　それは、四十二区……いや、この巨きよ大だい都市オールブルームの歴史が変わった瞬しゆん間かんだった。

「行くぞ……」

　俺がレバーを『小』と書かれた方向へ倒たおすと──ジョバァー…………こぽぽ……──と、小気味のよい音と共に少量の水が流れた。

「「「おぉーっ!?」」」

　陽ひだまり亭ていに、水洗トイレが設置された。

　下水が誕生したことで、清潔で臭におわない水洗トイレを『室内に』設置することが可能になったのだ。

　これでもう、あの暗く不衛生で必要以上に恐きよう怖ふ心を煽あおる忌いまわしい外便所に行く必要がなくなった！　俺の念願が、ついに叶かなったのだ！　このために頑がん張ばってきたと言っても過言ではない！

「むはぁーっ、凄すごいです！　とても清潔感があって、それになんだかカッコいいです！」

「……スタイリッシュ」

「ボクも欲しいなぁ……館やかたに設置してもらおうかなぁ……」

　トイレに群がるロレッタ、マグダ、エステラ、それに大工や常連客の連中も、みんな瞳ひとみをキラキラさせている。

　ウーマロの知り合いに頼んだ石製の便座を見て感動する面々。今現在、ことトイレにおいてはこの陽だまり亭こそが最さい先せん端たんだ。

「うふふ。みなさん、興きよう味み津しん々しんですね」

　人でごった返すトイレから抜け出してくると、一足先に水洗トイレを見て堪たん能のうし尽つくしたジネットがにこにこした顔を見せていた。経験者の余よ裕ゆうだな、これは。

「お兄ちゃん、これって室内にあっても本当に臭いとか音とか大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「よしロレッタ、試ためしてみろ！」

「ぅにょっ!?　む、無理ですよ!?　こんな注目されてなんて、絶対無理です！」

「……と、言いつつも？」

「無理ですよ、マグダっちょ!?　そういうノせる感じのヤツやめてです！」

　トイレの前が大おお賑にぎわいだ。

　改めて、俺も随分とこの街に慣れてきたなと実感する。日本とは感覚の違ちがうこっちの常識ってやつも、だいたい把は握あくした。

　これなら、こっちで『本業』を再開出来る日も、そう遠くはないだろう。……ふふふ。

「ヤシロさんの考えることは、いつも大人気になりますね」

　俺の悪わる巧だくみなどは露つゆとも知らず、無む邪じや気きな顔でジネットが言う。

　俺の発明ではないのだがな……まぁ、知識も財産だ。精々活用させてもらうさ。

　例えば、こんな風に。

「ジネット。ここにリンゴがあるんだがな」

「はい。とても美味おいしそうですね」

　取り出したリンゴを、果物ナイフでカットしていく。俺の手元を見つめるジネットだったが、俺がリンゴにある細工を施ほどこすと大きな瞳をきらり～んと輝かがやかせた。

「こんな感じにしたら売れると思わないか？」

　それは、日本ではお馴な染じみのウサギさんリンゴだ。

　こんな物でも、こっちの世界ではヒットするんじゃないかと思ってな。

「かっ、可愛かわいいですっ！　とても可愛いです、これっ！」

　ジネットが頰ほおをリンゴ色に染め、愛いとおしげにウサギさんリンゴを見つめる。

　想像以上の好こう感かん触しよく。これは、……売れるっ！

「え？　なになに。今度は何をしているのさ、ヤシロ」

「…………むむっ、これはかわいい」

「むっふぁあ～！　なんですこれ!?　メチャクチャ可愛いじゃないですか!?」

　トイレから戻もどってきた女子たちがこぞってウサギさんリンゴに群がる。

　そうそう、こういう感じ。女子たちが「きゃ～、かわいい～」って食いつくと思ったんだ。……ふふふ、これでまたがっぽり儲もうかっちゃうな、俺！

「んじゃあ、早さつ速そく食ってみてくれ」

「「「「…………え？」」」」

「まぁ、つっても、味は普ふ通つうのリンゴだけどな」

　料理の隣となりに添そえるだけで、ちょっとした人気が出るだろう。単なる客寄せ、お飾かざりだ。

　…………と、そんな軽い気持ちでいたのだが。

「食…………べるん、ですか？」

　ジネットが真っ青な顔をしている。

「は？　いや、食うだろ？」

　俺の発言を聞き、エステラが息をのみ、ロレッタが後あと退ずさり、マグダが無言で倒れた。

　えぇっ!?　なに!?　なんなの、その反応!?

「えっと……あの、ヤシロさん…………このウサギさんリンゴさんなんですが……」

「『さん』が多くないか、ジネット？」

「…………とっても可愛いですよ？」

　それが、一体なんだというのか？

「た、食べちゃうなんて……可か哀わい想そう、です……よ？」

「ちょっと待て!?　なんで泣きそうになってんだ、お前!?」

「だ……だって…………こんなに可愛いのに…………っ」

　いやいやいや！　リンゴだぞ!?　ただのリンゴ！

　お前だってリンゴ食うだろう!?　見たら「美味しそう」って思うだろ!?

　まったく。ジネットは変なところで感受性が豊か過ぎるんだ……と、周りを見み渡わたすと。

「……可哀想……じゃないか…………」

「お兄ちゃん、やめてあげてほしいです……」

「…………無む慈じ悲ひ」

　……全員が半泣きだった。……………………えぇ～……

　なんなら、トイレに夢中だったウーマロやモーマットまでもが泣きそうになっていやがった。…………………………えぇ～……

「お前ら……大おお袈げ裟さだよ。ほら、こうしたらただのリンゴだろうが」

　言いながら、俺は『耳』に見立てた皮をナイフで剝むき取る。

　これでどこから見ても完全にリンゴだ…………と、思ったのにっ！

「「「「「「ウサギさぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁああああああああああああんっ!?」」」」」」

　絶ぜつ叫きようが轟とどろいた。号ごう泣きゆう。慟どう哭こく。阿あ鼻び叫きよう喚かん。

「リンゴだっつってんだろう!?」

　ダメだ。理解が及およばない。なんてことだ、オーマイガーだ。

　謎なぞの頭痛を覚え、俺はいつも座っている特等席へと腰こしを下ろす。

　涙なみだを拭ぬぐったり、抱だき合って互たがいを慰なぐさめ合っている連中を見て、盛大なため息を零こぼす。

　俺がこの街のことを完全に理解するには、まだまだ時間がかかりそうだ。

「さぁ、みなさん。泣いている暇ひまはないですよ」

　気き丈じようにも顔を上げ、ジネットがぱんぱんと手を叩たたく。それに反応して、マグダとロレッタ、それからなんでかエステラまでもが厨ちゆう房ぼうへと入っていく。

　周りにいるオッサンどもは、泣き腫はらした赤い目でこちらを見てにやにやしている。

　…………な、なんだよ？　不気味にもほどがあるぞ。

「ヤシロさん」

　店内に蔓まん延えんする不ふ穏おんな空気を払ふつ拭しよくするような、晴れやかな声で、ジネットが俺を呼ぶ。

　まだ目め尻じりは少し赤いものの、いつもの、ヒマワリのような眩まぶしい笑え顔がおを俺に向ける。

「ようこそ、陽だまり亭へ」

「……は？」

　今さらなんだ？　と、思ったら、そのセリフには続きがあった。

　それも、仕込まれていたようで、その場にいた全員が声を揃そろえて同じセリフを口にした。

「「「ようこそ、四十二区へ！」」」

「…………は？」

　戸と惑まどう俺の前に、大量の料理が運ばれてくる。

　マンガ肉みたいな見た目の魔ま獣じゆうの肉や、色とりどりの野菜を使った大皿の料理。海魚と川魚のコラボレーションとも呼ぶべき海かい鮮せん料理に、果物をふんだんに使った見た目に鮮あざやかなデザート。

「………………は？」

　呆ほうける俺を見て、ジネットがくすくすと肩かたを揺ゆらす。

「忘れちゃいましたか？　約束したじゃないですか」

　そう言われて、俺はようやく思い出した。

「『ヤシロさんが正式な住民になったら、お祝いをしましょうね』って」

　大袈裟過ぎるくらいに豪ごう華かな料理に、よくもまぁこんなに暇ひま人じんを集めたもんだというような見知った顔の群れ。

　俺の住民登録が完かん了りようしたと聞いて、ここにいるヤツら全員で俺にサプライズを仕し掛かけたってわけか。

　つか、もしかしてこれって……俺の真似まねのつもりか？　生意気な。

「ふふ。ヤシロ。顔がニヤケているよ」

「……めずらしい」

「へぇ～、お兄ちゃんでも照れたりするですねぇ」

　く……っ!?　だ、誰だれが照れてニヤケてるか！　人聞きの悪い！

　反論の一つもしてやろうかと思ったのだが……こういうにやにやした顔でこっちを凝ぎよう視ししてくる連中ってのは、何を言っても「またまたぁ」とか言ってまともに聞き入れたりしないのだ。なので俺は、無む駄だなことに労力を割さくような真似はしない。

　決して、言葉が出てこないとか、そういう感じのアレではなくな。

「ヤシロさん。これからも、よろしくお願いしますね」

　サービスの一いつ環かんなのか、ジネットが一口サイズに切った魔獣の肉をフォークに刺さして差し出してくる。……「あ～ん」とか、しろってのか？

「…………あぁ。分かったよ」

　無駄な抵てい抗こうはせず、差し出された肉に齧かじりつく。あぁ美味うまい。飯に罪はないし、粗そ末まつにはしたくないし、出されりゃ食うのが普通だもんな。

「あの顔は、照れ隠かくしに自分の中で理由をこねくり回してる顔だね」

　うっせぇ、エステラ。抉えぐれろ。

「ではみなさん。新たに四十二区の住民になったヤシロさんに、あの言葉を贈おくりましょう」

　ジネットの弾はじける笑顔が、そこにいる連中みんなに伝でん染せんしていく。

　無数の笑顔がこちらを向いて、きっかけを待っている。

　そして、ジネットの声を合図に、一いつ斉せいにこんな言葉を寄よ越こしてきた。

「それでは、せーのっ！」

「「「「「パイオツ・カイデー！」」」」」

「ぶふっ！」

　食ってた肉……吹ふき出したよね。

「大丈夫ですか、ヤシロさん!?」

「もう、何やってるんだい、君は？」

「……ヤシロ、喜び過ぎ」

「お兄ちゃん、子供みたいです」

　いやいや……いやいやいやいや！

『何やってんだ』も『大だい丈じよう夫ぶか』もこっちのセリフだから！

「素す敵てきな笑顔でお迎むかえしましょうって、みなさんで決めたんですよ」

　…………あぁ、そうか。そういうことか。

　俺が最初に吐ついた小さな小さな噓うそを、ここまで引っ張るのか、……精せい霊れい神しんめ。

　上等じゃねぇか！　神だろうがなんだろうが、俺にケンカ売ってただで済むと思うなよ！　ぜってぇテメェを引き摺ずり出して詐さ欺ぎにかけてやるからな！　首洗って大金用意して待ってやがれ！

　──ってわけだから、アレだ。

　精霊神を詐欺にかけるには、まだちょっと準備が足りねぇから……




　もうしばらくは、この店で世話になるとしようかな。この、陽だまり亭で。



















　あとがき




「パイオツカイデー！」を合言葉に駆かけ抜ぬけてきました『異世界おっぱいのなんとかかんとか』第四巻！　お手に取っていただきありがとうございます。宮みや地じです。正式名めい称しようは『異世界詐さ欺ぎ師しの～』……あ、表紙を見てください。それです。（表紙を見た時、ついついジネットのおっぱいに目がいっちゃった方。正直に「見ちゃった」と言ってください。まったく、すぐそういうところに目が行くんだから～）あ、言い忘れてました。「見ちゃった」

編集様「宮地さん。一～三巻のあとがきを読み返してみたら、おっぱいの話を毎回欠かさずしていましたよ。しかもちょっとずつ割合が多くなっていました」

私「大だい丈じよう夫ぶです！　今回はもっと増やしますっ！」

編集様「分かりました。一度落ち着きましょう！」

　そして、アドバイス通り落ち着いた結果──今回は一行目からパイオツでした！

　これ以上はさすがに怒おこられそうですので、ここから先は真面目まじめに！　で、真面目ではないあとがきの続きはＷＥＢで☆（小説家になろう様の私のページにでも書いておきます）

　シリーズ開始前は、本巻にある『わたし、信じてました』までにして、少しオリジナルなエンディングにしましょう。と、そんな話もあったのですが、皆みな様さまのおかげで四巻まで出させていただくことが出来、今回のような感じになりました。ここまで書けてよかったです。分量的にはかなり厳しかったのですが、『ヤツ』との決着はつけたかったので。

　そして、ＷＥＢにはなかったヒロインとの胸きゅんシーンを追加してみました！

　読んでいただいた時に、胸が「きゅんっ！」としてくだされば最高です。

　我われらがデキる編集様は、その辺もばっちり理解して、ちゃ～んとイラストを依い頼らいされていました。さすが、分かってらっしゃる！

　そんなわけで、本作を読む前には準備運動をしっかりしておいてください。ファルまろ様のイラストは『きゅん度』が極きわめて高いですので。

　チーム『異世界詐欺師』、全力できゅんきゅんさせにかかっています！

　最後になりますが、様々な無む茶ちやにも笑え顔がおで対応してくださった編集様と、息いき遣づかいが聞こえそうなくらい生き生きとしたキャラたちと世界のどこかに本当に存在しそうな四十二区を素す敵てきなタッチで描えがいてくださったファルまろ様、カッコよくも遊び心のある素敵なデザインをしてくださった柊ひいらぎ椋りよう様、本作の制作および全プレ企き画かくに関かかわってくださった皆様、そして何より、本作を共に楽しんでくださった読者の皆様に心からの感謝を贈おくります。

　いつかまたお会い出来ることを祈いのりつつ──


二〇一七年　早春　宮地拓たく海み　　
























　正式な四十二区の住民となった俺を迎えるパーティーなんてものが開催されている陽だまり亭。今日は貸し切りのようだ。

　……いや、待てよ。むしろ飛び入り参加可にして、会費を徴収した方が儲かるんじゃないだろうか。ご祝儀とかも込み込みで。

「これ、オイラたちトルベック工務店からのご祝儀ッス！」

　と、なんだか高級そうなワインを差し出すウーマロ。

「これは、俺たち農家からだ！」

　と、色とりどりの野菜を差し出すモーマット。

「お金のかかり方が違う……」

「しょ、しょうがねぇだろ!?　下水工事で大儲けしてる大工と比べんなよ！」

　行商ギルドとの再契約により、農業ギルドはこれから利益を上げていくことだろう……今後に期待だな、これは。俺、結構頑張ったしな。何倍返しでも喜んで受け取るぞ。

「お兄ちゃん！」

　そんなオッサン二人を押しのけて、ロレッタが満面の笑みで割り込んでくる。

「ウチの弟たちからもプレゼントがあるです！」

　自信満々に差し出されたそれは…………木？

「森で拾った、カッコイイ形の木の枝ですっ！」

　いや、ガキどもはこういうの好きなんだろうけど!?　それをドヤ顔で差し出すお前も、ちょっとどうなんだよ？

　ったく、こんな木の枝をもらったところで…………いや、でも握った感じ、結構いい感じの剣っぽくて……ちょっといいな、これ。

「あれ!?　なんかヤシロさんが、満更でもない顔してるッス!?」

「噓だろ!?　ウチの野菜より反応いいとか、ショックデカいぞ!?」

　いい大人がガキ相手に対抗心を燃やしている。みっともない。それより見ろよ、この剣。なんか、魔法の力とか宿ってそうじゃないか？

「思いのほか気に入っているようだね、ヤシロ」

　くつくつと肩を揺らしながら笑うエステラ。今日は随分と機嫌がいいようだ。

「で、お前は何をくれるんだ？」

「ボクは何も用意してきてないよ」

「用意なんかしてなくても、お前ならこの場で一筆書くだけでいろいろプレゼント出来るだろう？　土地とか、権利とか」

「……恐ろしいことを平気で言うね、君は」

　俺を祝おうという気が全くないらしいな、こいつは。ただ美味いものを一緒に食うだけでお祝いになるとでも、本気で思っているのだろうか？

「まったく、図々しいヤツだ」

「えっと……プレゼントを強要した君がそれを言うかな？」

「ほっぺにチューくらいしてくれても罰は当たらんだろうに」

「なっ!?　そ、そんなこと、で、出来るわけないじゃないかっ！」

「バカなのかいバカなのかい」と繰り返しながら、エステラは手近にあった飲み物をぐぐいっと飲み干す。……それ、ウーマロの持ってきた高級ワインだぞ。もったいねぇなぁ。

「……使えないエステラの代わりに。マグダが素晴らしいものをご進呈」

　エステラを押しのけて、マグダが大皿を持って俺の前へとやって来る。

「……お好み焼きをマスターした」

　以前、俺が作ってみせたお好み焼きを、いつの間にかマスターしていたマグダ。ソースの香りが立ち上り、胃袋がきゅるっと音を鳴らす。

　見栄え、香り、ともに完璧だ。

　物覚えの早さと要領の良さ。マグダは将来大物に化けるかもしれないな。

「……ご賞味あれ」

「んじゃあ、遠慮なく」

　ジネットが用意してくれたご馳走がテーブルに並んでいるが、ソースの香りをこれでもかと嗅がされては食わずにはいられない。お好み焼きには、そういう力があるのだ。

　箸でカットし、一口大になったお好み焼きを口へと放り込む。──しゃく。

「…………マグダ。なぜお好み焼きにポップコーンが入っているんだ？」

「……マグダの得意料理を組み合わせた、マグダスペシャル」

　そうか……どんなに物覚えがよくても、一般常識が欠如していては応用が利かないのか。……徹底的に教育し直してやる。

　よく見れば、ポップコーンが物凄く自己主張していて表面がぼっこぼこだ。

　こんなもんを喜ぶヤツなんか……

「はぁぁぁあん！　マグダたんスペシャル、マジ美味しいッスー！」

　……変態大工くらいのもんだ。

「さぁ、みなさん。たくさん食べてくださいね。まだまだお料理ありますから」

　にこにこ顔で料理を運んでくるジネット。ここぞとばかりに腕を振るいまくっている。

　陽だまり亭の全テーブルを埋め尽くす勢いで料理が並んでいる。そろそろ止めないと、料理が無駄になるかもしれん。こんなに食いきれないしな。

「ヤシロさん。このお肉、とっても美味しいですよ」

　頰をぱんぱんに膨らませて、ベルティーナが幸せそうに微笑んでいる。……あ、大丈夫だ。つかむしろちょっと足りないかもしれない。

「おかしいなぁ。さっきまでいなかったシスターっぽい人が目の前で美味そうに飯を食っているな」

　パーティーが始まる前の「ようこそ、四十二区へ」的なサプライズの時はいなかったはずなんだが。

「うふふ。サプライズです」

「いや、確かに驚きはしてるぞ」

　一切喜んではいないけどな。

　しかしながら、今さらそんなことを注意するつもりはない。

　ベルティーナに内緒で美味いものを食うなんてのは不可能なんだと、俺は最近学習したのだ。こいつの美味い食い物を嗅ぎつける嗅覚は人智を超えている。

「はい、ヤシロさん。あ～ん」

　美味しいと絶賛した肉をフォークに刺して、俺の前へと差し出してくる。

　それが俺へのプレゼントだとでも言うつもりか。

　そもそも、『あ～ん』ならさっきジネットにもしてもらっているので、今さら感動も照れもない。だがまぁとりあえず、差し出された肉にかぶりつき、嚙み応え十分なその肉の美味さを堪能する。

「こうやって一緒に食べると、美味しいものが一層美味しく感じられますよね」

　もぐもぐと租借する俺を見つめ、ベルティーナが嬉しそうに言う。

「ですので私は、美味しいものを一緒に食べてくださるヤシロさんが大好きですよ」

　へーへー、そりゃどーも。

　咀嚼中につき、返事を出来ないでいる俺をじぃ～っと見つめ、ベルティーナがくすりと笑う。そして、みずみずしい果実のような唇を静かに震わせ清流のような声音を漏らす。

「ヤシロさんが大好きですよ」

　にっこりと笑い、もぐもぐ動く俺の頰をちょんと指で突く。

　……なんで二回言った？

「うふふ」と笑うベルティーナ。くそっ、見つめられていると顔が熱くなってくる。

　勘違いするなよ。こいつは、俺といることで美味いものが食えるから俺に好意的なんだ。言うなれば、俺と一緒にいることで食べられる美味しいものが大好きなのだ。さっきのはつまり、そういう意味だ。…………えぇい、それ以上見るな。顔が溶ける。

「んふふ～……ヤシロォ」

　そして、俺がこういう、なんとももやもやした気分になる度、目敏く察知してからかいに来る女がいる。そう、エステラだ。

　こいつはまた俺の目の前でへらへらした顔をさらしておちょくるようなことを……

「ボクもヤシロ、好きだよぉ～」

　へらへらへらへらして…………何言ってんの、お前!?

「ヤシロはねぇ、目つきは悪いけどねぇ、結構いいヤツなんだぁ。ボクは知ってるんだぁ」

　語尾と表情筋がだらしなく伸びきっている。……こいつ、まさか。

　エステラの後方へ視線を向けると、ウーマロが困った顔をして半分くらい空になったワインボトルを掲げてみせる。…………酔っ払ってやがるな。

「お前、一人で飲み過ぎだぞ」

「だって……みんな飲まないんだもん……美味しいのに」

　こっちの世界ではどうか知らんが、俺は日本基準でまだ未成年なんでな。飲酒は控えているのだ。

　こっちの基準でいえば、マグダ以外は成人していることになっているのだが……まぁ、このメンツは飲みそうにないよな。

「ねぇ、ヤシロ……」

　俺の右手を両手で包み込むように握り、上目遣いで俺を見つめる。

　頰を髪と同じくらいに赤く染め、エステラが甘えたように囁く。

「ボクと付き合ってよ」

「酒にだよな!?」

　なんだか、別の勘違いを誘発しそうな言葉を、これでもかってくらいとろんと潤んだ目で言うんじゃねぇよ！

「ウーマロにでも付き合ってもらえよ」

「あ、オイラ、常に万全の状態でマグダたんを見つめていたいッスから、お酒は無理ッス」

　じゃあなぜ酒なんぞを持ってきた!?

「モーマットは？」

「俺ぁ、高級なもんを胃に入れると腹壊しちまうんでなぁ」

「この貧乏人がっ！　じゃあ、ロレッタは!?」

「お酒、飲んだことないです！　お金がなかったですので！」

「こっちも貧乏人だった!?」

　となれば、あとはベルティーナか。

　──と、視線を向けると。

「飲むと、食欲が増しますので」

「おいみんな、絶対飲ませるなよ！」

　ベルティーナの食欲がこれ以上増したりしたら……四十二区から食い物がなくなっちまう。もれなく大飢饉だ。

「こらぁ、ヤシロォ！　ちゃんとボクの話を聞けぇ！」

「あぁ、もう！　お前、もう飲むな。ちょっと外行って酔いを醒ましてこい」

「なんだとぉ～！　ボクのお酒が飲めないって言う～のかぁー！」

　絡み酒全開でエステラが俺へと飛びかかってくる。

　それが、酔っぱらいのおふざけの域を逸脱し、魔獣の突進の如き勢いだから堪らない。まるでイノシシのように、頭を低くして額を俺のあごへと激突させる。

　ンごちっ！　と、あごの骨が鈍い音を響かせる。

「……んぉう……っ！」

　激突された拍子に倒れ込み、俺は床とエステラにサンドイッチされる羽目になった。

　あまりの痛さに悶絶していると、マグダがすっと俺の顔を覗き込んでくる。

「……エステラ流の『ほっぺにチュー』」

「マグダ……お前、知らないのか？　これは、『頭突き』っていうんだぜ……」

　痛むあごを押さえながら、俺の見舞われた惨劇を淡い桃色体験に置き換えようとするマグダに指摘を入れておく。……こんな青春メモリアルは欲してねぇ。

「ヤシロさん、大丈夫ですか？」

　マグダの隣から、ジネットが心配そうな顔で覗き込んでくる。

　お前だけよ、心配してくれるのは。

「エステラを退けてくれ……こいつ、寝ちゃったみたいだから」

　俺の胸に覆い被さるエステラから、気持ちの良さそうな寝息が聞こえ始めていた。

「すぅ……すぅ…………」

「あ、本当ですね。うふふ、とっても気持ちよさそうな顔をされてますよ」

　いや、ジネット。「うふふ」じゃなくて、退けてくれないか？　背中も胸も痛いんだって。硬いものに挟まれて。

「でも、起こしてしまうのは可哀想ですね」

　あれぇ？　今の俺、可哀想じゃないのかなぁ？

　エステラの寝顔を覗き込み、頰をぷにゅっと突くジネット。

　くすぐったそうに顔を逸らして、エステラが寝言を漏らす。

「むにゅう……」

「自己紹介か？」

「……夢の中で、厳しい現実に直面しているものと思われる」

「エステラさん、自分を責めないでです！」

「みなさん。酷いですよ」

　にっこりと、俺たちを叱るジネット。

　いや、だってエステラが「無乳」とか言うからさぁ。

「ジネット。このままではエステラさんが風邪を引いてしまいますよ」

「そうですね。では、二階へお連れしましょうか」

　ジネットとベルティーナが協力して、エステラを抱え上げる。

　抱き起されても一向に目覚める気配がないエステラ。もしかしたら、今日は泊まりかもな。あとでナタリアに報告しといてやるか。

　が、その前に。

「皆の衆、しっかり記録したな？」

「……無論」

「この通りばっちりです！」

「むふふ……」と、あくどい笑みを浮かべる面々が半透明のパネルを呼び出し俺へ見せつける。さっきのエステラの痴態はばっちり会話記録(カンバセーション・レコード)へと記録されている。

　これで、しばらくはわがまま言い放題だな。

「あ、あの、みなさん。あんまりからかうと、エステラさんが可哀想ッスよ？」

「おぉ、策士ウーマロ。お前のおかげで、しばらくいい思いが出来そうだよ」

「……ウーマロの思惑通り」

「悪い男ですねぇ、ウーマロさんはっ」

「ちょっ、やめてッス!?　まるでオイラが仕掛けたみたいな既成事実作り上げるのだけは勘弁してほしいッス！　エステラさん、違うッスからね!?」

　などと会話記録(カンバセーション・レコード)に残るように言い訳をするウーマロ。

　甘いな。お前の言い訳部分はばっさりカットだ。手前までしか見せないようにしよう。

　そんな感じで時間は過ぎ去り、陽だまり亭の一日は暮れていく。

　ぎゃーぎゃーと騒ぎ、実に賑やかで、……少し不安になるくらいに穏やかだ。

　バカ騒ぎをする連中を眺めながら、ふと思う。




　──こんな明るい場所に、詐欺師の居場所なんかあるわけねぇよな。




　いつか俺はここを去るのだろう。

　それはただ、「今ではない」だけだ。

　けれど、「一生来ない」わけではない。

　俺は、それを忘れちゃいけない。







　太陽が沈み、闇が四十二区を包み込む。

　パーティーは終わり、陽だまり亭も店じまいだ。

　散々遊び尽くしたせいか、マグダは閉店直前に意識を失うように眠ってしまった。

「マグダさん、よく眠ってましたよ」

　マグダを部屋へと運んでいったジネットが食堂へと戻ってくる。

　食堂には二人きり。さっきまで騒がしかった分、妙に静かに感じる。

「ジネット。お前はちゃんと食ったのか？　ずっと動き詰めだったけど」

「わたしは、作っているうちに満足してしまうタイプでして」

「ちゃんと食べなきゃ大きく育たないぞ、おっぱいが」

「もう十分育ってますもん！　……何言わせるんですか!?　もう、懺悔してください！」

　ぶんぶんと両腕を振り回し、赤い顔をして俺の目の前へとやって来る。

　出会った頃からずっと、こいつは動きっぱなしで働きっぱなしで、勧めなきゃ椅子にも座らない。

　働けることが楽しい。そんな感情が体の外にまで溢れ出している。

　だが、たまには休息も必要だ。

「ちょっと付き合ってくれないか？」

「はい。なんですか？」

「まぁ、座っててくれ」

　ジネットを椅子へ座らせ、俺は厨房へと向かう。

「何か作るなら手伝いますよ」と言うジネットを再度強引に座らせ、厨房で簡単な料理を作る。パーティーで使った食材の残りを使って、適当に。簡単に。

　それらを盆に載せてテーブルへと運ぶ。

「なんだか、変な気分ですね。いつもとあべこべです」

　ふにゃふにゃに緩んだ笑みを浮かべて、くすぐったそうに体を揺するジネット。

　落ち着かないのか、俺の顔や手元を興味深そうに見つめている。終始、嬉しそうな顔で。

「パーティーでの飯は、なんでか食った気がしなくてな。あとになって小腹が空くんだよ」

　そんな言い訳とともに、俺は二人分の軽食を用意する。白身魚の切り身を載せた『だし茶漬け』だ。これなら、寝る前に食っても胃もたれはしないだろう。

「いい香りですね」と、ジネットが目を閉じて呟く。

　香りをたっぷり吸いこんだ後で、遠慮がちに箸でご飯を掬い上げる。

「んっ!?　美味しいです」

　味は気に入ったようだが……そうじゃないだろう。

「こうやって食うんだよ」

　椀を持ち上げてだし汁と飯を一気に搔き込む。こうやって食うのが美味いんだ。

　米粒を咀嚼しながら目線を送ると、少し照れた風にはにかんだ後、俺の真似をしてジネットも椀を持ち上げる。

　縁に口をつけ、椀を傾けてさらさらと流し込む。

「はふぅ～…………温まりますねぇ」

　言った後、くすりと小さな笑いを漏らす。

「こんな食べ方をしたのは初めてです。なんだか、ちょっといけないことをしている気がして…………わくわくしますね」

　最後だけは小声で言って、いたずらっ子のような笑みを浮かべる。

　ひとしきり笑って、だし茶漬けを食べて、やたらと俺の真似をしようとしてくるジネットを軽く注意して、また笑う。

　そんな和やかな時間が静かに過ぎていく。

「ヤシロさんと食べるお食事は、本当に美味しいです」

「いろんなことが起こり過ぎて、くたくたになってるからじゃないか？」

「確かに、ヤシロさんといるとこれまで体験したことがないようなことが次々起こって、驚きの連続ですね」

「そりゃ、心臓に負担が大きいかもな。気を付けろよ、寿命を縮めているかもしれん」

「それはないですよ」

　やけに自信たっぷりに言って、ジネットは俺を見つめて微笑む。

「だって、ヤシロさんと一緒にいると、こんなにも穏やかな気持ちになれますから」

　だし茶漬けの湯気で温められた頰はほんのりと色づいて、美味しい料理に潤んだ瞳はきらきらと輝いて……

「これからもずっと、こうして一緒に時間を過ごせるといいですね」

　そんな、ともすれば告白のような際どい台詞をさらりと口にする。

「ん……まぁ、ほどほどに、な」

　呟いて、だし汁をズゾゾとすする。

　だし汁の温度を、少々高くし過ぎたようで、飲んでいるだけで顔が火照ってしまった。あぁ、暑い暑い。







　いつか俺はここを去るのだろう。

　それはただ、「今ではない」だけだ。

　けれど、「一生来ない」わけではない。

　俺は、それを忘れちゃいけない。







　けどまぁ、いつか「その時」が来るまでは、こうして美味いもんでも食ってここにいる時間を楽しんでみるのも悪くないかもな──

　なんてことを、幸せそうに笑うジネットの顔を見ながら思ったわけだ。
















カバー・口絵・本文イラスト／ファルまろ
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